















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『【目標】

　お兄ちゃんと結ばれること。

【そのために必要なこと】

　お兄ちゃんを監禁して、私無しでは生きられないようにする』




　……突然だが男性諸君。君は、女性に好意を寄せられて困った、なんて経験をしたことはあるだろうか？

　いや、こんなことを言ってしまっては無闇に敵を作るだけのような気がしてあまり口にしたくは無いのだが……そう、つまり「異性にモテて困る」という体験をしたことがあるか、そう尋ねているんだ。

　勘違いして欲しくないのは、僕は決して君たちと喧けん嘩かがしたいわけではない。

　故に、この質問に君たちを煽あおるといった意味合いはないし、不特定多数の人間にモテ自慢をしたいわけでもない。そこだけは分かって欲しい。

　そう、これは自慢などではなく、純粋に悩み相談として聞いて欲しいんだ。

　僕の妹──並なみ木き朱あか莉りは、とにかく魅力的な女の子だと思う。学業優秀、才色兼備、おまけにスポーツ万能と、たとえるなら……そう完璧超人とでも言うべきか。

　中でも特に、その容姿はずば抜けている。言ってしまえば、テレビに出ている芸能人と比較しても遜色ないレベル。実際に何度かスカウトといった形で声をかけられたことがあるようだが、本人は一切興味を示す素振りは無く、テレビはおろか、雑誌などにも出たことが無い綺き麗れいな一般人のままだ。

　そしてまあ、語るに足らずというべきか。もちろん彼女は学園生活でも、その存在感を遺憾なく発揮している。親衛隊なんて呼び方は少し大げさかもしれないが、実際に彼女のファンクラブなる団体も存在しているらしい。

　兄としては甚だアホらしいと一蹴したくなる情報だが、実に学園の三分の一以上の男子が加入しているという本当なのか噓うそなのか分からない情報まで飛び交っているほどで、時折「ひょっとすると異端者は僕の方なのではないか？」という疑念を抱いてしまうことがある。これほど間違いであって欲しいという悩みもそうはあるまい。

　現在特定の彼氏はいないそう。これは本人から聞いた情報なのでまず間違いない。

　いや、聞いたという言い方は少し語弊があるが──ここは語ると少し長くなるので割愛。

　つまり彼女は学園のアイドル的存在で、僕の妹で、現在特定の彼氏がいない女の子、そう理解してもらえればそれで十分だ。

　対して兄──僕、並木優ゆう介すけは、いたって普通の男の子だ。

　こんなにも美人の妹がいるのだ、兄もさぞ素敵な男性なのだろうと思われがちだが、全くその通りでは無いので安心して欲しい。

　容姿平凡、成績普通、スポーツ人並み、そんなどこにでもいる、至って普通の男子高校生。それが僕の姿だ。

　ちなみに現在特定の彼女はいない。唯一、それが妹と張り合える一つのステータス。いや、同じ恋人の有無でも、その意味合いは兄妹きようだいで随分と変わってくるのだが……そこは触れないで欲しい。

　つまり僕は学園のモブキャラ的存在で、アイドル級の人気を誇る妹の兄で、現在特定の彼女がいない男の子、そう理解してもらえればそれで十分だ。

　妹よりも語ることが少ないことが、それを見事に証明している。

　さて、どうしてこのタイミングで妹の紹介をしたのか。

　全ての始まりは、今から二年前のとある出来事がきっかけだった。




　　　　◇




　初めて『ノート』の存在を知ったのは、中学三年生の時だった。

　受験勉強で必要になった二年生の教科書を借りに、ここ数年一切会話を交わしていない妹の部屋を訪ねたが、部屋の主が不在だったので「こっそり借りて後で返せば問題無いだろう」と、無断で部屋に侵入したのが事の始まり。

「地理の教科書は……あった」

　綺麗に並べられた教科書の中から『地理』と書かれた本を抜き出す。

　やれやれ、兄妹というのは時に不便なものだ。

　こうして自分の教科書をお古として下の兄妹に渡しましょう、なんて風潮がある訳だが……笑顔で教科書の貸し借りが出来るのは仲が良い兄妹だけ。僕らのように不仲な間柄では、全くもって迷惑な話である。

「……よし、部屋に戻ろう」

　目的のブツは入手した。後は妹──朱莉が帰宅する前に、急いで自室へ戻らなくては。

　万が一にも、こっそり部屋に入っていたことがバレるとどうなるか分からない。本当に、どうなるか分からなすぎて考えるのも怖いくらいだ。

　と、部屋から出ようとすると、

「──いてっ！」

　左足の小指を、開いたままの引き出しに思い切りぶつけてしまった。

「まさか引き出しが開きっぱなしだとは思わなかった……」

　小指をぶつけた先、机に備え付けられている三段構造の引き出し、その一番下に目をやる。

「……あれ？　この引き出し、なんか重いな」

　そのまま引き出しを閉めようと手を掛ける。が、やけに重い。普通引き出しなんて片手でちょっと力を入れれば勝手に閉まるものだと思うんだけど……どういうわけか、びくともしないのだ。

　不思議に思い、引き出しの中に目をやる。だが、そこには文庫本が数冊置いてあるだけ。

「どうなってるんだ？」

　文庫本を取り出し、底を触ってみる。

　手前の方を押してみると、突然引き出しの底がズレ、外れることに気がついた。

　手前に力を加え、そのまま浮き上がった奥の方を持ち上げる。すると、板の底には更にスペースが存在しており、そこには大量の本が敷き詰められていた。

「これは……？」

　手前の一冊を取ると、表紙に『お兄ちゃんノート①』と書かれている。

「お兄ちゃんノート？」

　何だこれ、小説か何かか？

　朱莉にとってのお兄ちゃん、つまりそれは僕に当たる訳だけど、残念ながら僕と朱莉の仲はお世辞にも良好とは言い難がたい。

　可能性としては何かしらの小説か、その類の物。そう考えるのが妥当だと思う。

「……気になる。めちゃくちゃ気になる……」

　一つ下の妹、朱莉。

　小さい頃は仲が良かった僕たちも、お互い中学生になる頃にはすっかり目には見えない壁のようなものが生まれ、同じ屋根の下で暮らしながらまるで他人のような間柄になってしまい、一切会話を交わすことが無くなった。

　そんな妹が、こんな手の込んだ二重底に隠している秘密のノート。

　……正直、気にならない方がおかしい。

　中身がどんな内容であれ、まるで名前を書いたら書かれた人が死んでしまうノートなんじゃないかと疑いたくなるほど厳重に隠されていた。これを見過ごすことは出来ない。

「えーい、ままよ！」

　ギリギリまで迷ったが、結局欲求に負けてしまい、思い切ってノートを開くことにした。




　　　　◇




『五月三日、火曜日。

　休みだっていうのに、今日もお兄ちゃんは部活動のため学校へ向かってしまう。本当なら、休日は一日中お兄ちゃんの側そばに居たいところだけど、部活動では仕方がない。

　そう。非常に、全くもって仕方がないので、今日はお兄ちゃんの私物チェックを行うことにした。

　……お陰で、今晩の情事が非常に捗はかどった。

　お兄ちゃん、大好き♡』




　……ん？




『五月二十五日、水曜日。

　最近お兄ちゃんに元気が無い。原因は分かっている、あの女だ。

　月曜日、お兄ちゃんは加か藤とうとかいう女子生徒に告白して振られていた。物陰からこの目でしっかり現場確認を行ったので間違いない。

「──ごめんなさい。並木君のことは嫌いじゃないけど……友達としか見れないの」

　……正直耳を疑った。お兄ちゃんの告白を断るなんて……私には考えられない。

　本来ならお兄ちゃんに彼女が出来なくて喜ぶべきところなんだろうけど、お兄ちゃんの悲しそうな顔を見ていると、こっちまで辛つらくなってしまう。何とも複雑な心境。

　……でも、そんな悲哀に満ちたお兄ちゃんの表情も、大好き♡』




　んんんん？




『九月二十七日、火曜日。

　今日は私の誕生日。

　もちろんお兄ちゃんからのお祝いプレゼントは無かったけど……今朝、すれ違いざまに小さく「おめでとう」と言ってくれた。駄目だ、嬉うれしすぎて思わずお兄ちゃんに抱きつきそうになってしまった……危ない危ない。せっかくの計画が、一瞬で水の泡となるところだった。

　それにしてもお兄ちゃん、ちゃんと私の誕生日、覚えててくれたんだ……。

　正直忘れられてると思ってたから、あまりにもサプライズすぎて、一日中顔のニヤけを止めるのに必死だったよ。

　クラスメイトからも、「並木さん、今日は随分と機嫌が良さそうだけど、なにかあっ──』

　パタンッ！

　そこまで読んで、開いていたノートを勢い良く閉じる。

　そのまま何事も無かったように元あった場所へノートを戻し、引き出しも元通りにして部屋を退散。自室へと戻り、布団の中にダイブしながら、叫びたくなる衝動を抑え、ベッドの上を転げ回り……。

　駄目だああああああ！　ついつい勢いであそこまで読んじゃったけど、あれどう考えても僕が読んでいいやつじゃないよね!?

　先ほどノートに書かれていたのは、全て一年前に自分がとった行動そのものだ。

　去年の五月、ゴールデンウィークの時期に、確かに僕は部活動に出席していた。同じ月に、委員会が一緒だった加藤さんに告白して振られたのも覚えている。

　そして九月、朱莉の誕生日に、せめてお祝いの言葉だけでも……と、おめでとうと一言告げたのも間違いない。

　お兄ちゃんノート……つまりあれは、小説なんかじゃない。

　正真正銘、僕に関するノートだった訳だ。

「いや……それも問題だけど、それより……」

　だが、重要なのはそこではない。

『お兄ちゃん、大好き♡』

　チェックできたのは数ページだけ。だが、その数日分のページだけでも、締めくくりの文章は全てこの一文で統一されていた。

　朱莉が僕のことを好き？　しかも、ハートマーク付きだと……!?

　朱莉が中学生になった頃、本人から「私に話しかけてこないで」と冷たい眼まな差ざしで告げられたことを今でも覚えている。

　それは自宅でも、学校でも同じ。「周りの皆にからかわれるのが恥ずかしくて……」と言い訳するわけでも無く、「外では恥ずかしいけど、家の中なら話しかけても良いよ……？」なんて展開が起こることも無く、とにかく「私に近づいたら殺す」と言わんばかりの表情で脅されたのは、僕の記憶違いで無ければ間違いない。

　朱莉は、僕のことを嫌っている。

　僕自身は朱莉に対して嫌悪感など抱いていないが、当の本人から話しかけるなと言われたら、それを守るほか無い。きっと朱莉は僕のことが嫌いなんだろう。原因は分からないけど、僕と会話を交わすのが嫌で嫌で仕方が無いのだ。

　そう思っていたのだが……。

「──ただいま」

　あまりの衝撃に意識が軽く飛びそうになっていると、下の階から朱莉の声が聞こえてきた。

　朱莉、帰ってきたのか……。

　開きっぱなしのドアから、朱莉と母の話し声が聞こえてくる。その声が耳に届く度に、先ほどのノートのことが頭をよぎって、余計こんがらがってしまう。

　ああ、僕が地理の教科書なんて取りに行かなければこんなことには…………ん？　地理の教科書？

「……しまった！　慌てて部屋から出てしまったせいで、教科書を机の上に置きっぱなしだった！」

　僕が部屋に入る前、朱莉の学習机の上は綺麗に整頓された状態だった。

　朱莉がその状態をいつもキープしているのかは分からないが、少なくとも手に取った覚えの無い地理の教科書が机の上に置いてあるのに気づいたら、どう考えても不審に思うはず。

「急いで取りに行かないと……！」

　バッと体を起こし、下の階にいる朱莉に気づかれないよう、慎重に部屋へと向かう。

　大丈夫だ、急いで取りに行けばまだ間に合うはず……！

　静かにドアを開く。そのまま、まるでこそ泥のような手つきで教科書を手に取り、急いで部屋から脱出。

　……危なかった。もし部屋で鉢合わせしてたら、もっと最悪の状態になるところだった。

「優介ー、ちょっと降りてきてくれるー？」

　と、朱莉の部屋の前で安あん堵どしていると、一階にいる母から呼ばれた。急に呼ばれるとビックリするから止やめて欲しい。

「わ、わかったー！」

　とはいえ、いつまでもここにいる訳にはいかない。

　母さんにも呼び出されたことだし、一旦部屋に教科書を置いて下へ向かおう。

　急いで自室へ戻り、ひとまず教科書を置いて階段へと向かう。

　そして階段を降りている途中。

「あっ……」

　同じく階段を上っていた朱莉と鉢合わせしてしまった。

「あー、えっと……その、おかえり……？」

　普段だったらお互い無視して通り過ぎる場面だが、先ほどの出来事が脳裏にふと蘇よみがえり、思わず朱莉に声をかけてしまった。

「…………」

　だが朱莉は相も変わらずといった様子で、当然のように僕を無視してすれ違っていく。そのまま真まっ直すぐと自分の部屋に入って行き、こちらを気にする様子も無く、そのままドアを閉めてしまった。

「嫌われてる……んだよね？」

　ノートに書かれていた、朱莉の僕に対する直球なまでの好意。

　だがこうして相対する朱莉の姿は、そのノートとはまるで正反対。

　どっちが本当で、どっちが噓うそなんだ……。

　──これが、僕の中学三年生の時に生まれた、高校二年生の現在まで続く、悩みの一ページ目だった。
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　季節は夏、気がつけば僕の高校生活も半分近くが終わろうとしていた頃。

　その知らせは、部活動の先輩の口から飛び出してきた。

「おっ、優ゆう介すけ聞いたぞー。お前のとこの妹さん、山やま本もとの告白を断ったらしいな」

「山本……ああ、あの」

　山本、と聞いて真っ先に頭に思い浮かぶ人物。それは、三年生の山本太た市いち先輩。

　学年一、いや校内一の人気者で、ルックスも良くスポーツも万能、オマケに難関大学へ進学を希望している頭の良さと明るい将来性を併せ持つ、僕なんかとは比較にもならない女性達の憧れの的だ。

　直接の面識はないが、嫌でもこうした情報が入ってくるあたり、本当に人気者なんだと思う。

　もしこの学園内で『付き合いたい男性ランキング』なる催しが開かれれば、まず間違いなく一番は山本先輩だろう。

　まさに、我が校を代表する男子生徒だ。

　対する妹、朱あか莉りのほうも、これまた校内一の人気者と言っても過言ではないだろう。

　一年生であるにもかかわらず、すでに校内での地位を確立している辺り、我が妹ながら目を見張るものがあるなと思わず感心してしまう。

　そんな朱莉と山本先輩。傍はた目めに見れば、これ以上ないほどお似合いのカップルだと誰もが思うことだろう。

　兄としても、そこらの訳の分からない男に妹を嫁がせるくらいなら、いっそ山本先輩くらい完璧な男のほうがまだ安心して送り出せる。

　……だが、朱莉は先輩の告白を断った。

　どうも先輩の話によると、他に好きな人がいる、なんて理由で断ったらしい。

『相手は一体誰だ？』

　と、みな一様に疑問を浮かべたようだが、当の本人がそれ以上を口にすることは無かったため真相は闇の中、ということになっているらしい。

「はぁ……」

「どうした？　ため息なんてついて」

「あー、いえ……」

　その相手、実は僕なんですよ～！　……なんて言える訳も無く。

　ただひたすらに、ため息をつくことしか出来なかった僕を誰が責められようか。







「ただいま」

　部活動を終え、時刻は十九時を少し過ぎた頃。

　電車を乗り継ぎようやく帰宅できたそのタイミングで、丁度僕を除く家族三人が晩御飯の準備をしていた。

「あら、お帰り。今日は早かったのね」

　母が食器を並べながら声を掛けてくる。そこだけ切り取ると、なんだか残業が当たり前のサラリーマンみたいに聞こえるのがちょっと嫌だ。

「ただいま。丁度僕の担当してる作業が終わったから、しばらくはこの時間に帰ってこれると思うよ」

「そうなの。なら明日からまた晩御飯は一緒に食べられそうね」

　……前言撤回。無意識だったが、どうやら僕の発言も少しサラリーマン染みていた。

「朱莉、お兄ちゃんの食器運ぶの手伝ってー」

「ん、分かった」

　そんな母の呼びかけに、一言で返事をする朱莉。必要以上の言葉を口にしないところはいつも通りだ。

　朱莉は子供の頃から、とにかくクールな女の子だった。さほど愛想が良い方ではなく、友達とワイワイ過ごす、いわゆる一般的な女子高生像とは少し遠い。

　だが、それが妹の人気の理由だったりもする。

　実際の朱莉はともかく、外見だけを見ている人たちからすれば、彼女は「クールビューティー」として男性女性問わず憧れの的であり、既に一年生でありながら校内一の美少女としてその名を馳はせているのだ。

　まあ、中身を知ってる僕からすれば「クールビューティーとは」って感じだが……実際に学園での朱莉の佇たたずまいを見ていると、そう思う気持ちも分からなくはない。

「いただきます」

　久しぶりに家族揃そろって食卓を囲む。テレビから聞こえてくる笑い声をＢＧＭに、これといった会話をする訳でもなく各々食事を進める。そもそも両親もそれほど積極的に会話を広げるタイプではないため、我が家の食卓ではこれが基本だ。

　と、そんな中。

　ふと斜め前から視線を感じた……ような気がした。

　だが、視線の先──斜め前に座る朱莉の方を見ても、彼女は黙々とおかずに手を出しており、こちらには目もくれていない。

　うーん、気のせいだったのかな。




『七月二日、木曜日。

　今日はいつもより早くお兄ちゃんが帰ってきてくれた。

　聞くところによると、部活動での仕事が片付いたらしい。

　正直部活なんて辞めて、一秒でも早く家に帰ってきて欲しいんだけど……お兄ちゃんが楽しそうに活動をしているので、我慢するしかない。

　けど、やっぱり寂しいので、もう少し一緒に居られたらなぁ……とも思ったり。




　そういえば、今日はお兄ちゃんが早く帰ってきてくれたので、一緒にご飯を食べることが出来た。

　ちょうど今日はお母さんに料理を習う日で、晩御飯に出した肉じゃがは私が作ったおかずだったんだけど……お兄ちゃんは気づいてくれたかな？

　食事中、なんだかお兄ちゃんから視線を感じた気がしたし、もしかしたら気づいてくれてたのかも……！

　はぁ……お兄ちゃん、大好き♡』




　はい！　気のせいじゃありませんでした！

　思いっきり朱莉はこっちを意識してたし、僕が朱莉に目をやったのも、気づいていてあえて無視していたようです！




　まさに、クールビューティーが聞いて呆あきれるほどの惚のろ気けっぷりであった。

『凛りんとした美しさを持つ女性？　何それ美味おいしいの？』状態である。

　……それにしても朱莉、今日山本先輩から告白されたんだよな？

　学園一の人気男子から告白されたというのに、肉じゃがを頰ほお張ばる兄の様子しか書かれていないというのはどうなんだ。

「全く、『はぁ……』はこっちの台詞せりふだよ……」




　こうして朱莉がお風呂に入っている一時間弱。正確にはその間の十五分程度だが、僕は朱莉の部屋へこっそりと忍び込み、朱莉が書いている『お兄ちゃんノート』を、毎日読むことが習慣となっていた。

　ちなみに毎日忍び込んでいるってのは決して大げさな表現じゃなくて、文字通り毎日。

　というのも、朱莉がノートを書き始めて二年、一日たりとも書くことを欠かした日が無かったからだ。

　ノートを書くタイミングは日によってバラバラ。お風呂に入る前なこともあれば、お風呂上がりの就寝前に書くこともある。

　そのため、その日中に読める日と、そうでない日があるんだけど……今日は前者。

　よっぽど僕と食事をしたことが嬉うれしかったのだろうか。食後、急いで部屋に戻っていた理由がようやく分かったところで、なんとも複雑な気分である。




　　　　◇




「優介、部活行こうぜ」

　翌日。帰りのＨＲを終え、身支度を整えていると、声をかけられた。

「嘉よし樹きか。すぐ行くからそこで待ってて」

　声の主は桜さくら井い嘉樹。整った顔立ちに茶髪が印象的な、僕のクラスメイト兼、部活仲間兼、友人だ。

「ゴメン、お待たせ」

「おう、やっと来たな。んじゃ行くか」

　教室を後にし、隣の棟にある四階の部室まで歩く。入部から一年半、もはや欠かす事のない日課だ。

「そういえばもう聞いたか？」

「あー……朱莉のこと？　昨日先輩から聞いたよ」

「いやー、あの山本先輩からってのも驚きだけど、それより山本先輩の告白を断る奴やつがいるんだなーってことのほうが驚きだな、俺は」

　まあ朱莉ちゃんだしな……と驚いたような表情を見せながらそう付け加える。だがその割に、口ぶりはやけに軽い。

　それもそのはずだ。だってこの後は決まって、

「ま、嫌われてる兄貴からしたらどうでもいい話か」

　ニッと笑い、からかうような口調で続ける嘉樹。

　そう、コイツは僕たちが不仲であることも知っているので、朱莉の話題を持ちかける時は、大抵僕をいじり回したいだけなのだ。

　だからこういう時は決まってこうだ。

「あー、ソウダネ」

　適当に流す、これに限る。




「「お疲れ様ですー」」

　部室のドアを開けると、一人の女子生徒が椅子に腰掛けているのが目に入った。

　その女子生徒は僕たちが入ってくるのを見るや、手元のノートから視線を移しこちらを見る。

「あ、やっと二人とも来たね」

「……あれ、七なな海みだけ？」

「そうだよー、先輩たちは補習があるんだって。……そういえば聞いたよ？　朱莉ちゃんのこと」

　ニヤリ、と笑う七海。

「七海までその話か……。朱莉、まるで芸能人だな」

「ま、あれだけ可愛かわいいとねー。そりゃみんな放っておかないでしょ」

　笑みを見せ、そう呟つぶやいたのは幼おさな馴な染じみの春はる瀬せ七海。僕と同じ高校二年生で、同じクラスで、同じ部活動に所属する、小さい頃からの知り合い。

　家が近所で、両親同士が仲が良かった。それが僕と七海が出会ったキッカケだ。

　年が同じだったこともあり、子供の時から何をするのも一緒。それは小学生になっても、中学生になっても変わることは無く……ついには同じ高校を受験する始末。

　普通異性の幼馴染ってのは、思春期を迎えると同時に自然と距離が生まれるものだと思うんだけど……僕たちの場合は、それに加えて部活動まで一緒なんだから、もうここまで来ると大学、いやひょっとするとその先の、就職先まで同じ職場になるんじゃないかと時折思う。

　……まぁ高校選びにしても部活動に関しても、全部七海に誘われたからってのが理由なんだけどね。

「あっ、そういえば優介、今日部活動終わったら予定ある？」

「今日？　別に予定は無いけど」

「な、ならさ……一緒にご飯行かない？　部活終わってからだから、遅くなっちゃうけど……ほら、明日は休みでしょ？」
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　ご飯か。たまにはいいかも。

「いいよ、行こっか」

「ホント!?　良かったー！」

　僕が快諾すると、途端に笑顔になる。

　なんだ、そんなに食べたい料理でもあったのか……？

「なら嘉樹も誘う？　部活終わりなら嘉樹も一緒に行けそうだし」

　さぞかし美味しい料理なんだろう。それなら、人数が多い方が良いんじゃないかな。

　そう思い提案したんだけど……それを聞いた七海は、先ほどの表情から一転、今度は眉を顰ひそめながら、

「はぁ……優介ならそう言うと思ってたよ……」

　小さくそう呟いた。

　えっ、何か変なこと言った？

　そうして部活終わり、やたら不機嫌そうな顔をする七海と、これまた複雑な表情を浮かべる嘉樹に挟まれながらパスタを頰ほお張ばり駄だ弁べること二時間。結局自宅に帰ったのは、十時を過ぎた頃だった。

　おかしい、どこで選択を間違えた……。




「はー……今日は疲れた」

　帰宅後、風呂を済ませ自室のベッドへと辿たどり着くと、自然と愚痴が零こぼれてしまった。

　お店ではずっと座ったままだったとはいえ、やけに機嫌の悪い七海に気を遣っていたせいか、精神的にダメージを食らった感じ。

　そうして何をするでも無くボーっと時間を過ごし、特に目的も無くスマートフォンを手にする。

　そう、別にやりたいことがある訳ではない。

　単にネットサーフィンは自室で出来る、朱莉に不自然がられない趣味の一つってだけのことだ。




　朱莉のノートを読み始めて、二年が経たった。

　毎日書かれるノートを読んでいくうちに、この部屋に監視カメラが仕掛けられていること、最近は盗聴器まで追加されたこと、学園生活では一切関わることが無い朱莉が、時折僕のことを遠目から観察していること、様々なことを知ってしまった。

　だけど、僕は今日までずっと、何もしてこなかった。

　というより、どうすれば良いのか分からない、が正解なのかもしれない。

　きっと両親に伝えれば、何とかしてくれると思う。結果的にどうなってしまうかは予想も出来ないけど、ひとまず朱莉とは距離を置くことも出来るだろうし、こうして僕が我慢し続ける必要もなくなるはずだ。

　だけど、僕にはどうしてもそれが出来なかった。

　そうすればきっと、みんなが辛つらい思いをすることになると思うから。

　母さんも父さんも、そして朱莉も。

　結局のところ怖いんだ。今までの日常が、僕の一言で壊れてしまうんじゃないかって。

　いや、僕が悪いわけじゃないし気にすることもないんだろうけど……何な故ぜだろう、やっぱりその勇気が出てこない。

　そうすると、僕が我慢するしかないわけだ。

　朱莉がいつか心変わりをして、自分のしていることの間違いに気づく日まで我慢しよう。それが僕の行き着いた結論だった。

　そんな訳で、この監視カメラが張り巡らされている自室で出来ることってのは限りがある。

　僕だって思春期の男の子だ。その、エッチな動画の一つや二つだってそりゃあ見たい。

　だけど、この部屋で行う行為全てが朱莉に筒抜けだと考えると……うん、とてもじゃないけどそんなことは出来ないな。




「朱莉ー、起きてるー？」

　ぼんやりとスマートフォンをいじっていると、ドアの向こうから母さんの声が聞こえてきた。

　といっても用事は僕ではなく、隣の部屋にいる朱莉にあるみたいだけど。

　そのまま扉越しの会話を聞いていると、どうやら朱莉にお風呂の催促に来たらしい。

　時刻は……十一時か。うん、この時間なら、恐らく今日の日記は既に書き終わっている頃だろう。

　母の足音に続いて隣の部屋のドアが閉まり、階段を降りていく音を確認する。念のため少しの時間を置くことにしよう。

　さて、今日のノートチェックといきますかね。

　自分の手際のよさに苦笑しつつ、いつも通り引き出しに手をかける。

　──と、その時、ふと机の上に見慣れないノートが置かれていることに気がついた。

『計画』

　表紙には一言、そう書かれている。

　いつも読んでいるノートは『お兄ちゃんノート』と書かれているものだけ。このノートは見覚えが無い。

「計画……？　もしかして……」

　ノートに見覚えは無かったが、その言葉には引っかかるものがあった。

　朱莉の書いている『お兄ちゃんノート』を読み進めていく中で、時折「計画のため」だの「計画は順調だ」だの書かれているのを見た記憶がある。

　その時はまたくだらないことでも考えているんだろう……と無視していたが、ひょっとすると、このノートにはその『計画』とやらの詳しい情報が載っているのではないだろうか。

「うーん、まぁ読んでみるか……」

　机の上に置かれたノートを手に取りページを開く。

　そこには、よく見慣れた朱莉の字でこう書かれていた。




『【計画】

　この計画を成功させるためには、強い信念が必要不可欠だ。

　もし挫くじけそうになった時は、このノートを読みながら貴方あなたが思い浮かべる未来設計図を思い出して。

　大丈夫、私なら出来る』




　何だこの、未来の自分へのメッセージは。

　早速気になる書き出しだったが、時間も無いので次のページをめくる。




『【目標】

　お兄ちゃんと結ばれること。

【そのために必要なこと】

　お兄ちゃんを監禁して、私無しでは生きられないようにする』




　……あ！　朱莉のトンデモ発言が飛び出してきた！

　兄はどうする？

　①見なかったことにする。

　②見なかったことにする。

　③見なかったことに……って、出来るかァ！




「何これ！　監禁って……え、流石さすがに冗談だよね」

　意識が遠のきそうになるが、すんでのところで踏ん張り引き続きノートを読み進める。

　やだ……お兄ちゃんもう逃げたい……。




『【監禁計画】

　私はお兄ちゃんのことが大好きだ。

　きっと、それは未み来らい永えい劫ごう、死ぬまでずっと変わることは無い。

　お兄ちゃんと結婚したいし、お兄ちゃんの子供が欲しいし、お兄ちゃんの側そばに死ぬまでずっと寄り添いたい。

　……だけど、私とお兄ちゃんは血の繫つながった兄妹きようだいだ。それはどうしたって覆すことの出来ない事実。

　そしてそれは、同時に私のこの思いが、成就しないことを示している。

　きっとお兄ちゃんに告白しても、拒絶されるだけに違いない。実の妹から好意を寄せられるなんて、普通はあり得ないことなんだから』




　……朱莉が僕のことを好いてくれているのは知っていたけど、改めてこうして言葉にされると変な感じだ。

　というか重い。思いが重いよ。




『──だから私は、お兄ちゃんを監禁することにした』




「なぜ!?」

　あまりにも飛躍しすぎてビックリした。




『【計画の手順】

　①お兄ちゃんが一人暮らしを始める。

　②次の年、私も一人暮らしを始める。

　③監禁する』




　ええ……。そんなアバウトな……。




『【計画に必要なこと】

　この計画には、お兄ちゃんと、周りの人間の信頼が必要不可欠だ。

　信頼……つまり、私がお兄ちゃんのことを嫌っているという事実。

　お兄ちゃんを監禁するということは、その間お兄ちゃんの行方が分からなくなるということ。全てが終わるまで、どれだけ時間がかかるかは分からない。その間、お母さんやお父さん、お兄ちゃんの知り合いが行方を捜そうとした時、私に疑いの目を向けさせないためには、この信頼が何よりも重要になる。

　まさか、あんなに毛嫌いしていた妹が、兄を匿かくまっているとは思いもしないだろう。




　次に、お兄ちゃん自身を騙だますこと。

　きっと、私がこんなにもお兄ちゃんのことを愛しているとは思ってもいないだろう。そうしてお兄ちゃんを油断させることが、計画成功への第一歩』




　前半はともかく、後半は多分無理だと思う。

　だって、もう全部知ってるしね……。




『そうして監禁して、ゆっくりとお兄ちゃんと時間を過ごす。

　まずはお兄ちゃんにご飯を食べさせてあげたい。それまでに料理の腕をしっかり磨いておかないと。

　それから……お兄ちゃんと一緒にお風呂に入って、お兄ちゃんと一緒に映画やドラマを見て、お兄ちゃんと一緒に寝て、それで最後はお兄ちゃんと……うん、完璧』




　うん、完璧。じゃねえええええ！




『そうしてお兄ちゃんが、私無しで生きていけなくなったら……この計画は完遂だ。

　そのためには、高校を卒業するまでお兄ちゃんとは距離を取り続けなければいけない。

　辛い、苦しい。本当は私だってお兄ちゃんとお喋しやべりしたいし、一緒に登校だってしたい。休日は二人でお出かけもしたいし、あわよくば一緒に寝たりも……。

　だけど、我慢だ。

　お兄ちゃんと添い遂げるためには、それしかないから。

　だって私達は──』




「──兄妹だから、か……」

　日記ではあれだけ好きだと言っているのに、どうして頑かたくなに僕と距離を取ろうとするのか。長い間の疑問の答えが、ようやく分かった。

「なるほど……これが計画だったのか」

　そもそも僕、高校出て一人暮らしするなんて一言も言ってないんだけど……とか、色々ツッコミたい箇所はある。

　こんなもの、所詮は子供の考えた絵空事のような計画だ。仮に成功したとして、その後も上手うまく行くなんて到底思えない。

　……だけど、流石にこんな計画を見てしまっては、これまでのように朱莉を無視することは出来ないな。

　このまま放っておいたら、いずれ取り返しのつかない事態になりそうだ。

「僕が、何とかしなきゃいけないよなぁ……」

　高校二年生の夏休み直前。

　僕は決意した。

『妹の計画を阻止する』

　タイムリミットは、高校卒業までの、残り一年半。
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「ただいま」

「あら朱あか莉り、お帰り。今日はお兄ちゃん遅くなるらしいから、先にご飯済ませちゃいましょう」

　帰宅すると、夕食の用意をしていたお母さんが私にそう告げた。

　お風呂場の電気がついていたし、てっきりお兄ちゃんが帰ってきて先にお風呂に入っているんだと思ったけど……どうやらあれはお父さんだったらしい。

「ふーん、どうでもいいけど」

　その言葉に、いかにも興味無さげに返答する。実際はそこのところ、興味アリアリなんだけど……お母さんの前では無関心を貫かなくてはならない。

　計画を成功させるためにもここは我慢だ。

「相変わらずねぇ。昔はあんなにも仲が良かったのに」

　お母さんの言う昔とは、私が小学校低学年だった頃の話だと思う。確かにあの頃の私は、お兄ちゃんが大好きだということを隠すこと無く、いつも後ろを引っ付いて歩き回っていた。

　──だが。

「もうお母さん。昔は昔、今は今だよ。いつまでも仲良し兄妹なんて、そんなの」

　普通じゃない。

　そう言葉を付け足し、私はうんざりした表情で言葉を返す。

　そう、普通じゃない。

　いつまでも兄妹が仲良しなのも、実の兄に好意を持つことも、全部全部、普通じゃない。

　お母さんはきっと、私とお兄ちゃんが不仲であることを憂えているだろう。どうして兄妹仲良く出来ないのか、そう考えているに違いない。

　──だけど、それこそ私の計画通りであり、世の中では、それが普通のことなのだ。

　計画遂行のためにはその『普通』を演じなければならない、ただそれだけのこと。




　食事を終え、自室へ戻った私は、今日の『お兄ちゃんノート』を更新するべく引き出しを開けた。かれこれ二年、一日とて欠かさなかった大切なノート。

　……そうだ、今日はお兄ちゃんも遅くなるって言ってたし、例の計画をもう一度じっくり読み直しておこうか。

　失敗は許されない、私とお兄ちゃんの将来を決める、大切な計画。

　普段隠しているノートとは別の場所にしまっている、その計画が書かれたノートを取り出し、もう何度目か分からない再チェックを行うことにした。

「あとちょっとだよ……お兄ちゃん……」

　計画が成功した未来を想像し、思わず表情が緩んでしまう。

　ここまでは順調だ。後はこのまま、卒業を待つだけ……。




　と、まだ見ぬ将来に思いを馳はせていると、誰かが階段を登ってくる音が聞こえてきた。そのまま隣の部屋のドアが開く音がする。どうやらお兄ちゃんが帰ってきたらしい。

　それに気づいた私は、ノートを一旦机に置き、急いでノートパソコンを立ち上げる。

　起動するソフトは映像アプリ。

　そこに映る映像はもちろん、お兄ちゃんの部屋だ。

　併せて盗聴アプリも起動する。カメラだけだと音声が鮮明に聞こえなかったので、この間思い切って新しく購入した代物だ。

『はー……今日は疲れた』

　パソコンに繫つないだヘッドフォンから、お兄ちゃんの声が聞こえてくる。

　うん、正直金銭的に結構厳しかったけど……こうしてお兄ちゃんの声を聞けるだけで買ってよかったと思える。こんなにも幸せな気持ちを味わえるなら、実質無料みたいなものだよね。

　……単純だなぁ、私。

「お兄ちゃん、今日も素敵……」

　普段、学校ではお兄ちゃんと触れ合う機会が全くと言っていいほど無い。自宅でもせいぜい食事を一緒にするくらいで、こうしてゆっくりお兄ちゃんを眺めることが出来るのは、寝る前の数時間程度。それも、パソコンの画面を通してだけ。

　だからこそこの時間は何よりも至福のひと時で……そのまま私は、お兄ちゃんの観察に併せて〝もう一つの日課〟をこなすことにした。

「んッ……」

　ベッドへと体を移し、そのまま下腹部の更に下──まだ誰にも許したことの無い秘部へと右手をあてがう。

　敏感になっているその箇所は、布越しでも分かるほど濡ぬれていた。下半身の疼うずきは止まること無く、体の火照りは冷める様子が無い。
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　そのまま手持ち無沙汰になっていた左手を胸へやる。そうすることで気持ちよくなれると知っているからだ。

「……ッ」

　隣の部屋に聞こえないよう、小さく喘あえぐ。

　顔が熱い。鏡で確認しなくても、耳まで紅潮しているだろう。

　こんな姿、お兄ちゃんには絶対見せられない。

「おにい……ちゃんっ……」

　そんなことも露知らず、画面の向こうのお兄ちゃんは、いつもと変わらない様子で携帯をいじっていた。

　そんな姿が何な故ぜか無性に愛いとおしく感じ、指先で更に快感を求める。

　くちゅ……と、小さな水音が響く。

　そのまま液で濡れた指を少しだけ上にズラし、指先にクニュっとした感触が伝わってくると──

「──ぁ」

　体中に電流が走ったような、そんな感覚に陥ってしまう。

　両指で、小さな突起物を転がすようにいじり続ける。

　この両手が、お兄ちゃんの手だったらいいのに。そんなことを考えながら。

　そうして、徐々に何かが体を突き上がってくる来るような感覚に襲われながら──

「───ッ、───！」

　快感が頂点にまで達したことを表すように、ビクンビクンと体が跳ねた。それまで抑えていた声も、この時ばかりは我慢できない。

「はぁ……はぁ……」

　画面に映るお兄ちゃんは、特段こちらの部屋を気にする様子はなかった。少しだけ声が出てしまったが、全く気づかれている様子はない。

　そのまま力が抜けきった体を休めるように、ベッドに横たわったまま余韻を感じ、お兄ちゃんを眺めていると──

「朱莉ー、起きてるー？」

　ドアの向こうからお母さんの声が聞こえてきた。




　……って、お母さん!?




「もう寝ちゃったのかしら……」

　まずい、もしお母さんが部屋に入ってきたら、全てが台無しになってしまう！

　今の状態を見られるのも最悪だけど、それよりもノートパソコンを見られることの方がよっぽど大変だ。

「お、起きてるよ！」

　慌てて返事をする。

　なんとしてもお母さんがこの部屋に入ってくることだけは阻止しないと……！

「あら、起きてたの。お母さんたち、みんなお風呂済ませちゃったからね。朱莉も早くしなさいよ」

　だがそんな私の心配を他よ所そに、お母さんはそのまま下の階へと降りていってしまった。

　……はぁ、なんだお風呂か……。

　すっかり興が冷めてしまい、高ぶっていた体も落ち着いてしまった。

　駄目だ、今日はお風呂に入ってもう寝よう……。

　そのまま開きっぱなしだったノートパソコンの電源を落とし、部屋を後にした。
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　昨夜の衝撃から一夜明け。

　唯一自宅で落ち着けるトイレの中で、昨夜考えた『ひとまず朱あか莉りの計画を断念させる』ための作戦をゆっくり練ることにした。

　とにかく、朱莉の僕に対する情愛のそれは、もはや手遅れなレベルまで進行している。そんな朱莉に対して、今更僕のことを嫌いになれと言っても、「はい分かりました」と素直に返事をする訳もない。

　一瞬だけ考えた、わざと朱莉に嫌われるって作戦も、同様の理由でボツ。

　そこで考えたのは、朱莉の計画を逆手に取ってやろうという作戦だ。

　朱莉が言うには、こうして僕と距離を取っているのは、将来僕を監禁した時に、周囲の疑いの目が自分に向かないためらしい。

　で、あるならば、だ。

　逆に、僕と朱莉の関係性が卒業までの一年半で大きく変わっていけば、朱莉の計画にはかなりのズレが生じ、考えを改め直してくれるのではないだろうか。

　僕と朱莉が昔みたく仲の良い兄妹きようだいに戻れば、計画は断念するほか無い。

「……とは言ったものの、理由も無くいきなり声を掛けるのも怪しいよなぁ」

　ノートを見る限り、朱莉は僕のことには全く気づいていない様子。まあノートを見た痕跡は絶対に残さないよう細心の注意を払っていたし、今のところは大丈夫と見て良いだろう。

　ただ、調子に乗って行動しすぎると、逆に自分の首を絞めることになりかねないのもまた事実。

　まず必要なのは、僕が朱莉に話しかけても不自然じゃない会話のキッカケ。それを探すことから始めなければ。

「難しい……難しすぎる問題だ」

　先の見えない問題に頭を悩ませる。とにかく失敗は許されないのだから、慎重に事を運ばなければならない。

「……よし、まずは朱莉のことは一旦置いておいて、先にこっちを済ませよう」

　実は昨夜、もう一つ作戦を思いついていた。

　いや、こっちは作戦というより、保険といった感じなのだが……。

　ひとまず嘉よし樹きと七なな海み、二人に連絡を取る。この計画には、二人の協力無くして成功はない。







「嫌われてる相手と仲良くするには、どうしたらいいと思う？」

「朱莉ちゃんか？」

　即答だった。

「あー……まあ、そうなんだけど」

　無論、ここで朱莉のことだとバレるのは想定内。計算の内だ。

　というかむしろ、バレてくれないと困るまである。

　あるんだけど……あまりにも早すぎて、事前にどう切り出そうか考えていた諸もろ々もろの案が、全て無駄になってしまった。

「へぇ……、どんな心境の変化だ？」

　興味深そうに尋ねる嘉樹。

　僕と朱莉の仲を知っている人間なら、当然の疑問だろう。

「いや、特に何かあった訳じゃないよ。単に、いつまでもこの関係ってのもどうかと思って……」

「ふーん」

　明らかに疑っている声色だった。微妙な空白の時間が、見事にそれを証明している。

　とはいえ、本当の理由を話すわけにもいかない。なんとも苦しいが、嘉樹にはこれで納得してもらわなければ。

「で、朱莉ちゃんと仲良くなるには、だっけ？」

　そう聞かれ、首を縦に振る。

「そうだなぁ、それに関して俺から言えることは一つだ。いいか優ゆう介すけ、お前に分からないことが、俺に分かると思うか？」

「……だよね」

　間違いない。実の兄ですら見み出いだせない答えを、赤の他人に分かるはずなど無かった。

「ま、こういうのは大抵挨拶から始めることが多いよな。例えば好きな相手がいたとして、何とかその子と会話のキッカケを摑つかもうとする。そういう時、まず最初に声をかけるとしたら……」

「なるほど、挨拶からってことか」

「そうそう。お前なんかは兄妹なんだし、朝の出会い頭におはようの一言でもかけてみればいいんじゃないか？」

　挨拶か……まあ確かに、それは悪くない案かもしれない。

「でも、嫌ってる相手からいきなり挨拶されるってのはどうだろうか」

「うーん、実際に経験してみないと分からないけど……まぁ、いい気はしないわな」

　ただ、朱莉の場合は別だろう。

　多分僕が挨拶をしたら、朱莉は絶対喜ぶ。間違いない。

「なら、一緒に下校するってのはどうだ？　どうせ帰る先は一緒なんだし、偶然を装って……ってのもアリかもしれない」

「一緒に下校か……」

　なるほど。自分から誘うのは厳しいけど、偶然を装えば不自然でも無い……のだろうか。

「後はそうだな、朱莉ちゃんがお前を意識せざるを得ない状況を作る、ってのもいいんじゃないか？」

「意識せざるを得ない状況？」

「例えばさ、朱莉ちゃんが一人で下校していたとする。そんな時、目の前に倒れている男性を発見。近づいてよくよく見てみると、倒れている男は自分の兄だった！　なんて状況に直面したら、いくら嫌ってる相手とはいえ、流石さすがに無視は出来ないだろう？」

「そりゃそうだろうけど」

　流石にそれは無理があるのではなかろうか。

「ま、あくまでこれは一つの例えだよ。要するに、朱莉ちゃんがお前を徹底して無視するのであれば、逆にお前は徹底的に朱莉ちゃんが自分を無視できない状況を作ればいいって話。俺は朱莉ちゃんのことをよく知らないから、具体的にどうこうってのはアドバイス出来ないけどよ……」

　兄のお前なら分かるんじゃないか？

　ハッキリと口にはしなかったが、嘉樹の伝えたいことは嫌というほど分かった。

「まあ頑張れよ。こうして相談くらいならいつでも乗ってやるからさ。俺も何か思いついたらまた伝えるから」

　そう口にする嘉樹の言葉からは、噓うそや偽りなどは一切感じられなかった。

　休日に呼び出され、突然こんな相談をされたっていうのに嫌な顔一つせず……良い奴やつだ、本当に嘉樹は良い奴だ。

　だからこそ、何だか嘉樹の善意を利用しているみたいで、複雑な心境になるのも仕方ない。

　まるで自分のことのように真剣に考えてくれる嘉樹を前にして、口が裂けても「こうして朱莉のことを相談すること自体が目的で、無理に答えを見つけなくても大丈夫だよ」とは言えなかった。







「嫌われてる相手と仲良くするには、どうしたらいいと思う？」

「朱莉ちゃんのこと？」

　即答だった。

「流石幼おさな馴な染じみ、何でもお見通しということか……」

　感心しきりの僕に、いやいや、と手を振りながら、

「自分がどれだけ簡単な問題を出題してるか分かってる？　そんなの、答えは朱莉ちゃん以外ないでしょ」

　呆あきれた表情でそう言い放つ。

　嘉樹同様、別に隠すつもりは無いんだけど……こうも簡単に当てられると、何だか交友関係の狭い人間だと思われてそうで若干複雑だ。

「で、優介は朱莉ちゃんと仲良くしたいわけ？」

　仲良くする、というのは少し語弊がある気もするけど、他に適切な言い回しも思い浮かばないのでそのまま頷うなずく。

　ただ、そんな僕の言葉に七海はどうも承服しかねるといった表情で、

「ねえ優介、どういう風の吹き回し？」

　疑いの眼まな差ざしをこちらへ向けてきた。

　この春はる瀬せ七海という幼馴染は、僕と朱莉が仲の良かった小学生時代を知っている。

　そしてお互いが距離を置き始めた中学時代も、それを僕がずっと受け入れてきたことも、彼女は全て、それを側そばで見てきた。

　そんな姿を知っているからこそ、突然の心変わりをした僕に疑問を持つ……当たり前のことだ。

「──実は」

　とはいえ、いくら幼馴染といっても、流石に本当のことを話すわけにはいかない。

　だからここは。

「朱莉に好意を抱いてるって知り合いから相談を受けたんだ。兄として、何とか間を取り持ってくれないかって……。普段なら断るところなんだけど、その人にはお世話になった恩があって、それで断りきれなくて……」

　この噓で何とか乗り切るしかない。

「ふーん……」

　さ、流石に苦しいかな……？

「でも優介、自分がどれほど大変なこと言ってるか分かる？」

　会話が続いた。

　どうもまだ疑いの目は若干残っている様子だが、ひとまずは納得してくれたらしい。

「それは勿もち論ろん。そもそもどうして朱莉が僕と距離を置き始めたのかも分からないし」

「そう、それよ！」と七海。

「そこが分からないとどうしようも無いでしょ。確か中学生の頃だったよね、優介と朱莉ちゃんが疎遠になったのって」

「そうだよ。僕が中二で、朱莉が中一。中学校に入学したタイミングだったかな、いきなり朱莉から絶縁宣言を受けて……」

　その時はあまりにも突然すぎて、思わず七海にも相談したっけ。

「それで今に至るって訳でしょ……？　うーん、何か心当たりはないの？」

「それがあったら苦労しないんだよね……正直全く分からなくて」

　そこは噓。心当たりなんてありすぎて困ってるくらいだ。

　一方七海は、僕の返答を聞き、「うーん」と頭を悩ませながら、

「とりあえず優介はさ、その知り合いって人の力になりたいんだよね？」

「まぁ、結論としてはそうかな。その人にアドバイスしようにも、朱莉の趣味嗜し好こうなんて僕には分からないし……間を取り持つにしても、まずは朱莉との関係を良好にしないと何も始められないからね」

　そう告げると、何とか知恵を絞ろうと悩んでくれる七海。

　やがて、ひとしきり考えたのち。

「分かった、この件は一旦預かることにします」

　と、結論を出した。

「預かる？」

「そ、預かるの。一旦ウチに持ち帰って、良い案が無いか考えてみる」

　そこまでしなくても……と口にしかけ、すんでのところで我慢した。

　下手に口出しするとまた疑われるかもしれない。なら、ここは七海に任せるほうが良いだろう。

「なら、申し訳ないけどお願い。何か思いついたら連絡をくれると助かるかな」

「うん、りょーかい」

　本来の目的とは若干ズレてしまったが、ここは七海の好意に甘えることにしよう。

「……それに、朱莉ちゃんには──してもらった方が……」

「ん？　何か言った？」

「あ、ううん。こっちの話だから大丈夫」

　上手うまく聞き取れなかったが、朱莉の名前も出ていたようだし、早速作戦を考えてくれているのだろうか。




　　　　◇




「よし、まずは挨拶からだ」

　月曜日、早朝。

　少し早めにセットした目覚まし時計を止め、今日こそはと決意を口にし起床する。

　挨拶の相手はもちろん、妹の朱莉だ。

　有言実行。何が何でも成し遂げたい事柄は、口に出すのが一番だと誰かが言っていた。男が一度口にしたことは、簡単に投げ出すんじゃない、とも。

　なるほど、確かにこれは効果があるかもしれない。

　何な故ぜかは分からないが、こうして目標を口にすることで不思議と自信が湧いてくるような気がする。

　お前なら出来る。まるで誰かがそう告げているようだ。

　ただ、懸念すべき点があるとすれば、確か昨日も同じ台詞せりふを口にしたような気がすることだけ。

「大丈夫……僕なら出来る……。そう、たった一言、おはようって言うだけ。それだけなんだ……」

　家族に挨拶をする。

　それがまさかこれほど難易度の高いミッションだったとは……。

　制服に袖を通したあと、無駄に深呼吸を五回繰り返す。この時間ならまだ朱莉は登校前のはず。恐らくはリビングで鉢合わせすることになるだろう。

　大丈夫、前に誕生日祝いを口にすることだって出来たじゃないか。

　そう自分に言い聞かせ、意を決して部屋のドアに手をかけたのだが……。

『『ガチャ』』

　流石にこれは予想できなかった。

　まさか朱莉が、僕と同じタイミングで部屋から出てくるなんて。

「あっ……」

　思わず声が漏れてしまう。

　一方、同じく部屋から顔を出した朱莉は、そんな僕の声を聞いてか、訝いぶかしげな表情で僕を見つめる。

「……」

　だが、それも数秒のこと。すぐに朱莉は僕から目線を外すと、サッと横を通り抜け、この場を去ろうと歩みを進める。

　私に近づくな。無言の威圧が、僕にそう言い放っている気がした。

　そんな姿を見て僕はそれ以上何も言えず……って、駄目だ！　昨日もそうやって諦めただろう!?

「──朱莉！」

　後から考えてみれば、これは無意識なのか、それとも意識してのことだったのだろうか。

　何故だかは分からないけど、もしここで朱莉に声をかけなかったら、僕はもう一生朱莉と距離を縮めることなんて出来ないと思ってしまったのは確かだ。

　とにかく僕は気がつくと、数年ぶりに妹──朱莉の名前を呼んでいたのだった。







「で、案の定無視された……と」

　七海の言葉に、思わずぐっと口をつぐむ。

　そのまま今朝の光景を思い出し、ため息をつきながら机に突っ伏して口を開いた。

「いや、分かってたさ。朱莉に声をかけても無視されるのがオチだって……。だけど、実際あそこまで豪快に無視を決められると、いくら不仲な兄妹とは言っても流石さすがに傷つくというか……」

　無視されたことに対する傷つきというよりは、僕の作戦の先行きが不安になったことの方がダメージが大きいのだが……ここはひとまず前者で押し通す。

「まぁ仕方ないよね。それに、こういうのは徐々に距離を縮めていくのが大事なんじゃない？　優介だって、最初から上手くいかないって分かってたから私に相談したんでしょ？」

　実際には少し違うのだが……まあでも、実際嘉樹からのアドバイスを早速実践した身としては、二人にしたあの相談も、あながち無駄じゃなかったのかなとは思う。

　そもそも嘉樹と七海に相談をもちかけたのは、単に保険をかけておきたかっただけなんだ。

　もし朱莉の計画を止めることが出来なかった時、こうして僕が朱莉との仲を良好にしようと努力していたことをアピールしておけば、朱莉の言う「周りからの信頼」は崩れ、いざって時に役に立つ可能性があると踏んだから。

　無論、朱莉の計画を止めることが最重要事項であることは変わりないのだが……こうして周り、まずは友人達の印象を変えることが、僕の考えたもう一つの方法だったりする。

「で、これからどうするの？　一度無視されたからって、諦める訳じゃないんでしょ？」

「もちろん。とりあえず今日も帰ったら声をかけてみるつもり」

　一度や二度無視されるのは当たり前だ。

　むしろ今朝の挨拶に返事が返ってきていたら、朱莉の意思はどれだけ弱いんだと逆に心配になる。







　放課後、嘉樹のアドバイスを参考に、朱莉と一緒に下校するべく妹の姿を探していた。

　にしても今週が部活動休みで助かった……お陰でこうして放課後も朱莉のために時間を割ける。

　妹のために放課後を使う。字面はちょっとどうかと思うけど、事実なのだから仕方ない。

「……ん？」

　などと考えていると、カフェテリアの方に人だかりが見えた。

　放課後は学生の憩いの場として利用されていることが多く、カップルと思おぼしき男女や、部活動のミーティングなどを兼ねて利用する者など様々いるが、その中でもひときわ目立つ集団が一つ。

「あれは……朱莉か？」

　グループをよく見てみると、輪の中心には見慣れた人物──朱莉の姿があった。

　複数人の男女と共に席を囲んでいる。取り巻き、という表現が正しいのかは分からないが、少なくとも彼らはみな、朱莉に対して好意を持って近づいている集団なのだろう。友達同士という風にはとても見えなかった。

　そういえば以前、朱莉のファンクラブなんてものが存在すると嘉樹から聞いた覚えがある。

　あの時はアホらしい話だと思っていたけど、こうして直じかに目にすると、いよいよもって学園の異端者は僕の方かもしれない。認識を改めなおすべきなのだろうか。

　しかし、これは困ったことになった。

　本来なら一人で下校しようとしている朱莉にバッタリ遭遇して、「偶然だな。せっかくだし一緒に帰ろうか？」と誘うはずだったんだけど……。

　これでは実行する前に作戦は失敗だ。

「並なみ木きさん、今日はまっすぐ帰られるんですか？」

　集団に近づくにつれ、徐々に会話が明瞭に聞こえてくる。ちょうど女子生徒が、朱莉の予定を聞いているようだ。

「……まあ、そうですけど」

　朱莉が入学して四ヶ月ほどだが、こうして妹が誰かと話をする姿を見るのは初めてだった。凄すごく新鮮だ。

　ひとまず朱莉たちに見つからないよう近くの席へ身を潜める。

「そういえば並木さんは、普段どのようなことをされてるんですか？」

「普段、ですか？」

「あ、自分も気になります！　休日の過ごし方とか、教えて欲しいです！」

「ちょっと、プライベートな質問は禁止でしょ！」

　何だこの会話。

「……家では動画を見たりとか」

「動画、ですか……？　あっ、動物の癒いやし映像とか、そういうやつですかね！　僕もたまに動画サイトで見たりしますよ！」

　残念！　見ているのは『お兄ちゃん』の癒し映像ですね、それ！

　にしても朱莉、相変わらず愛想はあまり良くないけど、それでも質問にはちゃんと答えるんだな……。ちょっと驚きだ。

　とはいえ、若干鬱陶しそうな顔を見せているけど。

「……あとは、日記を付けたりとか」

　日記か。言われてみれば確かにそうなのかもしれない。

　あくまで僕の一日を振り返ったものだけど。

「ちなみに並木さんは、ご兄妹とかはいらっしゃるんですか？」

　と、取り巻きの一人が朱莉に質問を投げかけ、思わずドキッとした。

　朱莉に比べて僕の存在は無に等しい。学園でも、取り立てて僕が目立つなんて機会はほぼ無い、いや皆無と言っても良い。

　だから、ここにいる連中も、恐らくは僕の存在を知らないだろう。

　現に、こうして質問した女生徒以外の面々も、特にそれについて言及する様子が無い。

「兄妹、ですか。……兄が一人ほど」

　ほう、そこは正直に答えるのか。

　まぁ下手な噓うそをついて、万が一僕との血縁関係がバレたら面倒くさそうだし、それもそうか。

「並木さんのお兄さんですし、随分とカッコいい方なんでしょうね！」

「ぜひ一度お会いしてみたいです！」

　まだ見ぬ兄の姿に沸き立つ取り巻き集団。

　朱莉の兄ということで勘違いされがちだが、僕はいたって平凡な男子学生だ。朱莉ほど顔立ちが整っている訳でも無いし、期待するだけ損ですよ。

　そう言ってやりたい気持ちをグッとこらえて、話に耳を傾ける。

「……私、兄とは仲が悪いので。期待には応えられないと思いますよ」

　どこか不快感を見せるような表情の朱莉。それを聞いていた面々は、口々に「並木さんがこんなに嫌っているなんて」「一体お兄さんと何が？」「もしかすると、暴力とか……」ってちょっと待て。まるで僕が加害者みたいになってるけど、むしろこっちは被害者だからね!?

　すると、取り巻きの一人の男がやけに自信満々な表情で、こんなことを口走った。

「並木さん、安心してください。もしお兄さんが現れても、僕が守ります。ご希望でしたらお兄さんをシメることも……」

　見た感じ、運動部っぽい体格をした男だった。

　ボディーガードを名乗り出て、朱莉の評価を上げようという魂胆だろうか。その顔はやる気に満ち満ちており、任せてくれと言わんばかりの面持ちで自信いっぱいだ。

　正直僕は運動も人並み程度にしか出来ない。あんな奴やつに向かってこられたら、勝てる自信無いなぁ……。

　すると、それを聞いていた朱莉は、

「兄をシメる、ですか？」

　底冷えするような声で、小さくそう呟つぶやいた。

　瞬間、場の空気が凍る。

「え、えっと……どうかしましたか？」

　男子学生は、自分の思っていた反応ではなかったのだろう。先ほどの自信に満ちた表情は見る影も無く、一転して慌てた様子だ。

「……いえ、何でも。ちょっと兄のことを思い出してました」

　一瞬殺気のようなオーラを纏まとった朱莉だったが、すぐさまそれを隠し言葉を返す。

「そ、そうだったんですか……！　えっと、お兄さんの話はもう止やめた方がいいですかね」

「そ、そうね。それに、そろそろ解散の時間だし……」

　その後、気まずい空気を残した面々は、みな一様に下校支度を始めた。当の朱莉はというと、相変わらずの表情を見せているのであった。







「それでは並木さん、また明日」

「……どうも」

　放課後、駅のホームを前に、朱莉達のグループが解散した様子を遠目から確認する。

　……え？　もしかして朱莉達を尾行してたのかって？

　嫌だなぁ、ここで出会ったのは偶然。帰り道が一緒だから、たまたま出会ったんだよ。

　と、誰に言い訳する訳でもなく、朱莉の元へと近づき電車へと乗り込む。

　目的は勿もち論ろん、朱莉と一緒に下校するためだ。

「偶然……そう、これは偶然だ。たまたま帰ろうと電車に乗っていたら、朱莉が同じ車両に乗っていた。それだけだ」

　今は朱莉の乗っている車両の、丁度隣に乗っている。電車の中で話しかけるのは難しいし、降りたと同時に朱莉とバッタリ出会って声をかける、これで行こうと思う。

「……にしても朱莉、注目されてるなぁ」

　隣の車両を眺めていると、同じ車両に乗っている男性は、みな軒並み朱莉の方を注視していた。僕たちと同じように下校している生徒から、帰宅途中のサラリーマンまで、全員だ。

　……まあ確かに、こうして見ると朱莉の容姿が随分と飛びぬけているのがよく分かる。

　朱莉の顔なんて毎日のように見てるし、改めて感じるようなことでもない気もするが……今日一日の様子を見ていると、何だかイメージが変わっていく。

「──次は、篠しの目め。篠目です」

　おっと、もうすぐ駅に着くな。

　……よし、頑張るぞ。

　気合を入れ、ホームへ降りる。

　そのまま朱莉の後ろを確保し、後に続いて改札を抜ける。

「あれ、朱莉？」

　そうして、いかにも「たまたま見かけた」ような口ぶりで、前を歩く朱莉に声をかけた。

「…………」

　そんな僕の声を聞き、一瞬立ち止まる。

　だがすぐにまた歩みを進め、先を歩いていってしまう。今朝と同じだ。

「あ、そうだ。帰り道が同じなんだし、一緒に帰らない？」

　朝の挨拶は結局できずじまいだったが、下校となると話は別だ。帰り道は一緒なんだし、こうして誘うのも違和感は無いはず。

「…………」

　朱莉はイエスともノーとも言わなかった。

　口を閉ざしたまま、さっさと歩く。

「いやーそれにしても一緒に下校なんて、随分と久しぶりだね」

　並んで歩きながら、朱莉へ言葉を投げかける。当然のように無視だが、ここで折れてはいけない。

「朱莉は部活動にも入ってないんだっけ？　その割に、放課後は随分と帰りが遅いみたいだけど……」

「…………」

「あ、僕の方は今日休みだったんだ。ちょっと学校に残る用事があったからこの時間になっちゃったけど」

　変わらず反応は皆無。まるで僕が隣にいることに気づいていないように、視線は真まっ直すぐ前を向いたままだった。

　うーむ、ここまで徹底的に無視されると、意地でも返事させたくなるな。

「そういえば朱莉さ──」

　この話題なら、と先日の山やま本もと先輩からの告白について尋ねようとした瞬間、後ろの方からプァンとクラクションの音が聞こえてきた。振り向くと、僕らの方へ向けてかなりのスピードで一台の車が近づいてきている。

「危なっ……！」

　狭い路地だった。僕は、とっさに朱莉を庇かばう様にして壁際へと退避し、そのまま車をやり過ごした。車との距離はほんの僅か、朱莉との会話にばかり気を取られて気づかなかったけど、もう少し反応が遅れていたら危なかったかもしれない。

「ふぅ……危なかった。朱莉、だいじょ──」

　通り過ぎた車が視界から消え、体勢を整えようと正面を向く。

　朱莉、大丈夫だった？

　そう尋ねようとした瞬間、僕の視界が次に捉えた映像は、顔を真っ赤にしながら、壁を背に立ちすくんでいる朱莉の姿だった。

　よく見ると、随分と顔が近い。しっとりと潤んだ瞳が、艶のあるぽってりとした唇が、思わず触れたくなるような真っ白な素肌が、すぐ目の前にある。

　それこそ、ちょっと顔を近づければ唇を重ねてしまいそうなほどに。
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「……ッ」

　そこでようやく、僕は自分のしでかしたことの重大さに気がついたのであった。

　……これって、いわゆる『壁ドン』ってやつじゃないですか!?

「ご、ゴメン！」

　慌てて朱莉から離れる。徐々に暗くなっているとはいえ、この時間はまだ比較的明るい。なので当然、お互いの顔もしっかりと確認できる訳で。

「あの……朱莉、さん？」

　依然として顔を真っ赤にしたまま立ち尽くしている朱莉は、僕の問いかけを無視しているというよりは、返事が出来ない、あるいは声が届いていない様子だった。

　そのまま互いに無言の時間が数秒続き。

「～～～っ！」

　声にならない悲鳴をあげ、走ってその場を去ってしまった。

「……やってしまった」

　徐々に距離を縮めていく作戦一日目。近づいたのは心の距離ではなく、物理的な距離だった……というオチで締めくくられるのであった。







　その夜、朱莉の部屋にて。

『七月六日、月曜日。

　ど、どうしよう……お兄ちゃんが急に話しかけてくるなんて、思っても無かったから……。

　思わず無視しちゃったけど、嫌われてないかな……？

　今まで計画を実行するためにずっと距離を置き続けていたのに……急にどうしたんだろう。

　も、もしかして……お兄ちゃんも私のことを……!?

　か、壁ドンまでしてくれたし……もしかして、本当に……？』




　いや、あの壁ドンは事故だから！

　故意じゃないから！

　それにしても朱莉、今日のノートはやけに文面がノリノリだな。




『けど、このままじゃ計画に支障が出るかも……。

　とりあえず、お兄ちゃんに声をかけられても知らないフリを続けないと。

　でも……久しぶりにお兄ちゃんが話しかけてくれて嬉うれしかった。やっぱり大好き♡』




　　　　◇




　進展しているようで、何一つ前に進んでいない日が続く。

　この一週間、といっても毎日声をかけるのは怪しまれそうなので日を置いてだが、おはようからおやすみまで、それとなく朱莉を見つけては声をかけるように努力してみた。

　勿論、朱莉からの返事が返ってきたためしはない。ただの一度も、だ。

　だが、ノートを読んでいる限りだと、どうも朱莉の方にも幾分かの動揺が見て取れる。初日以来、やたらと楽しそうな文面になっているのがその証拠だ。

　つまり、結果的には成功しているのだが、目に見えた変化は未いまだ無い。そういうことになる。

「何だか平行線って感じね。このままじゃ、何も変わらないんじゃない？」

　以上の内容をかなり脚色し七海に相談すると、彼女はこう答えた。

　ノートの件を七海に伝えるわけにはいかないので、結果的に「挨拶をし続けていたら、徐々に反応が見て取れるようになってきた」としか教えていない。

「そうは言ってもなぁ。そもそも口をきいてくれないんじゃ、まともに会話すら成り立たないし……」

　会話が成り立たない以上、距離を縮めることなんて不可能だ。

　このまま声をかけ続ければ、もしかすると朱莉の方が痺しびれを切らして言葉を返してくれる可能性も考えられるけど、あまり時間をかけすぎるのも得策とは思えない。

　朱莉に怪しまれる前に結果を出さなければ意味が無いのだ。

「そうね……よし。ここは一つ、私が直接協力するってのはどう？」

「協力？」

「そそ、協力してあげる。前に言ったでしょ？　一旦預かるって」

「あー、土曜日の」

「そう、それ」

　指を指しながら「ま、上手うまくいく保障はないけどね」と笑う七海。

　気持ちはありがたいんだけど、正直不安だ……。僕が噓うそをついているのが悪いんだけど、そもそも僕と朱莉は不仲であって、不仲じゃないわけだし。

　そんな状況で第三者が介入して、果たして大丈夫なのだろうか。

「ま、モノは試しってね。とりあえず放課後にまた声かけるから、待ってて！」

　そう言うと、七海は僕の席を離れていく。

　まぁ七海に相談したのは僕だしな……。ここは、彼女に任せるほか無い。







「じゃ、帰ろっか」

　先ほど言っていたとおり、七海は確かに放課後になって声をかけてきた。

　だが、結局何をするのかはまだ聞かされていない。それどころか、帰り支度を済ませており今すぐにでも教室を飛び出しそうな勢いである。

「帰るか……って、協力してくれるんじゃなかったの？」

　そう尋ねると、「もちろん」と答えた後。

「もちろん協力するよ？　優介の家で、ね」

　当然のことのように、七海はそう口にした。

「僕の家…………待って、もしかして七海、ウチに来るつもり？」

「そのつもりだけど、何か問題あった？」

「いや……」

　いやいやいやいやいや、それはとてもマズイ。

　具体的に何がマズイって、僕の部屋に誰かが足を踏み入れる、それがとにかくマズイ。

　何しろあの部屋には、今も変わらず監視カメラがビッシリと張り巡らされている状況だ。

　そんな部屋に誰かを入れるなんて出来るわけないし……もし万が一、七海がカメラの存在に気づいたら、それこそ一大事だ。

　それに、盗聴器の問題もある。

　もし七海が僕の部屋で「朱莉との仲を取り持つ」なんて発言をしてしまえば、万が一その時に朱莉が僕の部屋の音声を盗聴していた場合、全部バレてしまうことになる。

　そうなれば、僕の作戦は終わりだ。

「そういえば私、優介の家に行くの随分と久しぶりな気がするんだけど……。確か、小学生の時以来？　だっけ」

　そりゃそうだ。だって僕が七海をウチに招かないよう気をつけていたんだから。

「その、七海……本当に来るつもり？　ほら、協力してくれるなら他にも手があるんじゃ……」

　必死に食い止めようと言い訳を探す。

　だが七海は、そんな僕の言葉には耳を貸さず、どんどん先を進んで行く。

「ん、何か言った？　ほら、早く行こっ！」

　もはや、「僕の部屋は他人の出入りはＮＧなんだ」と言える状況では無くなっていた。







　見慣れた風景がそこにはあった。

　道すがら、何とか七海の気を別の方へ別の方へとそらす努力をしてみたが、全て空振り。気がつけば自宅へと辿たどり着いていた。

　途中、一度荷物を整理すると言って七海の家に寄ったけど、結局五分もしないうちに戻ってきた。これでは作戦を考える間もない。

　まあ、七海の家に着いたってことは、僕の家がすぐ目の前だよって言ってるようなものなんだけど……。

「ん？　どうかした？」

「いや、別に……」

　こちらを窺うかがう七海の視線に、思わず言葉がつまる。

「な～に～？　もしかして見られたくないものでも隠してるとか～？」

　ニヤリと笑みを浮かべる。

　恐らく七海の言う見られたくないものというのは、いわゆる「Ｒ‐18」な物のことだろう。男子高校生が隠したいものなんて、大抵はそんなものだ。

　いっそエロ本を隠してる状況の方がまだ良かった。心からそう思う。

　……とはいえ、ここまで来てしまっては仕方ない。

　なんとしても七海に監視カメラ、盗聴器の存在がバレないようにしなければ。

「お邪魔しまーす」

　玄関を開け下げ駄た箱ばこを確認すると、朱莉のローファーは見当たらなかった。恐らくまだ帰宅していないのだろう。

　念のためリビングを確認したが、朱莉はおろか母さんの姿も見えない。どうやら今この家には僕たちだけのようだ。

「優介の部屋って、二階のまま？」

「……変わってないよ」

「おっけー！」

　そう言い、足早に二階へと歩いていく。

　僕にとっては何もオッケーじゃない。

　というか僕に協力するという当初の目的から、僕の部屋をチェックするに目的がすり替わっている気がする。そのくらい七海の行動は素早かった。

「ここに入るのも久しぶりね」

　ドアを開け、ぐるっと部屋を見渡す。

　勉強机、ベッド、本棚……あ、ちょっと待って。その本棚、ブック型の偽装カメラが設置してあるからあまり見ないで欲しいんだけど。

　だが、七海はそれらをザッと眺めると、

「なーんだ、普通の部屋じゃない」

　と、つまらなそうに呟つぶやいた。

「何も無いってずっと言ってたよね……。単に隣が朱莉の部屋だから、あまり人を呼びたくなかったんだ」

「へぇ、隣は朱莉ちゃんの部屋のままなんだ」

「そうだよ。まだ帰ってきてないみたいだけど」

　なるほど、と壁越しに隣を一いち瞥べつし、ベッドへと腰掛けようとする七海。

　あ、そこは……。

「……七海、もうちょっとこっちに座らない？」

「え？　別に構わないけど……優介って、ベッドに座られるのは嫌いなタイプだったっけ？」

「あー……まあそんなところ、かな」

　違うんです。そのポジション、丁度机の上に置いてある置時計型カメラから、ベストアングルなだけなんです。

　映像を自分の目で確認した訳じゃないのでハッキリとは分からないが、この部屋に設置されているカメラの中で、そのポジションが一番見ごたえのある映像が見られると朱莉はノートに書いていた。

　……なんだよ見ごたえのある映像って。スポーツか。

「で、七海さ」

　とはいえ、悠長に過ごす時間は無い。

　いつ朱莉が帰ってくるか分からないし、それまでに協力内容を聞いておかなければ。

「僕に協力するって言ってたけど、具体的にどうするの？」

「ああ、そういえばまだ説明してなかったっけ？　って言っても、この作戦は朱莉ちゃんが帰ってきていないんじゃ実行はまだ出来そうにないのよね」

「朱莉が？」

「だって優介は、朱莉ちゃんと喋しやべれるようになりたいんでしょ？　なら、その本人がいなきゃ始まらないじゃない」

　そりゃそうだろうけど。

「まずその一。優介はさ、朱莉ちゃんに無視される理由、分かる？」

「そりゃ、嫌われてるからだろうさ」

　実際の理由はさておき。

「そう、それ。じゃあ質問その二ね。優介はさ、何で朱莉ちゃんに嫌われてるか、分かる？」

「……この前も言ったけど、それが分かれば苦労しないよ。そこが分からないからこうして悩んでいる訳で」

　そう告げると、「そこなのよ！」と言葉を口にし、

「私ね、思い出したの。優介と朱莉ちゃんって、小さい頃は仲が良かったでしょ？　中学生になる頃には朱莉ちゃんとは距離が出来ちゃってその後のことはあんまり知らないけど、少なくとも昔は仲良しだったわけじゃない」

「小学校の頃か……確かにあの頃は、朱莉とも普通に喋ってたかな」

「で、優介と朱莉ちゃんが中学生になる頃、突然朱莉ちゃんから距離を置かれ始めた。でもそれって、おかしくない？」

「おかしい？」

「だってさ、あれだけお兄ちゃんのことが好きだった妹が、突然何の前触れも無く距離を置く？」

　七海は続ける。

「そりゃ思春期だしそういう時期もあるかもだけど……それにしたって随分と長すぎない？　同じ家族なのに、こんなにも徹底してるって、何か理由があると思うのよ」

　七海の推理は、実に的を射ていた。

　何を根拠に彼女がそう言っているのかは分からないが、少なくともそれは間違いではない。

　朱莉の頑かたくなな態度は、それ相応の理由あってのこと。単に僕のことを嫌っている訳じゃないというのは、正解だ。

　……ていうか、この話の流れ、ちょっとマズくないか？

　と、七海と問答を続けていると、一階から物音が聞こえてきた。

「あれ？　朱莉ちゃん、帰ってきた？」

「……どうだろう、母さんって可能性もあるけど」

　というか、母であって欲しい。いっそこのまま朱莉が帰ってこなくても良いくらいである。

「どっちにしろ確認が必要ね。優介、ちょっと見てきてくれない？」

「……はぁ。分かった、行って来る」

　非常に気乗りしない。

　階段を降りるその足取りはやけに重く、リビングのドアは、まるで鉄の扉で出来ているように重く感じた。

「……」

　ドアを開けると、そこには母──ではなく、朱莉の姿があった。

　急に扉が開いて驚いたのか、視線をこちらへと移す。

　だが、例のごとく僕の存在に気づくとそのままスルーし、台所へと足を向けた。

「あー、朱莉……」

　帰ってきたのが朱莉である以上、何もしないまま部屋へ戻る訳にもいかない。

　とりあえず僕は、現状一番伝えなければいけない事実を口にする。

「実は……今、僕の部屋に七海が来てるんだ」

「……!?」

　ガバッと。

　台所へと進んでいた朱莉の足はピタリと止まり、物もの凄すごい勢いでこちらを振り向いた。普段は冷静そのもの、焦りなんて微み塵じんも見せない朱莉が、今はとにかく慌てたような表情で僕を見る。

「ど、どうした!?」

　つられて僕も思わず慌ててしまう。

「……はっ」

　だが、朱莉は一旦息をつくと、すぐさまいつものクールさを取り戻し反対方向へと体を戻した。

　先日の壁ドン事件といい、こうして見ると朱莉は焦りが態度に表れるタイプのようだ。どうにも不測の事態に弱いらしい。

「それで、急で本当に申し訳ないんだけど……なんか、朱莉に用があるらしくて。とりあえず今から呼んでくるからさ、ひとまず話だけでも──」

「あ、朱莉ちゃんだ！　久しぶり！」

　と、朱莉に頼んでいると、話題の張本人がリビングへとやってきた。

「……どうも、お久しぶりです」

　七海に声をかけられ、再度こちらを振り向き返事をする。先ほどまで頑なに口を閉ざしていた朱莉だったが、七海にはそうもいかなかったらしい。いつもと変わらないポーカーフェイスを見せ、七海を見つめている。

「こうやって三人で集まるのも久しぶりね。中学生になって、朱莉ちゃんとは疎遠になっちゃったから……」

　そう語る七海だったが、正直この二人が仲良くしている姿を僕は見たことが無い。

　というのも、昔から今まで、朱莉があまり七海と仲良くしたがらなかったのだ。どうも七海のことがあまり得意ではないらしい。

　原因はハッキリしている、僕だ。

　朱莉にとって、七海は『最大の敵』らしい。ノートにそう書いてあるのを何度か見た。

　まぁ、僕と一番近い距離にいる女の子って、今も昔も七海だからね……。

「……で、春瀬さん。何か話があるんですよね？」

　一向に用件を語ろうとしない七海に、朱莉が問う。

　そういえば協力する、なんて言ってたくせに結局まだ肝心の内容を聞いてなかったな。

　七海、一体何をするつもり──。

「ね、朱莉ちゃん。優介と私、三人でデートしない？」

　……エ？




　　　　◇




　休日に女の子とデート。なんと素晴らしい響きだろうか。それも美少女二人と一緒になんて、ちょっとしたハーレム気分である。

　美少女（※妹・幼おさな馴な染じみ）と米印が付かなければ、もっと完璧だったことだろう。




　金曜日の夕方、七海が「三人でデートしよう」と僕らに提案してきた。

　当然朱莉は「……いきなりですし、そもそも何でこの三人で」と乗り気でない態度を見せていたが、そこでなんとベストタイミング。その直後に母親が帰ってきたことで事態は急展開。

「まあ七海ちゃん！　久しぶりねぇ。……え、日曜日に三人でお出かけ？　まぁまぁまぁ！　せっかくなんだし、これを機に兄妹仲良くしなさいな」

　という母の鶴の一声で決着がつき、朱莉も観念したのか、大人しく七海の誘いに乗る形となった。

　僕としては、結果的に母さんに朱莉との仲が少しずつ改善できているアピールになって丁度良かったんだけど、朱莉はきっと計画に支障が出たと嘆いていることだろう。

　そう思って、昨夜ノートを開いたんだけど……、

『七月十日　金曜日

　今日もお兄ちゃんと沢山お喋り。最近、何だかお兄ちゃんが急に私を気にかけてくれるようになった気がするんだけど、どうしちゃったんだろう？

　も、もしかして……お兄ちゃんも私のこと、好きになったのかな!?

　えーーーどうしよう!?　そうなると私の計画が……でも、結果的にお兄ちゃんと結ばれることになれば、結果オーライ？　なのかな。




　あと、色々とあってお兄ちゃんとデートすることに♡

　何だか最近お兄ちゃんが供給過多すぎておかしくなっちゃいそう……♡

　お兄ちゃん、大好き♡』

　恐ろしいほど都合のいい解釈がそこには羅列されていた。七海に誘われたくだりを「色々とあって」で省略するのはまだいいとして、この書き方だとまるで二人っきりでデートするみたいじゃないか。

　強引に約束を取り付けて申し訳ないなとちょっと思った僕の気持ちを返して欲しい。

　……ま、まあ、とりあえず「もしかしたらお兄ちゃんが私のことを好きになったのでは？」と勘違いし続けてくれているのは助かる。

　少なくとも、昨日の七海の襲撃に関しても特に言及している様子もないし、このまま行けばひとまず計画を断念させることには成功出来そうだ。

　ただ、計画とは別に、何か違った問題が生まれてきそうな気もするけど。

　というかここ最近の朱莉、ノートと実際の性格があまりにもマッチしてなすぎて、まるで本人が書いたものじゃないみたいだな……。







　時計の針は十一時手前を指していた。待ち合わせには少し早いくらい。

　七海が気を利かせてくれたのかは分からないが、待ち合わせ場所は僕の家。もうそろそろ七海が迎えに来る手はずになっている。

　だから、すぐに対応できるようリビングで時間を潰そうと部屋を出たのだが……。

「あっ」

　リビングへと足を踏み入れると、既に準備を済ませていた朱莉と出くわし、思わず声が出てしまった。

　落ち着いた色合いの、朱莉らしい控えめな服装を身に纏まとい、ソファに腰掛けている。

　とはいえ、案の定というべきか。

　朱莉は特にこちらを気にする様子も無く、そのまま無言でテレビを見続けている。

　一瞬「部屋に戻ろうかな……」と考えた僕だったが、せっかく朱莉に話しかけられるチャンスなのに、何もしないのはどうなんだと足を止め、そのまま朱莉のソファとは別の場所に腰掛けることにする。

　それと同時に、ふと先日の壁ドン事件と、金曜の出来事を思い出した。

　どうも朱莉は、不測の事態に弱いらしい。普段は沈着冷静な佇たたずまいを見せているが、不意に予想外の出来事が発生すると、やたら慌てたり自慢のポーカーフェイスが崩れたりと、途端に大忙しになる。

　そこで、普段とちょっと趣向を変えて朱莉と接してみようと思った。普通に話しかけても無視されるだろうから、朱莉が思わずこっちを意識してしまうような言葉をかけたい。

　いつもなら絶対言わないような、それでいてこの場面にピッタリの言葉……。

　よし、ちょっと試してみよう。

「朱莉」

　ソファに座っている朱莉に声をかける。

「今日の服、とっても似合ってるよ。可愛かわいいね」

　と。

　デートの前に女の子の服装を褒めるのは、不自然なことではないだろう。相手が妹というのは聞こえがよくないかもしれないが、この際それは置いておく。

　……それにまあ、別段噓うそをついているわけではない。

　朱莉によく似合った格好だと思ったし、誰が見ても、普通に可愛いという感想を持つだろう。だから僕も素直に思ったことを口にしたんだけど、当の朱莉はというと。

「…………」

　特に慌てる様子も無く、変わらず毅き然ぜんとした表情でテレビ画面に目をやったままである。

　ただし、随分と顔を真っ赤にして、だが。

　……待って、概おおむね予想通りの反応なんだけど、そんなにも顔に出されるとこっちまで恥ずかしくなるというか。あ、ちょっと口元が歪ゆがんでない？　もしかして崩れそうになってる表情を我慢してるとか、そういうあれですか？

「「……」」

　互いに無言になってしまう。褒めた本人が恥ずかしさで黙るのもどうかと思うが、これ以上何を言っていいのかちょっと分からない。

　というか、もうここまであからさまだと、たとえノートのことを知らなかったとしても「ひょっとして嫌われてないんじゃ？」と疑うレベルな気がするんだけど……。

　と、困っている僕らに、

　──ピンポーン。

　救いの鐘が鳴り響いた。

「あ、七海かな」

　そう呟つぶやき、逃げるように玄関へと向かう。

　ふう、助かった……。

「おはよ、優介」

　玄関を開けると、これまた随分と綺き麗れいな女性が佇んでいた。や、七海なんだけど。

　休日の七海を見るのは、別にこれが初めてって訳じゃない。ただ、先ほどの朱莉の件があったせいか、つい七海のことまでそういう目で見てしまったのだろう。

　朱莉とは対照的に、こちらは明るめの色で統一されたラフなスタイル。何というか、二人とも服装に性格が出ているような気がする。

「ゴメン、わざわざ迎えに来てもらって」

「ううん、別に大丈夫。それより朱莉ちゃんは？」

「ちょっと待ってて、すぐ呼んでくるから」

　と、振り向くと。

「……お待たせしました」

　丁度いいタイミングで、朱莉が登場してくれた。

「よーし、三人揃そろったし出発しよっか」

　その言葉に導かれるまま、家を出発。

　僕と七海が並んで歩き、その後ろを朱莉がついてくるという配置に落ち着いた。

　そして、肝心の目的地はというと。

「ね、朱莉ちゃん。どこか行きたい所ある？」

　駅へと向かう途中、七海が朱莉へと尋ねた。

　今日一日、『僕と朱莉』の会話は成り立たないので、『朱莉と七海』『僕と七海』の二パターンで会話をすることになる。なんとも面倒くさい伝言ゲームのようになっているが、わざわざ伝えなくても横でその話を聞いていれば内容は分かるので、それが唯一の救いといったところか。

「別に、特に無いです」

　いつも通りの愛想の無さでバッサリと切る。

「うーん、そうよね。ちなみに優介は？」

「僕も特に無いかな……特に欲しいものもないし、七海に任せるよ」

「了解、じゃあ今日は駅前のアウトレットモール行こっか。あそこなら目的無くてもぶらぶら出来るし」

　なるほど、確かにあそこのアウトレットなら目的も無く歩くのにはもってこいの場所だ。

　アパレルショップを中心に、インテリアや雑貨、バッグや靴などのファッションアイテムも取り揃えられており、大きなレストラン街も備わっている。

　休日だし人は多そうだけど、まあそれはどこに行っても同じだしね……。

「じゃ、決定ね！」

　こうして今日一日のスケジュールが決定。

　僕と七海、そして朱莉の長い長い一日が幕を開けるのであった。







「さて、着いたはいいけど……」

　流石さすが休日といったところか、見渡す限りの人だかりに気が滅め入いる。

　特に目的もなくぶらつこう……なんて簡単に考えていたけど、きちんと予定を考えなければただ疲れるだけのような気も。

「まずは昼食にしようと思ってたんだけど、この感じだとお店は人がいっぱいかもね」

　確かにちょうどお昼時だし、この時間は特に混んでるかもしれない。

「とりあえず先にお店まわって、少し落ち着いたらにしよっか？」

　七海の意見に同意する。朱莉は無言のままだが、この場合は肯定ということでいいだろう。

「で、七海はどこか行きたいところある？」

　僕は特に行きたいお店があるわけでもないし、朱莉も同じだと言っていた。となるとこの企画の発案者の七海についていくのが一番だと思う。

「うーん、どこでもいい？」

「別に構わないけど……」

　やけに含みのある言い方に聞こえるが。

「朱莉ちゃんも大丈夫かな？」

「……別に構いませんよ」

「よし、じゃあついてきて！　確かあっちの方だったと思うから」

　そうして七海について行き、たどり着いた先は……。

「ここは……え、水着ショップ？」

　店の外に置かれているマネキンを見て一瞬で理解した。ここは水着を取扱っているお店だ。それも……女性モノの。

「そ、ここはこの辺りで一番品揃えが良いって話題の店なの。もうすぐ夏休みだし、今年は新しい水着を買おうと思っててね」

「……待って七海、確かに僕はどこでも大丈夫って言ったけど……流石にここは」

「平気だって。ほら、あそこにも男性客いるでしょ？」

　店内を見てみると、確かに男性客がちらほら見受けられた。ただし、隣に恋人と思おぼしき女性を連れている客ばかりだが。

「いや、あれは彼女の水着を選ぶとか、そういう理由があるんじゃ……」

「じゃあいいじゃない？」

「え？」

「だから、優介が私たちの水着を選んでくれれば、この店に入る正当な理由になるわけでしょ？」

　……選ぶ？　水着を？　僕が？

「……ちょっと待ってください」

　僕が混乱していると、黙りこくったままだった朱莉が、

「今、〝私たち〟って聞こえたんですけど……」

「あれ？　朱莉ちゃんは水着買わない？　なら〝私だけ〟でも別に構わないけど……」

　そう答える七海に、小さく「ぐっ……」と言葉が詰まっている様子の朱莉。というか、僕が選ぶことはもう確定しているんですね……。

「……分かりました、私も入ります」

　僕と七海を置き、さっさと朱莉が店に入っていく。仕方ない、僕も覚悟を決めるか……と朱莉の後を追おうとした時。

「水着を買ったこと、朱莉ちゃんのことが好きだって知り合いの人に教えてあげればさ、いいデートの口実になるんじゃない？」

　七海が小さな声で僕にそっと耳打ちをした。

「口実？　一緒に泳ぎに行くって？」

「そうそう。もちろん私も水着を買おうと思ってはいるけどね」

　そう言いながら笑う七海に、僕は苦笑いを浮かべることしか出来なかった。

　七海、僕の噓を完全に信じ切ってるなぁ……。







　そうしてショップに入り十五分ほどが経たっただろうか。いくら男性客がいるとはいえ、売っているものは女性水着ばかり。物もの凄すごいアウェイ感だ。

「ね、どっちがいいと思う？」

　落ち着かない状態が続く中、七海が両手に二着の水着を持ってこちらへと歩いてきた。どちらも可愛らしいビキニタイプの水着で……って、やっぱり僕が決めなきゃダメなのか。

「う、うーん……」

　七海が手にしていたのは、まさに両極端といった二着だった。

　片方は花柄の入った、少し派手めの水着。

　もう一着は、逆に白を基調とした無地の、大人っぽいもの。

　正直、七海はどれを着ても普通に似合うだろうと思うんだけど……恐らくその回答は却下だろう。

「じゃあちょっと着てみるから、それを見て判断してよ」

　と、決めかねる僕を見て、七海が試着室へと足を向けてしまった。あー、やっぱりこれ、そういう展開になりますよね……。

「ま、七海の水着なんて去年も見てるし……別に良いんだけど」

　去年、部活のメンバーで海へ行ったことをふと思い出した。そういえばあの時の七海は、部員の中でもひときわ目立っていたような気がする。

　今年も恐らくは全員でどこかへ行くだろう。泳ぎを目的として遊びに行くかは分からないけど、もしそうなら僕が選んだ水着を着ていくということになる。

　……うん、真剣に選んであげよう。

　と、七海についていき試着室の前で待っていると。

「ん？　朱莉も試着？」

　七海の使用している場所の対面に位置する試着室へと朱莉が無言で入っていってしまった。その手には、やはり二着の水着が用意されている。

　……これは、朱莉の水着も選んだ方がいいのかな。

　七海はハッキリと「どちらがいいか」と問うてきたが、朱莉はそうじゃない。もしかしたら試着室の中でさっさと自分で選ぶかもしれないし、僕がどっちが好きだとか言うのは少しおこがましいかもしれない。

「お待たせ」

　朱莉が入ってすぐ、反対側のカーテンが開いた。

「どうかな？　似合ってる？」

　まずは花柄の水着からお披ひ露ろ目めしてくれた。普段の七海のイメージにピッタリというか、明るい感じがよく似合っている。

「い、いいと思うよ。似合ってるんじゃないかな」

　そんな姿に、思わず動揺してしまう。

　おかしい、七海の水着なんて去年も見てるし、何なら小さい頃から見慣れた姿のはずなのに……どうしてこんなにもドキッとしてしまうんだ。

「あー、でも新鮮さが無いかなぁ」

　鏡を見ながら自分の姿をチェックする七海。

　なんだろう。同じ水着姿でも、海で見るのとお店で見るのとじゃ全然違うな。

「よし、もう一着の方も着てみよっと」

　そう言うと、またカーテンを閉め着替えへと戻っていった。

　水着を選ぶこのミッション……想像以上の難易度だ。

　──そんなことを考えていると。

「…………」

　ふと後ろから視線を感じた。後ろ……ということは。

「…………ッ」
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　振り返ると、水着を着てこちらを向いている朱莉とバッチリ目が合ってしまった。僕の視線に気づき、サッと目をそらす朱莉。

　そんな朱莉が着ていたのは、これまた彼女に随分と似合っている黒色の水着だった。基本的に朱莉は、あまり目立つような色合いの服を着ないタイプなので、やはり水着もそういうチョイスになるのだろう。

「あ、朱莉も着替えたのか！　うん、よく似合ってるよ！　可愛かわいい！」

　今朝、自宅で服装を褒めた時とは大違いだ。明らかに自分の声が上ずっているのが分かる。

　馬鹿か僕は！　いくら似合ってるとはいえ、相手は妹だぞ……！　何を動揺することが……！

　と、頭の中で必死に理解しようとするが、普段見慣れない水着姿がどうしても気になってしまい、無意識のうちに朱莉をチラッと見てしまう。

　だが、ちょうど同じタイミングで朱莉もこちらを向き、またしても目が合ってしまい……。

　互いに言葉が出なくなり、視線が泳ぐ。

　この空気、どうすれば……。




　……と、その時だった。




「──これも良いんじゃない？」

　ふと後ろから水着を選んでいる女性客の声が耳に入った。

「えー、でもちょっと露出多すぎない？」

「大丈夫だって！　似合ってるからー」

　どこにでもいる、普通の買い物客だ。特段気にすることではない。

　……はずなんだけど。

「──ッ！」

　声を聴いた朱莉は、突然僕の腕を引っ張り、試着室のカーテンを勢いよく閉めた。慌てている様子で、咄とつ嗟さのことに思わず僕も混乱してしまう。

「あ、あか──」

　すると、声を上げようとした僕の口を朱莉の両手が塞いだ。随分と焦っており、先ほどまでの気まずい空気はすっかりどこかへ行ってしまったよう。

　……さて、何を慌てているのかは分からないが、この状況は少しマズイ。

　そもそも試着室は一人で利用するものだ。こうして男女二人が入るには、明らかにサイズ不足。

　加えて朱莉は現在水着……つまり、大事な部分を隠している以外は全てさらけ出しているわけで……。

「わ、分かった……静かにするから、その……」

「…………!?」

　ようやく自分の状況を理解したのか、僕の言葉を聞くや、後ろの壁に向かって勢いよく距離を取ろうとする朱莉。

「あ、あぶなっ！」

　ただ、勢いのあまり思いっきり壁にぶつかりそうになり……思わず正面から抱きかかえるような体勢で受け止めた。

「だ、大丈夫……？」

　間一髪、朱莉の激突は免れた。

　だが、結果としてお互い抱き合うような体勢になってしまい……。

「……っ！」

　目が合った朱莉は顔を真っ赤に染め、少しだけ目が潤んでいた。

　お互い、何ともいえない時間が流れ……。

「と、とりあえず離れるね」

　朱莉が壁にぶつからないよう気をつけ、背中に回していた腕を外す。

　……って、ちょっと悲しそうな表情するの止やめて！　そんな、名残惜しいみたいな……！

　……だ、駄目だ。このまま朱莉を見ていると、なんだかこっちまで意識してしまう。

　そう思い、咄嗟に目線を外してカーテンの隙間から外を眺めた。すると、先ほど会話していたと思おぼしき女性客が視界に入ってくる。

　……ああなるほど、そういうことだったのか。

　そこにいた二人組の女性には見覚えがあった。

　あれは確か、以前朱莉のもとに集たかっていた取り巻きのメンバーだったはず。

　確証は無かったが、朱莉の様子を見るにそういうことで合っているのだろう。休日に男と二人で水着を選んでいる、なんて状況をもし見られたら、面倒くさいことになるのは明白だ。

　……主に、僕のほうが。

　とはいえ、ここは女性専用の水着ショップ。万が一にも試着室に男がいるなんてバレたら、ちょっとした騒ぎにだってなりかねない。

　流石さすがにこのタイミングで出ていく訳にはいかないが、正面の試着室には七海だっている状況だ。

　そして何より……すぐ隣には、水着の朱莉がいるわけで。

　……うん、何とかタイミングを見計らって、すぐに脱出しよう。

　ひとまず履いていた靴を脱いで、カーテンの隙間から外を警戒する。

　……うーむ、外に近い位置に立っていると、もしかすると姿を見られる可能性があるかもしれない。ちょっと距離を取ったほうがいいかもしれないな。

　そう考え、一歩二歩と後ずさりするように後ろの壁へと歩くと……。

〝ふにっ〟

　やけに柔らかい感触が、足の裏から伝わってきた。

　今まで感じたことのない感触だった。どことなく生暖かさも感じる。

　この柔らかさは何だ？　感触的には布地に近いような気もするけど……。

　思わず気になり、足元を見てみると──。

「「…………あっ」」

　同時に声を上げてしまう。

　そこには、朱莉が先ほどまで身に纏まとっていた服が綺き麗れいに畳んで置かれていた。そして、その服の上には……恐らく先ほどまで着用していたであろう、黒色の……下着が。

　間違いない。僕が今踏んでしまっているのは、朱莉の……。

「しまっ……！」

　そこで慌ててしまったのが悪かった。

　下着に重なってしまった足をどけようと、バッと体を動かした瞬間、バランスを崩してしまい。

「…………ッ!?」

　思いっきり朱莉に抱きつくような体勢になってしまった。

　以前の壁ドンによく似た状況。だが、今回は思いっきり朱莉に覆おおい被かぶさってしまっている。

「…………ぁ」

　小さな朱莉の声とともに、ふんわりと甘い香りが鼻び腔こうをくすぐる。ゼロ距離から伝わる朱莉の体温と、柔らかい素肌の感触が──って！

「ご、ごめん！」

　サッと体をのけ反らせ、朱莉の方を見る。すると、何が起こったか分からないといわんばかりに呆ほうけた表情で固まっていた。

　さっきから何をしているんだ僕は……！　これじゃまるで……！

「──あれ？　優介いないな」

　と、僕らが無言で困っていると、反対側から声が聞こえた。着替え終わった七海がカーテンを開いたのだろう。

「うーん、トイレでも行ったのかな？　もう一着の方に着替えたから見て欲しかったんだけど……」

　ゴメン七海、今はちょっと出られそうに無い……。

「まあいないならしょうがないか。別の水着も……」

　カーテンの閉まる音が聞こえると同時に、七海の声が途切れた。どうやら着替えに戻った様子。

「あ、朱莉……もう出ていいかな？」

　七海の様子を確認し、朱莉に声をかける。

　だが相変わらず、朱莉は呆ぼう然ぜんとした面持ちのままで、僕の言葉などまるで届いていない様子だ。

　チラッと外を確認すると、先ほどの女性客はすでにどこかへ行った様子。朱莉の許可は出ていないけど、脱出するなら今しかない……。

　そうして細心の注意を払いながら、ゆっくり試着室を後にし、再び七海の試着室前へと移動。

「あ、優介戻ってたんだ」

「う、うん……ちょっとトイレにね」

　なるべく動揺を悟られないよう気をつけながら、七海の選んだ新しい水着を確認する。

　ふう……バレなくて良かった。

　その後、結局他の水着も見てみたいということで七海がアレコレ選び続け、最終的に最初に着た花柄の水着を買うこととなった。最後まで悩んでいた様子だったけど、どうも僕の反応が一番よかったのがこれらしい。

　まぁ確かに、僕もこれが良いんじゃないかなとはちょっと思ってたけど……。

　一方の朱莉はというと、あれ以来水着姿を僕に見せてくれることは無く、七海より先に買い物を済ませ、店の前に置かれているベンチで一人待っていた。

　結局どの水着を買ったのか気になるところではあったが、それを確認する術すべはない。




　それにしても、この後どうやって朱莉と顔を合わせればいいんだ……。




　　　　＊




「そういえば七海、来週の部活動だけど──」

　買い物も一段落つき、お昼の休憩に喫茶店へと立ち寄った。

　そうして、正面に座っているお兄ちゃんたちの会話を聞きながら、私──並木朱莉は注文したコーヒーに口をつけ、頭の中を必死に整理していた。

　はぁ……どうしてこんなことになっちゃったんだろう。

　私の計画は順調に進んでいるはずだった。

　お母さんもお父さんも、お兄ちゃんの周りの人たちも、そしてお兄ちゃん本人も、みんな上手うまく騙だませていたと思う。

　そう、全て私の予定通り……のはずだった。

　なのに、何な故ぜか最近お兄ちゃんの様子がおかしくなって、困っている。

　今日もこうしてお兄ちゃんと一緒にお出かけしているし。

　……余計なオマケつきだけど。

　それに、朝出会ったら挨拶してくれるし、私のことを可愛かわいいって言ってくれるし……さっきなんて、抱きつかれちゃったし。……下着も見られたけど。

　計画を成功させるためには、お兄ちゃんと距離を置かなければいけない。だから今日まで頑張って我慢してきたのに、そんなお兄ちゃんの変化を嬉うれしいと思っている自分もいて。




　私は今、迷っているんだと思う。




　計画を遂行するためにこのままお兄ちゃんを無視し続けるか、それともいっそ計画は諦めてお兄ちゃんと昔みたいに仲良くするのか。

　たとえ後者を選んでも、最終的に計画を実行すること自体は多分可能だと思う。だけど、完璧に成功できる自信が、私には無い。

　せめて、お兄ちゃんの心変わりの理由さえ分かれば……。

　と、そんなことを考えていると、

「おっと、電話だ……。ゴメン、ちょっと外すけど、二人で大丈夫？」

　お兄ちゃんのスマートフォンが鳴りだした。

「うん、私は大丈夫だけど……朱莉ちゃんも、大丈夫かな？」

「……平気です」

　そう返事を返す。

　この人と二人っきりというのはあまり好ましくない状況だけど、そう答えざるを得ない。

「良かった。十分もあれば戻ってこられると思うから、ちょっと待ってて」

　そう言って、お兄ちゃんは店を後にした。

　……さて、これからどうすればいいんだろう。

　お兄ちゃん以外の人とは、なるべく角が立たないようにって決めてるんだけど、正直この人はちょっと苦手だ。

「ね、朱莉ちゃん。楽しんでる？」

　そう私が悩んでいると、先に春瀬さんが口を開いた。

「……どうでしょうね」

　楽しくないわけではない。お兄ちゃんと一緒にどこか出かけるなんて随分と久しぶりだし、お兄ちゃんの楽しそうな表情を横でずっと見ていると、来て良かったなとも思う。

　……けど、お兄ちゃんが春瀬さんと仲良くしてるのを見るのは、全くもって楽しくない。

「──そういえば」

「何でしょうか」

「水着、結局どれを買ったの？」

「……最初に試着したのをそのまま」

「ふーん。最初のやつって、優介に見てもらってたあれ？」

「別に、見てもらっていた訳じゃ……」

　……まぁ、それは噓うそなんだけど。

　本当はお兄ちゃんが「可愛い」って言ってくれたから、最初に選んだ水着を買ったわけで。

　別にお兄ちゃんと一緒に泳ぎに行けるとか、そんなことは思ってもないけど、でもせっかく似合ってるって言ってくれたんだし……うん、買わない手はないよね。

「そうだ。ちょっと話は変わるんだけど、どうして今日二人をこうして誘ったか、まだ言ってなかったよね。朱莉ちゃんはさ、どうしてか分かる？」

「……いえ、分かりません。正直、ずっと気になってました」

　恐らくは、お兄ちゃんの心変わりと何か関係があるんだろうなとは思う。

「実はね、優介から相談を受けてたの」

「相談？」

「うん、相談。聞きたい？」

　そんなもの、知りたいに決まってる。

　もしかするとそこに、悩みの答えがあるかもしれないんだから。

「ぜひ、聞かせて欲しいです」

　そう答えると、「そっかそっか」と言いながら、事の顚てん末まつを私に教えてくれた。

「実はね、優介の知り合いに、朱莉ちゃんのことが好きだって人がいるらしいの。で、その人から仲を取り持ってくれって頼まれたらしいんだけど、ほら、二人は仲悪いじゃない？　だから、まずは朱莉ちゃんと仲良くなるところから始めようとしたんだって」

「……え？」

「で、そのことを相談されて、じゃあ私が協力してあげようってことになったの。だから今日、こうして三人でデートしようって誘ったわけ」

「……そう、だったんですか」

「水着もさ、持っていればどこかで役に立つかなって。朱莉ちゃんにとっては余計なお世話かもしれないけど、もしかしたらこの夏にデートとかで使うかもよ？」

「デート……ですか」

　それはつまり、私のことを好きだと言っているどこかの誰かと行って来い、ということを意味しているんだろう。




　……私は、何を期待していたんだろうか。

　もしかしたら、お兄ちゃんが私のことを好きになってくれたんじゃないかって。だからここ最近、急に心変わりしたんじゃないかって。

　そんなこと、期待するだけ無駄なのに。

　もしかしたらなんて、あるはず無いのに。

　分かってた。全部全部、分かってた。

　……分かってたはずなのに、どうして私は、こんなにも。

「朱莉ちゃん？　どうかした？」

　どうかした、か。

　きっと私は、どうかしていたんだろう。

　そんなこと無いって分かっていたから、こうして計画まで考えてやって来たのに。

　どうして私は、こんなにも悲しい気持ちになっているんだろうか。

「……すみません、私もちょっと席を外してもいいですか」

　今は、お兄ちゃんの顔を見るのが怖い。

「別に構わないけど……大丈夫？」

　そう心配そうに尋ねられる。

　きっと、このままここにいたら私は大丈夫じゃなくなってしまう。そう思い、彼女からの問いかけに小さく頷うなずき、その場を急いで後にした。

　どこでも良い。どこでも。

　今はただ、お兄ちゃんの居ない場所に、行きたかった。

　そうして喫茶店を出て、歩いていると、

「ちょっといい？」

　男性から、声をかけられた。




　　　　＊




「はぁ……急に電話かけてくるから焦ったよ」

　嘉樹からの電話を済ませ、急いで喫茶店へと戻る。朱莉のことだろうなと思い席を外したが、予想はやっぱり当たっていた。流石さすがにあの場所で話すわけにはいかない。

「えーっと、確かこの辺のお店だったような……」

　慌てて店から出てしまったので、少しだけ迷ってしまったようだ。見覚えのあるような無いような道を歩き、店を探す。

「うーん……完全に迷ったな」

　気がつくと、少しばかり人気の無い場所へと辿たどり着いてしまっていた。

「ちょっと七海に連絡を取った方がいいかもしれないな……」

　スマートフォンを開き、七海へメッセージを送る。

『ゴメン、迷ったみたいだ』

『あ、優介ちょうどよかった』

『どうかした？』

『実は、朱莉ちゃんがどこか行っちゃって……』

『え？　どこに行ったか分からない？』

『うーん、席を外すとしか言ってなかったから……』

　と、そんなやり取りをしている時だった。

「ん？　あれは朱莉……か？」

　見覚えのある後ろ姿を見つけ、後を追いかける。

　席を外しているらしいし、恐らくあれは朱莉で間違いないと思うんだけど……。

「朱莉と……あれ、山本先輩？」

　近づいてみると、朱莉が誰かと話をしているところのようだった。

　相手の男性には見覚えがある。確かあれは、この間朱莉に告白して玉砕した、山本太た市いち先輩だ。

『今朱莉を見つけたんだけど』

　七海へメッセージを送る。

『なんか、山本先輩と一緒にいるんだよね』

『山本？　山本って、あの？』

『そうそう、朱莉に告白したって先輩』

『何で山本先輩と朱莉ちゃんが一緒なの？』

『さぁ……』

『うーん、なら私もそっちへ向かった方が良さそうね。場所はどの辺り？』

『えっと……クレハって名前のお店があるところって言えば分かる？』

『了解、とりあえず探してみるね。ちょっと待ってて』

　やり取りを終え、二人へと視線を移す。

　傍はたから見る限り、山本先輩が一方的に話しかけている状態で、朱莉がそれにつき合わされている、そんな雰囲気であった。

　少し引き気味というか、若干煩わしそうな表情を浮かべている。

「ちょっと遠すぎて会話が聞こえないな……」

　どうにも見た感じだと、あまり友好的な雰囲気には思えない。

　そもそも、朱莉は山本先輩のことを振っているわけだし、ここで仲良くお喋しやべり……なんて、ちょっと考えにくいというか。

「──優介、お待たせ」

「おっと、七海」

　そうこうしていると、七海が到着した。

「で、朱莉ちゃんは……ほんとだ、山本先輩と一緒だね」

「山本先輩と会うから一旦席を外したのかな？」

　そう尋ねると、七海は首を横に振り、

「それは無いと思うよ。特に連絡が来た様子も無かったし」

　とすると、偶然出会ったってことで間違いなさそうだ。

「ちょっとこの位置だと会話が聞こえにくいね……もうちょっと近づく？」

「そうだね、僕も気になるし」

　お互いの意見は一致した。

　ひとまず僕達は、様子を窺うかがうべく彼女達にばれないよう少しずつ距離を縮めていく。

「……からさ」

　男の声が、少しずつ鮮明に聞こえてくる。

　声の主は、件くだんの山本先輩。どうやら少し苛いら立だっている様子である。

「名前くらい教えてくれても良いじゃない？　って言ってるの。並木さんの好きな人のさ」

　なるほど。

　どうやら山本先輩は、先日朱莉に告白した際に「好きな人がいる」という理由で断られたのが気に食わなかったようで、たまたま出会った朱莉に、こうして尋ねているらしい。

　あ、ここにその張本人いますよ。

「……朱莉ちゃんの好きな人って」

「ん？」

　七海が小さく何か呟つぶやいたが、尋ねても「ううん、なんでもない」と返事が返ってきた。空耳だったか。

「だから、教えたくないって言ってますよね」

　山本先輩の問いかけに対し、こちらも少し苛立ちを織り交ぜたような口調で返答する朱莉。

　怒った姿の朱莉を見るのは珍しい……というか、怒ると意外と強気な口調になるんだな。

「ほら、答えられないってことは、どうせ好きな人なんていないんでしょ？　だったら俺と付き合ってくれてもいいじゃん？」

「だから、噓うそじゃないって何度も……」

　徐々にヒートアップする二人。

　互いに機嫌が悪くなっていくのが目に見えて分かる。

　僕達は途中からしか見ていないので分からないが、どうも両者の口ぶりからして既に何度か同じ問答が繰り返されているようだ。

「ね、止めた方がいいんじゃない？」

　そんな二人の会話を側そばで見ていた七海が、二人に気づかれないくらいの声で僕に告げる。

　自分の思う通りに行かないことが余程不服なのか、山本先輩の表情がだんだん険しくなっていくのが見える。

「確かにそうかも──ッ！」

　瞬間。

　七海の言葉を聞きながら二人の様子を窺っていると、ついに我慢の限界がきたのか、山本先輩が手を上げたのが見えた。

　その時のことは、あまりよく覚えていない。

　ただとっさに、考えるより先に、体が動いてしまっていた。

　気づけば僕は、先輩たちとのわずかな距離を一気に詰め、朱莉を庇かばうような形で二人の間に割って入っていた。

「──先輩、僕の妹に、何してるんですか？」

　ノートのことだとか、計画のことだとか、そんなことは考えず。

　今はただ、僕の妹を守ってやりたい。それだけだった。

「……お前、誰だよ？」

　僕が登場したことで冷静さを取り戻したのか、その右腕は振り下ろされること無く、そのまま引っ込められた。

　そのまま怪け訝げんそうな顔で僕の方へ目をやる。

「どうも……並木朱莉の兄です」

　自分でも驚くほど低い声だった。

　僕は、怒っているのだろうか。

　先輩が朱莉のことを傷つけようとしていたのを見て、それで怒っているのだろうか？

「兄？　お前が？」

　そう言いながら、顔を近づけてくる先輩。

　相手はスポーツも万能の、僕なんかとは比べ物にならないくらいの体育会系。正直こんなにも威圧的に来られると気け圧おされそうなんだけど、胸の奥から湧いているこの衝動に身を任せ、威勢を保つ。

　──すると先輩は、僕の顔を見るや否や、

「はっ、こりゃ傑作だ。兄がいるってのは知ってたけど、まさかこんなのとは」

　と、まるで信じられないといった表情を浮かべたのち、笑いながら口にした。

　こんなの、とは、つまり僕の評価を指し示しているんだろう。

　というか学園の人気男子ってことで勝手なイメージを持ってたけど、本物はこんなにも口が悪いのか……。

　先輩の罵りは続く。

「それに見たところ、体つきも随分と貧弱そうだな……。チッ、こんなのに邪魔されたのかよ」

　僕の顔を見ながら、

「お前さ、もしかしてシスコンか？　兄だかなんだか知らないけど、正義の味方気取ってるんじゃねえぞ？」

　と、詰め寄ってくる。

「そんなのじゃないですよ。ただ、妹が絡まれてるのを黙って見過ごすわけにもいかないじゃないですか」

　そう言うと、先輩は大きくため息をつきながら、

「……あーあ、白けたな。お前さ、妹に言ってやれよ。ちょっと可愛かわいいからってお高く止まってんじゃねえぞってよ」

　怒りの矛先を朱莉へと向けた。

「せっかく俺が相手してやるって言ってんのに、調子乗りやがって」

　……なんだこの人、本気でこんなこと言ってるのか？

　自分が振られた腹いせに、その相手に暴力まで振るおうとして。

「おい、黙ってないで何か言ったらどうなんだよ？　あ？」

　俯うつむいたままの朱莉へと啖たん呵かを切っている。

　僕に怒りをぶつけるのは分かる。けど、どうして朱莉が責められているんだ？

　聞いている話だと、朱莉に非は一切無い。

　ただ先輩が朱莉に告白して、断られただけ。それなのに、なぜ朱莉が悪く言われなくちゃならない？

「お前、覚えとけよ？　次に学校で出会ったら──」

「──先輩、黙ってもらえますか？」

　その瞬間、思わず我慢が出来なくなっていた。

「あ？」

　怒りと驚きが入り混じったような表情で、山本先輩がこちらを向く。

　あぁ、もしかしたら僕はとんでもないことをしてしまったのかもしれない。

　相手は学園一の人気者で、僕なんかとは比較にもならない人で、きっと真正面から立ち向かっても太刀打ち出来ないだろう。

「それ以上朱莉のことを悪く言わないでくださいって、そう言ったんです」

　だけど、これ以上黙って見過ごすことは出来ない。

「何でそんなに怒ってんのか、意味分かんねえな」

　そうだと思う。

　僕だって、どうしてこんなにも怒りが湧いているのか、よく分からない。

　だけど、これだけは分かる。

「やっぱりお前、シスコンってやつだろ。妹大好き～ってか？」

　からかうような口ぶりの先輩。

　その言葉を聞いて、僕は。

「好きに呼んでくれていいですよ。シスコン上等です。けど、これ以上朱莉を傷つけるのであれば、見過ごすことは出来ません」

　そうハッキリと、先輩へ告げていた。

　ノートのことも、計画のことも、たとえ朱莉がどんなことを考えていたって関係ない。

　シスコンだと言われたって別に良い。

　妹のピンチを救うのは、兄として当たり前だ。

「……へっ、認めるのかよ。気持ちわりい」

「先輩がどう思おうと勝手です。僕は別に、先輩から気持ち悪いと思われても気にしませんから」

　だが、僕の言葉を聞いた先輩はニヤリと笑う。

「けどさ、それはお前が勝手に思ってることだろ？　ほら、見てみろよ。お前の大好きな妹さん、俯いたままじゃねえか」

　促されるままに朱莉の方を向くと、確かに朱莉は俯いたままだった。

　表情が見えないのをいいことに、先輩は更にこう続ける。

「お前の妹もさ、困ってるんだよ。こんな冴さえない兄から『大好きだー』なんて言われて喜ぶ妹がいるか？　お前がどう思おうと勝手だけどさ、何の取り得もなさそうな兄に好かれて、並木さんも可哀かわいそうだ──」

　その瞬間、「パンッ」と乾いた音が響いた。

「……は？」

　先輩は何が起こったか分からないという表情だった。僕も何が起こったのか、あまりにも急すぎてよく分からない。

　ただ、僕が目にしたのは……朱莉が、山本先輩に平手打ちをしている姿。それだけだった。

「……兄の悪口は、そこまでにしてもらえますか？」

　それは、聞いたことも無い朱莉の、本気の声だった。

　その場にいた全員を凍らせてしまうほどの、冷たい声。隠れていた表情は明らかに怒りを帯びており、見つめられると思わず足が竦すくんでしまうような瞳で先輩をジッと見ている。

「さっきから黙って聞いていましたが、随分と兄に対して好き勝手言ってくれましたね？」

「なっ……！」

　一方、頰ほおを叩たたかれた先輩は、未いまだ表情変えず。朱莉に圧倒されたまま口をつぐんでいる。

「この際なのではっきり言っておきます。先輩は随分と自分に自信があるようですけど、私には何の魅力も感じられないので」

　その言葉を聞き、ようやく先輩が口を開いた。

「……言ってくれるな。俺なんかより、そこの男の方がよっぽど良いってか」

「そうですね。先輩より、兄の方が何十倍も、いや何百倍も素敵です」

　そう告げる朱莉の目は、これ以上無いほど真まっ直すぐなものだった。誰が聞いても、その場凌しのぎの噓には聞こえないほど、ストレートな言葉。

　……ん？　ちょっと待って。

「じゃあ何だ？　兄が兄なら、妹も妹ってか。まさかとは思うけど、お前までお兄ちゃん大好きなんて言う気じゃないよな？」

　ヒートアップする二人を見て、逆に僕の方が冷静さを取り戻しつつあった。

　そして二人の言い合いを聞いて思う。

　これ、止めないとマズイんじゃないか？

「……そう思いたいなら好きにすればいいです。私は兄のことが好──」

「あーーーー!!　七海、ちょうど良いところに！　申し訳ないんだけど、警備員さんか誰か呼んできてくれないか！」

　朱莉の言葉を遮るように、物陰に隠れたままの七海へ大声で呼びかける。

「おいっ！　……チッ」

　先輩は、僕が叫んだ方角を向き、そこでようやくもう一人この場にいることに気がついたようだ。

　僕の言葉を聞いて急いで走っていった七海を見つけ、自分に分が悪いことを悟ったのだろう、僕らの方を一度睨にらむと、舌打ちを残してその場から逃げるように去っていってしまった。

「……ふう、危なかった」

　二重の意味で。

　どうも朱莉は冷静さを欠いていたらしい。普段なら絶対に言わないはずなのに、僕に対する好意を隠すことなく暴露し、オマケに最後は……うん、僕が止めなかったらかなり危ない発言が飛び出していたかもしれない。

「朱莉、大丈夫……って、朱莉!?」

　ここ最近よく見かける、顔を真っ赤にした朱莉の姿がそこにはあった。自分の発言を思い出したのか、その表情は随分と硬い。

　そのままゆっくりと後ずさりを見せ。

「さ、先に帰るから！」

　とだけ言い残し、その場を後にしたのだった。

「……あれ、ひょっとして今、話しかけられた？」

　あまりにも唐突すぎて返事をする余裕も無かったけど、この場には僕以外誰もいないし……そういうこと、だよね？
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　どうにも私という人間は、自分が思っているよりも単純で、面倒くさい性格をしているらしい。

　お兄ちゃんが私のことを好き。そんなこと、あり得ないと分かっていたはずなのに。




「仲を取り持って欲しい……か」

　お兄ちゃんの心変わりの理由を知って、ショックを受けている自分がいた。

　もしかしたら……なんて考えていた自分が、一瞬でバカらしくなってしまう。

　だから私は、今日までの自分を反省した。

　ここ最近、お兄ちゃんが近づいてくるのを良しとしていた自分を。あんなにも入念に準備していた計画を、見直すべきなんじゃないかと思ってしまった自分を。

　そう……反省して、再び徹底し直すはずだったんだ。

「あんなの……反則だと思うんだよね」

　だが、そんな私の反省も、喫茶店を出て三十分後にはまた揺らいでしまっていた。

『先輩、僕の妹に、何してるんですか？』

『それ以上朱あか莉りのことを悪く言わないでくださいって、そう言ったんです』

『シスコン上等です。けど、これ以上朱莉を傷つけるのであれば、見過ごすことは出来ません』

　昼間、先輩に絡まれているところを助けてくれたお兄ちゃんの言葉を一言一句思い出す。

　自分の身を顧みず、私のことを〝また〟助けてくれた……。

　うん、そんなの。

「そんなの……駄目だよ……」

　あの瞬間、何かが崩壊してしまったような、そんな音が聞こえてきた。

　自分の気持ちがどんどん移り変わっていくのが分かる。

　もう、これ以上我慢が出来る気がしない。

　だから……。

「お邪魔します」

　静かにドアノブを回し、ゆっくりと部屋へと足を踏み入れる。

「すー……すー……」

　シンと静まり返った部屋に入ると、小さな寝息が聞こえてきた。

　声のする方──お兄ちゃんが寝ているベッドへゆっくりと歩みを進め、近づく。

「お兄ちゃん……」

　ここはお兄ちゃんの部屋。

　私は今、寝ているお兄ちゃんのすぐ隣に立っている。

　……本当は、こんなこと危険だって分かってる。

　もしお兄ちゃんが目を覚ましてしまえば、これまでの努力が一瞬で水の泡。いくらなんでもこんな時間に部屋に忍び込んでるなんて、言い訳のしようが無い。

　だけど……頭では分かっていても、理性は抑え付けられなかった。

「お兄ちゃんが悪いんだよ。あんなカッコいいところ見せるんだから……」

　そっと手を伸ばし、頰に触れる。右手から伝わってくる体温が、まるで私の体全体に流れ込んでくるみたいに、だんだんと熱くなってきた。

　もっと触れたい。もっと近づきたい。もっとお兄ちゃんを側そばで感じたい。

　気がつくと私は、お兄ちゃんの寝ているベッドの中へ、添い寝するような形で忍び込んでしまっていた。

「あったかい……」

　先ほど感じた温ぬくもりとは、比較にならない。まるでお兄ちゃんに抱きしめられているような感覚に陥り、意識が遠のきそうになる。

　やっぱりお兄ちゃん、大きいな。

　私が縮こまってしまっているせいかもしれないが、それでもやっぱり男の人なんだなと、自分と比較してそう思ってしまう。

　……最後にこうしてお兄ちゃんと一緒に寝たのはいつだっけ。まだ私が小さかった頃は毎日同じ布団に入っていたんだよね。

　あの頃は、お兄ちゃんとずっとこうしていられるんだと思っていた。大人になっても、ずっと二人で一緒なんだと、そう信じてやまなかった。

　だけど、今なら分かる。

　ああやって、ただ純粋にお兄ちゃんと触れ合える時間が、どれだけかけがえのないものだったかって。

　だからこそ、今この瞬間が凄すごく幸せ。今ここで死んでしまっても悔いは無い。そう思えるほどに、この場所は温かく、離れがたい場所であった。

「……んっ」

　お兄ちゃんの匂いが鼻をくすぐる。

　不思議だ。何だか頭がぼやっとして、理性が飛んでいってしまいそう。

　……そうしていると、じんわりと濡ぬれている箇所があることに気がついた。確かに体は火照っているが、暑さで汗をかいている訳ではない。

　こんなところでなんて……と、一瞬躊ちゆう躇ちよの気持ちが出てくる。だけど、溢あふれる気持ちは我慢出来ない。

「んんっ……はぁ、はぁぁ……」

　ゆっくりと指を動かしながら、隣で眠っているお兄ちゃんにバレないよう、小さく嬌きよう声せいを上げる。

　起こさないようにこっそりと……そんな背徳感が、より一層私の感情を高ぶらせた。

　──けど、足りない。

　これ以上無い状況なはずなのに、何な故ぜか私の心は、まだ満たされないままだ。

「指……」

　それは、今までに無い選択肢だった。

　普段は映像越しにお兄ちゃんを眺めながら、自分の指で触るしかなかった。

　──だけど、今はすぐ側にお兄ちゃんがいる。

　だけどそれは、今まで以上に危険な行為だ。そもそも今の状況だけでもかなりギリギリなのに、これ以上なんて……いつ目を覚ましたっておかしくない。

　そう、分かってる。分かっているんだけど……。

　我慢なんて、出来るわけがない。

　そうして私は、しっとりと濡れている右手では無く、空いたままの左手で、隣にいるお兄ちゃんの手に触れる。そうして気がついた。手のひらの大きさも、指の長さも、私の手とは全然違うんだなということに。

　そのまま指を絡め、手を繫つないでみる。多分、小学生のとき以来。

　……何故だろう、ただ手を繫いでいるだけなのに、心臓の高鳴りが止まらない。いや、この部屋に足を踏み入れてからずっとドキドキしたままだったが、より一層それが強くなったというか……。

　──とはいえ、今の目的は手を繫ぐことじゃない。

　もちろん今の状況も、これ以上ないくらい幸せだ。もしこのままの状態で眠りにつけたら……とも思う。

　でも今はそれ以上に、この指で快感を得たい。

　一人でするとき、いつも思っていた。

　今触っているこの指が、お兄ちゃんの指だったらいいのに……って。

　お兄ちゃんに触られたら、どれだけ気持ちいいんだろうって。

「ごめんね、ちょっとだけ……」

　小さく言葉をかけ、繫いだ手をそっと私のほうへ引き寄せ──

「～～～～ッ」

　あまりの快感に、思わず喘あえいでしまった。下半身だけじゃない。体全体に刺激が走り、思わず体がのけ反ってしまう。

　な、なにこれ……！　こんなの、気持ち良すぎて……。

　正直、今の数秒間でイってしまいそうになっていた。普段自分の指でするのとは全然違う。道具を使った時だって、こんな……。

　流石さすがにこれを連続でするのは体がもたないかもしれない。そう思い、上の方──私の胸の方へと引っ張り、パジャマ越しに触ってもらう。

「んっ……はぅ……」

　先ほどに比べるとやや劣るものの、自分で触るのとは大違いだ。

　……いや、もしかするとパジャマ越しだからなのかもしれない。下と同じように、直接触られたら……。

　そっとお腹なかを這はうように手を誘導する。寝るときはいつも下着を付けないんだけど、それがこんな形で役立つなんて。

「ぁんんっ……！」

　やっぱり、布越しとは全然違う。抑えきれない喘ぎ声が、言葉にしなくともそれを証明しているみたい。

　先端に指がこすれるたびに、声が溢あふれ出る。止まっていたもう片方の手でアソコを触りながら、もう片方でお兄ちゃんの指を動かす。

　ぐちゅぐちゅと音を立てながら、それでも止まることなく。ただこの快楽に身を任せ、激しく指を動かし続け──

「──イッ、んっっーーーー！」

　今まで感じたことのない絶頂感。びくんびくんと体をうねらせながら、徐々に力が抜けていくのが分かる。

「はぁ……はぁ……」

　頭の中が真っ白だ。今は何も考えられない。

　そうして改めて隣を向くと、すぐ目の前にお兄ちゃんの顔があることに気がついた。ちょっと顔を近づければ、それこそキス出来てしまいそうなほどに。

　そのまま私は、目を閉じゆっくりと顔を近づける。まるでそれが当たり前のことのように、少しずつ、少しずつお兄ちゃんの呼吸を肌で感じられる距離まで近づいて──

「──んんっ」

　そうして、あと数センチという距離まで来た瞬間、突然お兄ちゃんが小さく声を上げた。

「……!?」

　起きてしまった……!?　そう思い、慌てて身を引く。

　どうしよう、部屋に忍び込むだけじゃなく、ベッドの中にまで潜り込んでいることがバレてしまったら一巻の終わりだ……！

　気づかれないように、静かにベッドから抜け出す。そのまま部屋を出てしまおうかと一瞬考えたが、あまり大きな物音を立てるのは良くない。

「んー……」

　私が布団から出たせいか、徐々にお兄ちゃんの意識が目覚めようとしているのが分かった。そのまま起きてしまったら、バッチリと目が合ってしまう。

　そうして私は気がつくと……お兄ちゃんが寝ているすぐ近く、ベッドの下へと身を潜めていた。

　ど、どうしてこんなことに……。

　カメラを仕掛けた時、盗聴器を設置しに来た時、そしてお兄ちゃんの私物を漁あさりに来た時。これまで何度と無く、この部屋には侵入している。

　だが、ベッドの下に潜り込むなんて経験は、生まれて初めてだった。

　ギシッという音が上から聞こえてくる。こちらからは様子が見えないので、音だけが頼りだ。

　……あ。でもここ、ちょっとだけ良いかも。

　自分のすぐ上にお兄ちゃんが寝ている。そう考えると、こんなにも薄汚い場所なのに、何故か気持ちが高揚し、鼓動が早くなる。

　お兄ちゃんにバレそうなドキドキなのか、この空間に対してのものなのか分からなかった。

「……すー……すー……」

　やがて、また寝息が耳に入ってきた。どうやら眠りに戻ったらしい。

「……ふう」

　そっと小さく安あん堵どの息をつき、ベッドの下から起き上がる。本当はもう少しお兄ちゃんを感じていたかったけど……今日はここでおしまい。

　そのままゆっくり部屋を後にし、自分の部屋へと戻ってきた。

「あと……少し、だったな」

　自分のベッドに横になると、先ほどの光景がふと頭をよぎった。顔に息がかかるほどの距離。まるで抱きしめられているような感覚。寝顔、そして唇。

「……どうしよう、明日お兄ちゃんの顔、まともに見れないかも」

　そうして、鮮明に刻まれたお兄ちゃんの感触が蘇よみがえってきて……その夜は、結局眠りにつくまで二時間近くかかってしまった。
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「昨日は酷ひどい目にあったなぁ……」

　あの後、結局その場に取り残された僕は、七なな海みが戻ってくるのを待ち二人で帰宅することとなった。

　先に帰ってしまった朱あか莉りのことが気がかりだったが、どうも先に自宅へと戻っていたらしい。

「朱莉、大丈夫かな……」

　その後、朱莉はずっと部屋に閉じこもったままで一切部屋から出てこようとはしなかった。食事の時間にも姿を見せず、いつもは就寝前に入るお風呂も、僕が帰ってくる前にさっさと済ませて部屋から一歩も出てこなかった。

　そんな訳で、昨夜はノートを読めていない。

　あんなことがあった後だし、出来ればチェックしておきたかったんだけど……。

「──っと、そろそろ家を出ないと」

　時計の針が、学校へ行く時間を告げていた。

　気になることは山ほどあるけど、ひとまず考えをまとめるのは学校に着いてからでいいか。

　そんなことを考え、玄関へと向かうと。

「おっと……朱莉、おはよう」

　ちょうど身支度を整え、家を出ようとしている朱莉と遭遇した。

「…………ッ！」

　背後から声をかけられ驚いた様子の朱莉。

　そういえば昨日最後に声をかけられたような気もするんだけど……今朝はいつもと変わらず。

　まぁ昨日はかなり慌ててたみたいだしね、また一から頑張らないとかな。

　そう諦めていたのだが。

「…………ぁ」

　今朝の朱莉は、いつもとどうも様子が違っていた。

　いつもなら僕が声をかけてもすぐに無言で立ち去るはずなのに、今は何な故ぜかドアに手を置いたままフリーズしている。

　そして、明らかにこちらを意識しているようなそぶりで、小さく何かを言葉にしていた。

「……朱莉？　どうかした？」

　思わず気になり、ポン、と肩を叩たたきながら尋ねる。

　顔を見ると、例によって耳まで真っ赤だ。もしかしてだけど、昨日のことがまだ尾を引いてるのかな？

「～～～～っ！」

　すると、バンッと勢いよく手をかけていた扉を開け、物もの凄すごいスピードで玄関を後にしていった。声にならない叫びと共に。

「これは……どう受け止めれば良いんだ……」

　残された僕は、ただそう呟つぶやくことしか出来なかった。







「よし、じゃあ今日はこの辺で終わりにしよう！｝

　時刻は十八時過ぎ、部長が部活動の終わりを告げる。

　本当は今日も朱莉と一緒に下校したかったところなんだけど、流石に「妹と下校したいので部活動を休ませてください」なんて言える訳も無く。

　いや、それなら別の言い訳を考えればいいだけなんだけど……今朝の一件もあるし、何となく朱莉に声をかけにくいなと思っていたのもまた事実なわけで。

　あ、明日は頑張ろう……うん。

「ねえ優ゆう介すけ、この後ちょっと時間ある？」

　なんてことを考えながら帰り支度を整えていると、七海から声を掛けられた。

「大丈夫だけど、何か用事？」

「ちょっと話したいことがあって……昨日のことなんだけど」

　……ま、そうだよね。

『昨日のこと』がどこまでを指しているのかは分からないが、断る訳にもいかないだろう。

「分かった、確かに昨日は変な感じで別れちゃったしね」

　表情を見るに、どうも楽しい会話の雰囲気ではなさそうだ。







「ゴメンね、時間取らせて」

　学校近くのカフェに立ち寄り、七海からの話を聞く。

「いや、それは別にいいんだけど……で、話って？」

「うん、それなんだけど……ええっと、何て言うかな」

　そう口にすると、途端に何か言いにくそうな顔を浮かべ、口ごもってしまった。

「七海？」

「あー、うん。分かってる。今言うから」

　一体何を言うつもりなんだ。

「あのさ、実は昨日の朱莉ちゃんを見てて、ちょっと思うことがあるんだけど」

「うん」

「もしかしてさ、朱莉ちゃんって、優介のこと……好きなんじゃない？」

「…………え？」

　え？

「その、これはあくまで私の予想っていうか、確証は無いんだけど」

　突然の爆弾発言に思わず止まってしまった僕に、七海はこう続けた。

「朱莉ちゃんが優介のことを無視するのって、優介のことが嫌いだからじゃなくて、逆に好きだからなんじゃないかなって」

「……いやいやいや、それは違うんじゃないかな」

　待って、七海は突然何を言い出しているんだ。

「今まではさ、ずっと優介のことが嫌いなんだろうなって思ってたの。そりゃ、あんな態度見せられたら誰だってそう思うよね」

「……」

「でもね、前も言ったけど、ずっと何かおかしいなって思ってたの。昔はあんなにも仲が良かったのに、急変しすぎっていうか……」

　そういえば、金曜日ウチに来た時そんなことを言っていた気がする。

「それで、色々と確かめたくて昨日誘ったんだよね。もちろん優介の相談に協力するってのもあるけど……そもそもさ、もし嫌われてるんじゃなくて、別の理由があるんだとしたら、優介のやろうとしてることって意味無いんじゃない？」

　鋭い、随分と核心まで迫られている気がする。

「……で、七海の目には、昨日の朱莉はどう映ったの？」

「正直に言うと、多分優介は嫌われてないと思う。ううん、むしろ好かれてるんじゃないかな」

「けど、それは……」

「昨日のさ、先輩との一件」

　僕の言葉を遮り、七海は言葉を続ける。

「実はその前に、朱莉ちゃんと私が二人っきりになったじゃない？　ほら、優介が電話するって席を外した時。実はあの時、こう言ったの。『今日二人を誘ったのは、優介が知人に朱莉ちゃんとの仲を取り持って欲しいと頼まれてて、それで私が二人の間に入ったの』って」

　七海、その噓うそを朱莉に話したのか……。

「で、それを聞いて凄く動揺してた様子だったのよね。驚いているっていうよりは、凄く悲しそうな表情で……結局その後すぐに席を離れて行ったの」

「僕の知らないところでそんなことがあったんだ……」

「で、肝心なのはその後。山やま本もと先輩とのいざこざがあった時、朱莉ちゃんが何て言ってたか覚えてる？」

「朱莉が？　えっと」

「兄の悪口は、そこまでにしてもらえますか、よ。その後も、兄の方が魅力的だとか何とか。……ここまで聞けば、流石さすがに私も疑わざるを得ないっていうか、少なくとも優介は朱莉ちゃんから嫌われていないってのは予想がつくよね」

「……それはまあ、確かに」

　七海の言っていることは、まさにその通りだった。

　昨日、朱莉が先輩へ放った言葉の数々。思い返せば、僕のために怒っているとしか受け取れないようなものばかりだ。

「で、ここからは私の想像なんだけど、朱莉ちゃんはきっと優介のことが好きなのよ。でも、何らかの理由があって距離を置き続けている。それが何なのかは分からないけど……もしかしたら、私達が思っている以上に、優介のことを好きだと思っているのかもしれないね」

　……さて、大変なことになりました。

　七海達に相談を持ちかけたのは、迂う闊かつだったかもしれない。

「……七海の言いたいことは分かったよ。けど、ちょっと信じられないっていうか。今までの態度を見てても、とてもそうには思えないんだよね」

「ま、私のはあくまで想像だからさ。確証があるわけじゃないし。……けど、多分間違っていないと思う」

　確証が無いという割には、やけに自信ありげの七海。

「けど、仮に朱莉が……その、僕のことを好いているんだとしたら、わざわざ距離を置こうとするのはおかしいんじゃない？　兄妹なんだし、兄のことを嫌っていないんだったら、もう少し仲良くしてもいいと思うけど……」

「だから、よ。さっきも言ったけど、もしかしたら私達が想像している『好き』とは別の感情があるかもしれないって私は思ってる」

「それはつまり、僕のことを……」

「そう、一人の男性として好意を抱いている、そう言ってるの」

　仮定の話、七海は確かにそう言っていた。

　だが、彼女の表情からは、とてもそうとは思えない。

　自分の言っていることは正しい。真まっ直すぐな瞳が、そう僕に告げている。

「……それはつまり、朱莉は僕に好意を抱いているけど、実の兄だからって我慢してる、そういうこと？」

「まぁ、そう考えるのが妥当かな。自分にセーブをかけるって意味で優介と距離を置き続けているんだったら、今までの行動も納得がいくっていうか」

　……とりあえず、全てがバレたようでは無さそうだ。

　七海はあくまで『兄のことを異性として意識している』程度にしか思っていない様子。将来的に監禁計画まで企てるほど歪ゆがんだ愛を持っていることには、気づいていない。

　というか、気づかれたらもっと緊迫した空気になってるだろう。

「……だとしたら、僕はどうすればいいんだろう。知り合いに仲を取り持つと言った手前、このまま朱莉と距離を置き続ける訳にもいかないし……」

　ひとまず七海が核心に迫ってきている以上、この噓だけは何としても突き通さなくてはならない。下手すると、更に疑惑を深めてしまう。

「──一つだけ、いい方法を思いついたんだけど、言っていい？」

　と、今後のことを模索していると、七海が口を開いた。

「要はさ、朱莉ちゃんが優介のことを諦めるキッカケがあればいい訳でしょ？　自分の思いに決着を付けるというか、諦めざるを得ない状況になれば、もしかしたら改善するかもじゃない？」

「まあ、それは確かに」

「優介自身が朱莉ちゃんに『諦めてくれ』って伝えるのが一番だと思うけど、それは出来ないじゃない」

「あくまで仮定の話だしね……。それに、もし本当にそうなら、僕としては朱莉自身が自分の間違いに気づいてくれるのが一番だと思う。出来ることなら僕が関与せず解決してくれると良いんだけど」

「……だったらさ、優介に彼女が出来ればいいんじゃない？」

「え？」

　突然の提案に、思わず声が漏れてしまった。

「だから、優介に彼女がいれば、朱莉ちゃんも諦めるんじゃないかなってこと。好きな人に彼氏彼女がいたら、諦める理由には十分だと思うけど……どうかな？」

　……そ、それはどうなんだろうか。

　確かに理屈としては分かる。分かるんだけど……朱莉に至っては、必ずしもその理屈が通る相手とは思えない。

　そもそも七海の推理は、半分正解で半分不正解って状態だし。

「確かに言いたいことは分かるけど……けど、そもそも交際する相手がいないから無理だよ」

「いるじゃない？」

「え？　どこに？」

「……だから、私と付き合えばいいじゃないって言ってるの」

　徐々に弱くなっていく声色。だが、七海の言った言葉を、僕の両耳は一言一句聞き逃すことは無かった。

「僕が……七海と？　え？」

「……私と付き合うのは、嫌？」

　気がつくと、耳まで真っ赤にした七海が、心配そうな面持ちでこちらを見ていた。

　こんな七海を見るのは初めてだ。……というか、不覚にもちょっと可愛かわいいと思ってしまった自分がいる。

「い、嫌って訳じゃないけど……その、急に言われてビックリしたっていうか、そもそも七海は良いの？　好きでもない相手と付き合うなんて」

　だが、そう返すと七海は大きくため息をついた。

「はぁ……鈍い鈍いとは思っていたけどここまでとは……」

「鈍い……？　僕が？」

「他に誰がいるの？」

　呆あきれた表情の七海。

　って、その言い方だとまるで。

「まるで僕のことが好きって言ってるように聞こえるんだけど……」

「……だから、そう言ってるんだけど」

　…………え？

「……待って、協力するために冗談で、とかじゃなくて？」

「冗談でこんなこと言うと思う？」

　そう告げる七海の表情は、とても真剣なものだった。

　冗談を言っているようには見えない。

「……ごめんね、突然こんなこと言っちゃって。迷惑、だよね？」

「いや、迷惑なんかじゃ……」

　迷惑かどうかと問われれば、決して迷惑なんかじゃない。

　僕だって男だ。それがたとえ幼おさな馴な染じみであったとしても、女の子からの告白に喜ばないわけがない。

　ただ……それと、この告白を受けるかは別問題。

　七海のことは嫌いなんかじゃない。いや、むしろ好きだ。

　だけど、その好きは、あくまでも幼馴染として、友人としての好意であって……正直、今まで七海を女の子として意識したことは一度も無い。

　それに、何より朱莉のこともある。

　少なくとも朱莉の計画を止めるまでは、誰かと付き合うだとかそういうのは……。

「──でもね」

　答えに困る僕に対し、七海が沈黙を破る。

「今すぐに答えが欲しいって訳じゃないの。いきなりこんなこと言われてもビックリするだろうし、出来ればゆっくり考えて欲しいっていうか……」

「で、でも……それは」

「いいの、私がそうして欲しいんだから」

　七海の提案は、いわば『告白の返事の保留』だ。

　答えを先延ばしにするだけ。

　そんな適当なこと出来る訳が……と思う反面、その提案に助けられている自分がいるのもまた事実。

　この場で答えを問われれば、僕はきっとノーと言うだろう。七海のことは好きだけど、今の僕は彼女の好意に応えることはしない。

　けど、そうすると僕らの関係は大きく変わってしまう。きっと、これまでみたいに過ごすのは無理だ。

　それは……出来れば避けたい。

　都合の良いことを言っているのは自覚しているけど、七海との関係はなるべく崩したくないっていうのが、十年以上幼馴染を続けてきた僕の本音。

「それで、ここからが本番なんだけど」

「本番？」

「そ、今の告白は……まぁ忘れて欲しいとは思わないけど、一旦置いておいてくれると助かるかな。で、私が本当に伝えたかったことっていうのは、私と〝付き合うフリ〟をしないかってことなの」

「……付き合う、フリ？」

　フリってのはつまり……どういうことだ。

「さっきも言ったけど、仮に朱莉ちゃんが優介のことを異性として意識しているなら、それを諦めさせるためにも彼女を作るのが良いんじゃないかって私は考えてるの」

「それは、まあ」

「でも、優介には今すぐに交際を申し込めるような相手はいない」

「……つまり、その相手として七海が立候補してくれるってこと？」

「正解。そしてこれは、同時にお試し期間でもあるってわけ」

「お試し？」

「優介はさ、私のこと嫌い？」

「まさか！　そんなわけ」

「でも、私のことを異性として見たことは無いでしょ？」

「……まぁそれは、うん」

　そこを指摘されるとちょっと申し訳ないところではあるが、事実は事実だ。

「だからさ、朱莉ちゃんを諦めさせると同時に、私のことを『幼馴染』っていう枠から外して見て欲しいの。付き合うフリを続けていく中で、やっぱり私のことを好きになれないっていうなら諦めるから」

　あまりにも色々なことが一気に起こりすぎて頭がパンクしそうだけど、七海の言いたいことも分かる。

　確かに今の僕は、七海に女性としての好意を抱いてはいない。けど、それは単に今までそういう目で見たことが無いからであって、こうやって意識を変えられるとそれもどうなるか……。

　僕には、この提案が最善策とは思えない。思えないけど……でも、七海の気持ちを考えると、どうにも断りにくいというか。

　そうして、悩んだ末に出した結論は。

「……分かった。褒められたことじゃないとは思うけど……七海のその提案、受けさせてもらうよ」

　本来の目的である『朱莉に諦めを付けさせる』ってところに関しては正直期待していないけど……こればっかりはどうなるか分からない。

　何だか二人に対して凄すごく中途半端なことをしているような気もするんだけど、やっぱり僕には七海の提案を断ることは出来なかった。

「本当!?　嬉うれしいな……」

　僕の答えに笑顔を見せる七海。そんな彼女の表情を見て、少なくとも悲しませるよりは良かったのかなと自分に言い聞かせる。

「じゃあとりあえず今日から恋人ってことで！　……ま、仮だけど。これからよろしくね」

「そうだね。今でもちょっと申し訳ない気はするけど、色々とよろしく出来たら助かるかな」

　なるべく早く答えを出そう。どんな結果であれ、いつまでも続けるわけにはいかない。

「さて、私のこともそうなんだけど、今は朱莉ちゃんが優先ね」

「あー……朱莉には僕から話すよ。勿もち論ろん、フリだってことは隠して。まあ何も変わらないと思うけど……」

　僕らが交際を始めたと伝えて、朱莉はどんな反応を見せるだろうか。流石さすがに僕も予想がつかない。

　けど、これだけは分かる。

　朱莉は恐らくそれを歓迎することは無いだろうし、僕のことを諦めることも無いはず。

　自分で言うのもあれだけど、朱莉の僕に対する好意は、そんな軽いものじゃない。

　果たしてどうなるか……。

「まぁ、私の考えが正しいにしろ間違ってるにしろ、ひとまずは朱莉ちゃんを優先に行動するってことで。私のことはそれからでも大丈夫だから」

「分かった」

　とはいえ、ここまで来てしまったら後戻りは出来ない。

　ひとまず朱莉に僕らのことを伝えて、様子を見よう。

　もしかしたら、計画を考え直してくれるかもしれない。……まあ、限りなく望み薄だけど。

「あ、それと一つだけ。朱莉ちゃんに私たちのことを報告するとき、こう伝えて欲しいの。『朱莉ちゃんのお陰で付き合うことが出来たよ』って」

「それは別に構わないけど……朱莉のお陰って、どういうこと？」

「多分朱莉ちゃんに言えば伝わるから、優介は気にしなくて大丈夫。お願いね」

　朱莉のお陰……？　まぁ確かに昨日の一件があったからこういう話になってるわけだし、あながち間違いでもないのかな。







「ただいま」

　七海との相談を終え、自宅へ戻ると時計の針は既に二十時を超えていた。

　母さんに確認してみると、すでに朱莉は帰宅済みだという。

　あの後、七海とは「付き合い始めたことを伝えるのは身近な人間に留とどめる」ってことで落ち着いた。身近な人間……とりあえず嘉よし樹きには明日伝えるとして、まずは朱莉だ。

「それじゃ優介も帰ってきたことだし、ご飯にしましょうか」

　家族全員が揃そろい夕食を済ませる。タイミングとしては、食後に各々が食卓から離れた時がチャンスだろう。

「──ご馳ち走そう様さまでした」

　こういう時、揃って夕飯をとる我が家の習慣が役に立つ。

　食器を片付け部屋へ戻ろうとする朱莉に続きリビングを離れる。よし、階段まで来れば両親には聞こえないだろう。

　あくまでフリの状況なわけだし、特に母さんにはまだ知られたくない。

「朱莉、ちょっと話があるんだけど」

　階段を登る朱莉の足が止まった。

「実は、今日から七海と付き合うことになったんだ」

　やはりというべきか、返事はない。

「こんなこと報告されても困ると思うけど……七海が、朱莉ちゃんのお陰で付き合えたよって言ってたから」

　七海に頼まれていた言葉を伝える。まぁ確かに、こういう理由があれば不自然ではないのかも。

　そう、簡単に考えていたんだけど。

「……朱莉？」

　急に朱莉の様子が変わった。具体的には、急に体が震えだしたというか。

「……やられた」

　距離が離れていてハッキリと言葉は聞こえなかったが、小さく何かを呟つぶやき、朱莉は部屋へと戻って行く。

　それを追いかけるわけにもいかず、残された僕は、

「効果あったのかな……」

　と、呟くことしか出来なかった。

　ま、後でノートをチェックすれば分かるか。




「……あれ？」

　その後、いつものように朱莉の部屋でノートを確認していると、何な故ぜか今日の日記が更新されていなかった。

　まぁお風呂上がりに書くこともあるし、そういう日は翌日にまとめて読むようにしていたんだけど……今日に関しては、絶対にもう更新されていると思ってたから、ちょっと拍子抜けだった。




　　　　◇




　朱莉のことも気になるけど、今日から七海の恋人（仮だが）として、彼女ともしっかり向き合おう。そう気合を入れた七月の朝、事件は朝食が用意された食卓で起こった。

「母さんたち、先に出たのか」

　玄関を確認しながらリビングに入ると、一人で朝食をとっている朱莉と出くわす。ここ最近すっかり恒例行事になった、朱莉との無言朝食タイムの開始だ。

「おはよう、朱莉」

　いつも通り挨拶を飛ばす。そしていつも通り朱莉からは何の反応もなく──

「──おはよう、お兄ちゃん」

　…………あれ、僕はまだ夢を見ているのか？

「……？　どうしたの、お兄ちゃん」

「……えっ!?」

　どうしたの？　はこっちの台詞せりふだよ!!

「朱莉……だよね？」

「何言ってるの？　早く食べないと遅刻するよ」

　何をおかしなことを、といった表情でこちらを見つめる朱莉。

　やっぱり夢だ、これは夢に違いない。

　だって……朱莉がこんなに普通に話しかけてくるなんて、おかしいじゃないか!?

「そうだ、お兄ちゃん」

　混乱する僕に、更なる追い打ちをかける。

「今日、一緒に学校行こう？」

　……七海さん、どうやら貴方あなたと向き合うのは、ちょっと厳しいかもしれません。







「……あのさ、朱莉」

「何？　お兄ちゃん」

　さも当たり前のように隣を歩く妹。学校へ向かう道すがら、ようやく冷静さを取り戻した僕は朱莉へ当然の質問を投げる。

「その、急にどうしたの？」

　昨日まで頑かたくなに言葉を交わそうとしなかった朱莉が、今日になって突然態度が急変した。気にならない方がおかしいというか、それを素直に受け入れられるほど僕の心には余裕がない。

「……別に、深い意味は無いよ。最近ずっと話しかけてくれるし、いつまでも無視するのは悪いかなって」

　どう見ても噓うそだ。言葉から明らかに動揺が感じ取れる。

　朱莉って、一見完璧人間にしか見えないんだけど、やっぱりアドリブに弱いっていうか……普段がどうなのかは分からないけど、案外抜けてるところが多いのかもしれない。

　とはいえ、ここは素直に騙だまされておこう。
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「そっか、それなら良かった。僕もまた朱莉とこうして仲良くできて、嬉しいよ」

　そう答えると、朱莉は恥ずかしそうに顔を赤らめ、静かになった。とはいえ、今回のは無視されているというより、返事に困っているといった感じだが。

　……さて、今のうちに状況を整理しよう。

　昨日、「七海と付き合い始めた」と伝えた。すると翌朝、朱莉の態度が急変。今までずっと無視を貫き通していた朱莉が、突然普通に会話を交わしてくれるようになり、ついには一緒に登校することに。

　……間違いなく、昨日の出来事が関係しているよなぁ。

　ノートは更新されていなかったが、流石さすがにここまで露骨だといくら僕でも気づく。理由は定かではないけど、少なくとも僕と七海が付き合い始めたことが原因なのは間違いない。

　というか、朱莉がこうして話しかけてくれるのであれば、もう計画のことを気にする必要はないのでは？

　朱莉が無視を続けていたのは、僕との不仲をアピールするためだったはず。それなのに、こうして兄妹仲良く登校しているのを気にする様子もないし、むしろ向こうから誘ってきている状況だ。

　つまり、僕が望んでいた結果が出ているってことになるんだけど……何だろう、この嫌な予感は。

「ねえ、お兄ちゃん。聞きたいことがあるんだけど、いい？」

　しばらく黙っていた朱莉が、突然口を開いた。

「な、なに？」

「お兄ちゃんはさ、春はる瀬せさんと……その、付き合い始めたんだよね？」

「あ……うん、そうだけど」

「それは、どっちから告白したの？」

「告白？　えっと、七海からだけど」

「……ふーん。分かった、ありがとう」

　そう口にすると、また黙りこくってしまった。

　……え!?　一体今の質問にどんな意味が!?

　あまりの変化に戸惑い、朱莉の言葉一つ一つに何か裏があるのではと勘ぐってしまう。

　朱莉、何を考えているんだ……。







「朱莉ちゃんが？」

　その後これといった会話もなく朱莉とは別れ教室へ着いた。待っていた七海に今朝の出来事を話す。当然七海も驚くことだろう……と思ったのだが。

「ふーん、なるほどね」

　思っていた反応ではなかった。

　というかむしろ、「やっぱりね」と言わんばかりの表情を見せている。

「なるほどって、七海は驚かないの？」

「ん？　もちろん驚いてるよ。こんなにも早く結果が分かるなんて、ビックリした」

「結果？」

「あーこっちの話。優介は気にしなくて大丈夫」

　そんなこと言われると逆に気になるんだけど……まぁ女性同士、何か感じるところがあったのだろうか。

「それで、これからどうしよっか」

「どうするって？」

「ほら、優介の知り合いと朱莉ちゃんが付き合えるように協力するんでしょ？　また会話ができるようになったわけだし、チャンスなんじゃない？」

「あー……」

　そういえば、そういうことになってるんだっけ。

「まぁそれは機を見て追々と……って感じかな。あまりの急変に僕もまだついていけてないし、もう少し様子を見てみるよ」

　そう答えると、七海は一言「そっか」と言い、納得してくれた。

　ひとまず今夜、朱莉のノートを確認してみようと思う。

　昨日の件が絡んでいるのは間違いないし、それを見れば何かヒントがあるかもしれない。

「……ねえ優介」

「ん？」

「そういえばさ……私たちってさ、一応付き合ってるんだよね？」

　ちょっぴり恥ずかしそうに告げる七海に、思わずこちらまで顔が赤くなる。

　そうだ、朱莉の急変にばかり気をとられていたけど、僕らは昨日から恋人同士になったんだった。仮の関係とはいえ、七海は僕への好意を口にしてくれている。

「もちろん。朱莉の変化には驚いているけど、それとこれとは別だよ。僕自身が答えを出すまでは、七海にもしっかり向き合っていきたいと思ってる」

　そう正直に伝えると、「だったら」と七海が口を開き、

「今週の土曜日、一緒に出掛けない？　ほら、この間は朱莉ちゃんと三人だったけど、今回は二人っきりで」

　……これは、いわゆるデートの誘いってやつでしょうか。

　そりゃ今までも七海と二人で出掛ける機会は沢山あったけど、今回のは今までと大きく違う。そう、付き合っているカップルが出掛けるんだから、それは間違いなくデートだろう。

「……ダメかな？　何か用事があるなら別の日でもいいんだけど」

　僕からの反応が無かったからか、心配そうな表情を浮かべる七海。違うんだ、用事があるとかそういうんじゃなくて……これはその、面食らっていたというか。

「あっ！　ゴメン。土曜日だよね？　うん、僕は別に用事もないし、大丈夫だよ」

「ホント!?　ならさ、一緒に映画に行かない？　ほら、最近話題の作品なんだけど、部活の参考にもなるかなって……」

「映画か……うん、良いね。じゃあそこにしようか」

　デートスポットとしては無難な選択の気もするが、七海がそれで喜んでくれるならそうしよう。

「じゃ、また連絡するから！」

　そう言うと七海は自分の席へと戻っていった。

　朱莉の様子も気になるところではあるが、七海と向き合うと決めたのも自分だ。とにかく今は、二人と上手うまくやっていかなければ。

「ちょいちょい」

　と、決意を固めていると、不意に後ろから肩を叩たたかれた。

「誰かと思ったら嘉樹か。どうしたの？」

「いやさ、ちょっとお前らの話を近くで聞いてたんだけど……なに、お前らついにそういう関係になったのか？」

「あー、聞いてたんだ……。えっと、一応そういうことになるかな」

　そう言うと嘉樹は、随分と驚いた表情を浮かべる。

「はー、マジか。優介って春瀬のこと好きだったんだな。そういう素振り全く見えなかったから全然気づかなかった」

「ははっ……まあね」

　正確には付き合ってるフリなんだけど、ひとまずは黙っておく。

「で、告ったのはもちろん向こうからだろ？」

「そうだね、七海から告白を……って嘉樹、もちろんって」

「お前、まさかとは思ってたけど、ずっと気づいていなかったのか？　春瀬がお前のことを好きだって、多分みんな気づいてるぞ」

「えっ……」

　そういえば七海も「鈍い」と言っていた気がする。幼おさな馴な染じみだからってのもあるだろうけど、まさかそんなに分かりやすかったのか……。

「ま、とりあえずおめでとうと言っておこう。俺もいつお前らがくっつくのか気になってたし、ようやく胸の痞つかえが取れたようだ」

「あはは……ありがとう」

　……これ、もし僕が七海の告白を断ったらどう説明すればいいんだろう。嘉樹は完全に僕たちの仲を信じ切ってるようだし、もしこれで「実は付き合ってたフリをしてたんだけど、七海のことは振ったんだ」って言ったら、流石に最低すぎるのでは？

　いや、そもそも告白の返事を保留してる僕が悪いんだけどさ……。

「そういえば優介、朱莉ちゃんのことは良かったのか？」

「あー、そのことなんだけど、この間の相談は忘れてくれて大丈夫だよ」

「え？」

「なんか、解決したっていうか……うん、僕もちょっとまだよく分かってないんだけど、とりあえずもう問題はないかな」

「そうなのか。まぁ優介が良いならいいんだけどさ」

　嘉樹にも朱莉の変化を教えた方が良いかなと一瞬思ったが、まだ急変した理由も分かってないし止やめておく。

「ま、ひとまず週末のデート頑張れよ」

　やけに嫌な笑みを浮かべながら、ポンポンと二度僕の肩を叩き嘉樹は自分の席へと戻っていった。朱莉のことでからかわれるのは慣れているけど、これからは七海のことも追加されるのか……。







「よし、そろそろ行くか……」

　夜になり、朱莉がお風呂に向かったことを確認し、ノートの場所へと向かう。

　結局帰ってからも朱莉の様子は変わらず、当たり前のように「お帰り」と挨拶をしてくれるし、食事中も普段通りと言わんばかりの顔で僕に話しかけてきた。

　両親、特に母さんは随分と驚いていたけど、元々僕らには仲良くして欲しいと言っていたので、やたらと上機嫌だった。

　これで母さんたちは、完全に僕らが和解したんだと思うことだろう。それを朱莉が良しとしているってことはつまり、計画の実行を諦めたということになる。

「……とりあえず、ノートを読めば全て分かるか」

　何だかテストをカンニングしているような気分になるが、実際朱莉に関するアレコレは、このノートを読めば大体分かるんだから仕方ない。同じくらい、自分に関しての情報が入ってくることだけが難点だけど。

「さて……昨日のページは」

　いつものようにページをめくる。今日は七月十四日だから、十二日からチェックすれば……って、あれ。

『　　　　　　　　』

　最新のページにあたるはずの、最終ページを開く。だが、ノートは何な故ぜか三人でデートした七月十二日分で止まっており、それ以降の内容が一切書かれていなかったのだ。

「どうなってるんだ？」

　昨日しっかり確認していなかったけど、デート当日から更新されていないようだ。

「もしかして二日連続で書き忘れかな？」

　そう呟つぶやく自分に対し、それは無いと即座に頭の中で否定する。

　今日まで朱莉は、一日たりとて日記を書くのを欠かしたことが無い。それなのに、二日も何も書かれていないんだ。何かがおかしい。

　念のため別のページも確認してみたが、やはり昨日、今日の日記はどこにも書かれていないようだった。

「……ノートを書くの止めたのかな」

　現状、考えられるのはそれくらいだった。

　恐らくはこれも、朱莉の変化と関係があるんだろう。だけど、その答えが載っているはずのノートに何も書かれていないのでは分からずじまいだ。

　結局その夜は何も分からないまま、部屋を後にすることとなった。




　　　　◇




　土曜日がやって来た。

「ねえ、お兄ちゃん」

　朱莉の態度が急変してから、今日でちょうど五日目。こうして朱莉から話しかけられることにも違和感は少なくなってきたけど……結局未いまだ、理由は分からずじまいのまま。

「な、何か用？」

「春瀬さんとはどう？」

「え？　七海と？」

「今週から付き合い始めたって言ってたけど、どんな感じなのかなって」

　あくまで朱莉は「恋人ができた兄を気にする妹」といった体で僕に問いかけてくる。無論この質問に含まれている意味合いが、そんな甘っちょろいものではないというのは重々分かっている。

　が、とにかく朱莉が今何を考えているのかが読めないので、ここは深く考えずにありのままを口にした方がいいだろう。

「うーん、元々幼馴染としての付き合いが長いから、それほど大きな変化はないかな……ああでも、今日はこれから一緒に映画へ行く予定が──」

「チッ……」

「──あるんだけど……って、今何か言った？」

「別に何も言ってないけど？」

　いやいやいや、今完全に舌打ちが漏れてたよね!?

「それよりお兄ちゃん、今日は雨みたいだよ？」

「いや、ついさっき天気予報で思いっきり晴れ予想出てたけど……」

　あまりにもサラッと噓うそをつくからビックリする。

　というか、行き先映画館だし天気関係無いね……。

「……まぁ──すれば……」

　あ、今度は何かよからぬことを考えている様子だ……。何を呟いているのかまではハッキリと聞き取れなかったが、ろくでもないことであるのは間違いない。

　最近の様子の変化を見て、「少しは朱莉も更生してくれたかな」と思ってたんだけど、やっぱり根っこの部分は変わっていないみたいだ。

　最近はノートが更新されないので、何を考えているのかってのは、こうして朱莉の態度から読み取っていくしかない。とはいえ、こうして接すると、案外分かりやすい性格をしているんだなってことにも気がついた。

　意外と思ってることが口に出るタイプというか、今のだって僕は敢あえて気づかないフリをしてスルーしてるけど、普通にアウトな発言だと思う。

　当の朱莉本人は、自分がブラコンであることを未だに隠し通せてると思っているみたいだけど……。

「そ、それじゃ行ってくるから」

　待ち合わせにはまだ余裕はあるが、これ以上朱莉と喋しやべっているとこっちまでボロが出そうになってしまう。それにしても、いつまでこの状態を続けられるだろうか。







　……やっぱりおかしい、この状況はどう考えてもおかしい。

　家を出て三十分、駅前で七海が来るのを待ちながら、ふとそんなことを考えていた。

　いや、休日に彼女とデートをする。それ自体は特におかしな点は無い。

　たとえそれが仮の関係だったとしても、休みの日に女の子と映画館へ行く。それだけでも一男性としては随分と幸せなことだと思うし、僕だって楽しみにしていなかった訳ではない。

　ただ……そんな僕の様子を、実の妹が遠くから監視している。そんな現実さえなければ、手放しで喜べたことだろう。




　あー……朱莉、こっちを見てるなぁ。




　遠くからこちらを凝視している怪しげな影。マスクをし、深めに帽子を被かぶっている。どうやら変装しているつもりなんだろうけど、僕には一発で朱莉だと分かった。

　何故分かるのかって？　だって、自宅からずっとついて来てたもの。

　こちらを意識している人影に気づいたのは、家を出て三分後の出来事だった。

　流石にもうちょっとカモフラージュというか、時間差を置いて家から出てくるとかすればいいのに……と、思わず加害者にアドバイスを送りたくなる気持ちを押し殺し、もしかすると僕の気のせいかも、という限りなく低い可能性に期待しながらこうして駅までやってきたのだが……僕の背後をつける怪しい人影は、とうとう最後まで消えることなく、ここまで来てしまった。

　まさか尾行までしてくるとは……。

　とはいえ、僕は今も『気づいていないフリ』を続けている。

　あれで一応は変装しているつもりなんだろうし、僕にはバレずこっそり尾行しようって魂胆なんだろう。そこへ僕が声をかけてしまえば、面倒なことになるのは明白だ。

　ま、まぁこうして遠くから監視されるだけなら……と、無理やり自分に言い聞かせる。

　いや、この状況が明らかに異常だってのは分かってるけど、かといってどうすることも出来ないし、ひとまずこのデートがつつがなく終われるように注意するしかない。

　けど、これじゃ七海とのデートに集中出来ないかもしれないな……。

「ご、ゴメン！　お待たせ！」

　と、考え込んでいると七海の声が聞こえてきた。

　改札から僕の姿を見つけたのか、ここまで走ってきたらしい。

「おはよ、七海。僕が早く着いただけだからまだ大丈夫だよ」

「けど、待たせちゃったから……ね」

　もう一度、ゴメンねと口にし、ゆっくりと息を整え始めた。

　七海は今日も、夏らしさを感じるラフなスタイル。うん、朱莉ほどではないかもしれないけど、やっぱり七海も相当可愛かわいい部類に入るだろう。

「そういえば、映画って十四時からだよね？　まだ時間があるけど、先にお昼にする？」

「あ、そうそう。そのつもりでこの時間にしたの。この近くに、美味おいしいオムライスのお店があるらしくて、一緒に行きたいなって」

「なるほどね、じゃあまずはそこに行って、お昼を済ませたら映画って感じかな」

　地図検索アプリを開き、七海からお店の名前を聞く。……なるほど、徒歩十分ってところか。

「よし、じゃあ行こうか」

　と、目的地へ向かおうとすると、七海が何か言いたげな顔でこちらを見つめてきた。

「……？」

　その表情はまるで「察しろ」と言っているようだったが……あっ、そうか。

「今日も随分とオシャレだね。素敵だと思うよ」

　これはデートだ。ならば、女性の服装を褒めるのは、男として当然の義務。

　きっと七海も、このことを言いたかったんだな。

　と、思っていたんだけど。

「……あ、ありがと」

　予想以上に照れた表情を浮かべられた。まるで、予想していなかった答えが返ってきたような反応だ。

　あれ、間違えた……？

「い、いや……その、純粋にそう思っただけだから」

　つられてこっちまで照れてしまう。

「そ、その……私が言いたかったのは、ね？」

　そう言いながら、恥ずかしそうな面持ちで顔を伏せていた七海が、バッと僕の右腕に抱きついてきた。……って、ちょっと待った！

「な、七海……!?」

「ほ、ほら。私たち、一応恋人同士でしょ？　なら、腕を組むくらい普通……じゃない？」

　ギュッと抱きつかれた腕から、七海の体温が伝わってくる。それから、随分と柔らかい感触も……。

　あ、これマズいぞ。

　つい最近まで女性として意識したこと無かったけど、こうして触れるとやっぱり女の子なんだなぁ……とか、柔らかいなぁ……とか、可愛いなぁ……とか、色々な感情が頭を巡る。

　実際、嘉樹曰いわく、七海もそれなりに男子人気は高いらしい。学年単位で言えば、トップスリーに入るほどだという。

　そんな相手からここまで真まっ直すぐな好意を示されて、意識するなってのが無理な話だ！

「あー……えっと」

　おかしい。七海相手で会話に困ったことなんか無いんだけど、今は恥ずかしさやら何やらで、何を喋っていいのか分からない。

　そのまま数秒無言の時間が続き。

「じゃあ行こ──」

　──ピリリリリリリ。

　そのまま歩こうとした瞬間、突然僕の携帯が鳴り出し二人の足が止まった。
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「ゴメン七海、電話みたいだ」

　そう言うと、サッと組んでいた腕を解き、離れる。ああ、少しだけ名残惜しい。

「誰からの電話だ？　……って」

　ポケットから取り出したスマートフォンの画面に表示されていたのは、

『着信　並なみ木き朱莉』

　の文字だった。

　……しまった、浮かれててすっかり忘れてたけど、今この瞬間もどこかで朱莉がこっちを監視しているんだった……！

「もしもし、どうしたの？」

　動揺を悟られないように、普段通りで通話に応じる。

『あ、お兄ちゃん。えっとね、今日の晩御飯何が食べたい？』

「え？」

『だから、晩御飯。何が食べたいのかなって』

「……それ、今聞かなきゃ駄目？」

『まあね。今から夕飯の買い物に行くから』

　なんて堂々とした噓うそを……。

「あー、じゃあカレーでいいよ。カレーで」

『カレーね、了解。……早く帰ってきてね？』

　通話終了。実に二十秒程度の会話時間だった。いやいや、これならメッセージで良かったのではっていう意見は多分意味無いだろう。

「……今の、朱莉ちゃん？」

　画面を閉じると、七海が静かに口を開いた。

「正解。今から買い物に行くから、晩御飯の希望を教えてくれって」

「ふーん……なるほどね」

　微妙な空気が漂う。

「そ、それより早く行こうか！　急がないと混むかもしれないし！」

「……そうね、早くしないと」

　そのまま、なんともいえない距離感で店へと向かう。お互いに、もう一度腕を組もうかとは言える感じではなかった。







「うん、美味しい！」

　お店に着き、注文すること三十分。運ばれてきたふわふわ半熟のオムライスは、まさに絶品と称するにふさわしい一品だった。

「確かに、これは美味うまい」

　思わず感想が口から零こぼれる。

　お昼時というのもあるだろうが、店内はまさに盛況。僕たちのように男女の組み合わせで訪れる人達もいれば、子供連れの家族、あそこには主婦と思おぼしき女性のグループまで、老若男女全ての人が食事を楽しめる、凄すごく雰囲気の良いお店だった。

「優介が頼んだのは、ビーフシチューソースだっけ？」

「そうだよ。七海の頼んだケチャップソースと迷ったけど、結局こっちにね」

　うん、この店には絶対また来よう。次はケチャップソースも食べてみたい……。

　と、そんな僕の心の声が聞こえたのか、七海がこんな提案をしてきた。

「ね、ちょっとだけ交換しない？」

「交換って……お互いのを食べ合うってこと？」

「そうそう、私もビーフシチューソース気になってたし！」

　それは嬉うれしい提案だ。うん、実に嬉しい──

「──じゃ、あーん」

　……うん、急に食べるのが憂鬱になってきたよ!?

「な、七海……それはちょっと」

「ほ、ほら。私も結構恥ずかしいんだから、早く食べてよ……」

　違う、違うんだ。恥ずかしいとかそういうんじゃ……ああ、いや恥ずかしいってのもちょっとあるけど、そうじゃなくて！

「……食べないの？」

　固まる僕を見て、不安げな顔をする七海。

　だ、駄目だ……！　いくら朱莉が見ているかもしれないからって、ここで退ひくのは申し訳ない……！

　よ、よし。行くｚ──

　ガッシャーーーーーン。

「お、お客様！　大丈夫ですか!?」

　七海の差し出したスプーンに口をつけようとした瞬間、店の奥から急に大きな音──コップか何かが割れる音が聞こえ、動きが止まってしまった。

「すぐに片付けますので、少々お待ちください！」

　店員が慌ただしく動き出す。

「「…………」」

　店内が騒然とする中、なんとも気まずい空気が流れるテーブルが一卓。互いにしばし見つめ合った後、そっと僕の方へ向けていたスプーンを自分の口へと運ぶ七海。

　それを確認し、僕も静かに自分のオムライスに手を付けるのであった。

　……どう考えても朱莉だよね。







「えっと、今日見る映画はどれだっけ？」

　店内を後にし、本日の目的地である映画館へと到着。上映まで二十分ほど。ちょうど良い時間だ。

「今日はね、この『あなたの名前は』って映画なんだけど、いま凄く話題の作品なんだって」

　なるほど、アニメ映画か。

　普段あまり映画は見ないから知らなかったけど、話題の作品とあれば期待も持てる。

「じゃ、チケット買ってくるよ」

「え、いいよ！　一緒に行くから」

「大丈夫だって、ここは僕に払わせてよ。……ほら、一応デートなんだし、男がカッコつける場面でしょ？」

「優介……うん、じゃあお言葉に甘えちゃおっかな。えへへ」

　ゴメン七海、これはせめてものお詫わびの気持ちとして受け取って欲しい。

　今日一日、朱莉からの妨害を受ける、せめてもの償いとして……。







「じゃあ中に入ろうか」

　二人分のチケットを購入し、シアターへと入る。えっと、僕たちの座席は……。

「ね、ここじゃない？」

　館内のちょうど真ん中、スクリーンから遠すぎず、近すぎずといった中々の好ポジション。うん、ここならゆっくり楽しめそうだ。

　それに、映画館の中なら朱莉も妨害なんてしてこないはず。電話なんてもってのほかだし、大きな音を立てるわけにもいかない。

　ふう……やっと一息つけ──。

「──あ」

　と思ったのも束つかの間ま。入り口から現れた怪しい人影を見て、思わず声が出てしまった。

「ん？　どうかした？」

「ああ、いや。何でもないよ」

　朝から見覚えのある怪しい人影は、僕らの座席を通り過ぎ、そのまま一つ後ろの列で止まる。そうしてちょうど真後ろらへんの位置の座席に、ドカッと座った。

　いやいやいや、幾らなんでも大胆すぎませんか!?

　幸い、隣に座っている七海は、先ほど購入したパンフレットに夢中で怪しい存在には気づいていない様子。とはいえ、すぐ真後ろだといつ気づいてもおかしくは無い。

「ね、優介」

「な、なに？」

「いや、パンフレット読むかなと思って」

「あ、ああ……パンフレットか……。うん、僕も読もうかな」

　動揺が悟られないように、そっと差し出されたパンフレットに手を伸ばす。

　表紙をめくると、『日本中が涙した！』というデカデカとした煽あおり文句が。

　……おかしいな。まだ本編を見ていないのに、すでに目から涙がこぼれそうだよ。







　そうこうしているうちに、気づけば映画も佳境を迎えようとしていた。

　始めは朱莉のことが気になって映画に集中できない状態が続いていたが、ひとまず何も妨害してくる様子がない。終わった後に感想を喋しやべることにもなるだろうし、とりあえずこのままラストをしっかり見ることにする。

　この作品をざっくりと振り返ると、

『恋人同士であった主人公とヒロイン。だがある日、突如ヒロインから別れを告げられてしまうところから物語がスタート。

　悲しみに暮れる主人公の下へ、彼に好意を寄せるもう一人のヒロインが登場。二人はその後結ばれるものの、主人公は心の片隅で、どうしても最初のヒロインが忘れられないでいた。

　そんなある日、偶然立ち寄った病院で、最初のヒロインと再会を果たす。その時に、実は彼女が病気で余命宣告を受け、主人公に迷惑をかけまいと別れを告げていたことが分かる。

　ヒロインのことが忘れられなかった主人公は、急ぎ彼女の看病をと考えるが、主人公と付き合っているもう一人のヒロインはそれを良しとせず……』

　という感じだった。

　いや、決してこの作品にケチをつけようって気持ちは無い。

　最初のヒロインと偶然再会するシーンなんかは凄く感動的で、まさに青春といった感じで思わず泣きそうになってしまったくらいだし。

　ただ、二人目の彼女に別れを告げるシーン辺りから、何だか急に物語の展開がおかしくなったというか……、主人公に詰め寄る場面なんか、あまりにも声優さんの演技が迫真すぎて、思わず身震いをしてしまうほど怖かった。

　これ、恋愛映画なんだよね……？　ホラーじゃないよね……？

「……」

　チラッと隣を眺めると、七海はスクリーンに集中しきっている。目を離せないといった様相で、本編にのめり込んでいた。

　ま、まぁ……七海が楽しんでるなら良いか。

　そうして、一旦体勢を整え肘掛に腕を乗せると。

「……っ！」

　そっと七海が、手を重ねてきた。

　思わずドキッとし、心臓の鼓動が速くなるのが分かる。

　恋愛映画を見ながら彼女と手を繫ぐ……なんて鉄板すぎるイベント。

　重なった両手から、じんわりと体温が伝わってくる。そのままお互いに指を絡ませて恋人繫ぎのように──

「──おっと、すみません」

　なろうとした瞬間、後ろから低い声が聞こえると共に、何かが大量に飛んできた。

「「……!?」」

　慌ててお互いに両手を引っ込める。何だこれ……って、ポップコーン？

「……あの、すみません。ポップコーンが……って、あれ？」

　零こぼれてきたポップコーンを拾い、七海が小さく後ろの客へ声をかける。……待って、後ろの客って!?

「……誰もいない」

　慌てて振り返ると、そこには誰もいなかった。確かにさっきまで朱莉はそこに座っていたはず。声を変えているつもりなのか、やけに低い声で一言飛ばしてきていたが、間違いなくあれは僕の妹だ。

　だが、今は後ろに誰も見当たらない。

　朱莉、いつの間に……。

「ま、まぁ今は上映中だし、後でスタッフさんに伝えよう」

　周りのお客さんに迷惑をかけるわけにはいかない。僕らは随分と迷惑を被ったような気もするけど……。

「「……」」

　こうして何ともいえない空気のまま、流れる映像に視線を戻す。

　もう一度手を繫ごう、なんて雰囲気にはとてもならなかった。







「はー、楽しかった」

「そ、そうだね……」

　無事映画も終わり、現在は電車の中でほっと一息。

　結局あの後、スタッフさんに必死に謝りながらなんとかポップコーンを片づけてもらった。七海もスタッフさんも、「後ろの客が溢こぼしたのにそこまで謝らなくても」といった反応だったが、いやここは全力で謝らせてください。

　妹がご迷惑をおかけして、本当にすみません……。

「特にほら、二人目のヒロインが泣きながら主人公に詰め寄るシーンなんて……こう、グッと来るものがあったよね！」

　嬉き々きとして感想を述べる七海。確かにあのシーンはある意味印象深かったけど……。

「そ、それよりこれからどうしようか？」

　時刻はちょうど十六時半、帰るには少し早い時間の気もするけど、今日は朱莉がカレーを作って待ってるとかなんとか言ってたし……やっぱり早く帰ったほうが良いんだろう。

「ならさ、最後に行きたいところあるんだけど、良い？」

「行きたいところ？」

「うん、ついてきてくれたら大丈夫だから」

　そう言って七海は、僕を連れて家の方角を目指した。ただ、そのまま家を素通りし、さらに歩みを進めている。

「懐かしいなぁ……」

　一向に行き先を知らされないままついていくと、小さな公園の前で七海の足が止まった。子供用の滑り台に、ブランコ。それから砂場と、僕らのような高校生が立ち寄る場所というよりは、もっぱら子供の遊び場として利用されることが多い、この場所。

「ね、覚えてる？」

　だけど、七海が何を言いたいのか、どうしてこの場所に来たのか、僕にはすぐに分かった。

「もちろん。懐かしいね」

「そうそう、昔はここでよく一緒に遊んだよね」

　ここは、僕らが小さいころにずっと遊んでいた公園だ。

　あの滑り台も、ブランコも、どれも全部、僕らの思い出の場所。

「幼稚園くらいの頃だったかな。私が怪け我がしちゃって泣いたとき、ずっと慰めてくれたんだよね」

「そんなことあったっけなぁ……」

　そうとぼけると、七海はクスッと笑って。

「……あったよ、忘れない。忘れるわけない」

　夕焼けに染まったその表情に、思わず心が揺さぶられた。

　小さい頃からずっと隣で見続けてきた幼おさな馴な染じみ。だけど、ここ最近の七海を見ていると、今までに感じなかった色々な感情が生まれてきている気がする。

「だってね、私が優介のことを好きになったのは……多分、その時だったと思うから」

　……告白ってのは、こんなにも照れるものなのか。

　この間思いを告げられた時は、あまりにも急で混乱しっぱなしだったけど、今は違う。こうしてデートもして、二度も告白されて……。

「七海、その──」

「──お兄ちゃん」

　どう答えるべきか、悩みながら口を開くと、不意にどこかから僕を呼ぶ声が聞こえてきた。

　僕のことをお兄ちゃんと呼ぶ人物。一人しか心当たりがない。

「……と、春瀬さんもいたんですね。どうも」

　僕の隣にいる七海を一いち瞥べつし、こちらへと近づいてくる。

　……ああ、ついに直接攻撃に出ちゃったか。

「朱莉ちゃん、偶然だね」

　偶然。果たしてこれを偶然と呼んでいいのだろうか。

「ホント、偶然ですね。まさかこんなところで会うなんて」

　朱莉と七海、二人が対たい峙じする。以前一緒に出掛けた時はもう少し和やかな空気だったような気がするんだけど……何な故ぜか今の二人は、互いにどこか冷たい雰囲気を醸し出していた。

　そのまま三すくみの状態が続き、痺しびれを切らしたように朱莉が口を開く。

「そういえば、春瀬さんに会ったら聞きたいことがあったんです」

「ん？　何かな？」

「前に喫茶店で、お兄ちゃんの態度が変わった理由、教えてくれましたよね」

「うん」

「その時に水着を買ったのも、その人とのデートに備えてって意味らしいじゃないですか」

「気を利かせたつもりだったんだけど……迷惑だった？」

「いえ、そんなことは無いですよ」

　二人の会話を聞いて、やはり七海には違う理由で相談するべきだったなと後悔が生まれてくる。自分と知らない男の仲を取り持つなんて、普通誰だって嫌なはずだ。それが朱莉なら尚なお更さらのことだろう。

「でも私、男性の人と二人っきりで出かけたりとか、そういう経験無いんですよ」

　まぁそうだろう。むしろあったら驚きだ。

「へえ、そうなんだ。朱莉ちゃん可愛かわいいし、そういう経験も豊富なのかと思ってた」

「なので、急にデートとか誘われても困るんです」

　大丈夫、今のところそんな予定は一切ないから、と横から言えず。

「──だから」

「ん？」

「お兄ちゃんで、予行練習させてくれませんか」

　……うん？

「お兄ちゃんなら、家族だし。意識することも無いですから」

「……予行練習ってのは、つまり？」

　そう尋ねる七海を無視し、困惑する僕の方を向くと。

「ねえお兄ちゃん。明日、一緒にプールに行かない？」

　……え!?

「すみません春瀬さん。彼氏、お借りしますね」

　あの、僕の意見は……。




　　　　◇




「何かの間違いで、一日日付が飛んでたりしないかなぁ……」

　カレンダーの日付を確認する。うん、間違いなく今日は日曜日だ。

「ふう……」

　今日の予定を思い浮かべ、思わず頭を抱えたくなる。そう、僕らはこれから一緒に泳ぎに行くことになっているのだ。それも、二人っきりで。

　名目上は『デートの予行練習』ということになっている。だけど、それが噓うそだってことはもちろん分かっていた。

　そもそも仮に僕の話が本当だったとしても、朱莉はきっと知らない男性とデートなんか行かないだろう。口ではああ言ってたけど、そんな訳ないっていうのは長年の経験で分かる。

　結局あれ以来ノートは一切更新されることが無くなったし、未いまだに態度が急変した理由も分からないままで……今日の誘いも、目的が全く分からなくて正直怖い。

　いや、目的なんて無いのかもしれない。

　単に七海に対する当て付けって可能性も考えられるし、朱莉のことだから、純粋に僕と一緒に出掛けたかった、そう捉えることだって出来る。

　昨日の朱莉の妨害、それから今日のデートの誘い。

　朱莉の計画を止めるっていう当初の目的はこのまま達成できそうだけど、このまま朱莉のことを放っておいて良いんだろうか。

　元々僕が朱莉に近づいたのは、あの恐ろしい計画を止めるため。そう考えると、今の状況はむしろ望むべき展開のはず。

　だけど、そう決意した時と、今の状況は違っている。

　そう、もう朱莉一人のことを考えるだけじゃ駄目なんだ。

　誠意を持って告白してくれた七海に対しても、いつまでも中途半端なことをする訳にはいかない。

　どこかのタイミングで、朱莉ともしっかり向き合わないといけないかもな。

　と、準備をしながらそんなことを考えていると。

「それじゃ行こ？　お兄ちゃん」

　家を出る時間がやってきていた。

　部屋へ迎えに来てくれた朱莉に連れられ、一緒に家を出る。

　と、その時。朱莉が随分と大きな手荷物を持っていることに気がついた。

「朱莉、随分と荷物が多いみたいだけど……」

　今日行くのはプールだ。持っていくものといえばせいぜい水着と貴重品くらいだと思うんだけど……それにしては、やたら大きな手提げバッグを持っている。

「あ、これは……えっと、お弁当を作ったんだ」

「お弁当？」

「うん、お昼の時に食べて欲しいなって。……もしかして、迷惑だった？」

「いやいや、そんなことないよ。朱莉は料理が上手だし、毎日だって食べたいくらいだ」

　昨日のカレーにしてもそうだが、朱莉は本当に料理がうまい。上手いし、美味うまい。

　そうして率直な気持ちを伝えたつもりだったんだけど……。

「ま、毎日なんて……。そんな、嬉うれしい……」

　どうやら最後につけた言葉が余計だったらしい。伝えたいのは朱莉の料理が美味おいしいってことだったんだけど、どうも違う捉え方をされているようだ。

「そ、それじゃ出発しようか。ほら朱莉、荷物持つよ」

「……毎日……お兄ちゃんに毎日ご飯……結婚……」

　聞いちゃいなかった。というか、兄妹きようだいは結婚できないからね……。







　さて、妹相手に予行練習とはいえ、一応形式上はデートなわけだ。

　だから、それなりに身なりは整えたつもりだったんだけど……。

「うーむ」

　隣を歩く朱莉を見て、改めてそのレベルの高さを実感する。道行く人にどう思われているのかは分からないが、少なくとも釣り合いの取れたカップルには見られていないだろう。

　前に山本先輩から「こんなの」とか「冴さえない兄」だと言われたけど、あれもあながち間違いじゃないよなぁ……。

「……どうかした？」

「あ、いや。何でもないよ」

　おっと、朱莉の方を眺めすぎていたか。いかんいかん。

「……そ、そういえばお兄ちゃん」

「ん？」

「その……今日の恰かつ好こう……どう、思う？」

　前髪をいじりながらそう尋ねてくる朱莉。

　よく見ると、いつもは真っすぐに下ろしている髪を今日は結んでいた。

　左右に二つ結びされているが、これはツインテールというよりは、おさげと言ったほうがいいのだろうか。

　ヘアスタイルにはあまり詳しくないけど、普段と印象が変わってとても新鮮で──。

「──うん、似合ってて可愛いよ。普段のストレートもいいけど、こういうのもアリだと思う」

　そう正直に思ったことを伝えると、

「そっか……ふふっ」

　笑顔を見せながら、小さくそう呟つぶやいていた。

　……あ、そうか。これって朱莉からしたら『好きな相手から褒められる』ってことになるのか。

　嬉しそうにする朱莉を見て、思わずドキッとしてしまう。

　ここ数日、朱莉とまた会話を交わすようになって分かったのは、朱莉は僕に対してだけかなり砕けた口調、態度で接してくるということ。

　僕以外の人、例えば七海にしてもそうだけど、朱莉は基本的に敬語を崩さず、決して笑顔なんかは見せない。年上だからっていうのもあるだろうけど、恐らくは同級生に対しても同じじゃないかと思う。朱莉のファンを自称する生徒全員が持っている『クール系女子』のイメージから外れることが無いのだ。

　ただ、僕に対してだけは例外。

　こうして敬語は使わないし、少ないながらも喜怒哀楽を見せてくれるし、こっちが気にかけなくても積極的に話しかけてくれる。前も思ったけど、多分朱莉の素はこっちだ。

　以前ノートに、『お兄ちゃん以外の人間には興味が無い』と書いてあったのを思い出す。つまりは……そういうことなんだろう。







　電車に揺られること一時間。

　今日来たのは『海かい中ちゆう公こう園えん』と呼ばれる、複合施設のような場所だ。目的のプールはもちろん、動物と触れ合える場所や、広大な花畑、ちょっとしたアトラクションまで楽しめる、まさにカップルのデートにはもってこいの場所。

　そう、カップルのデートには、だ。

　……うん、まさかここに朱莉と二人で来るとは思ってもなかったよ。

「とりあえず、泳ぐのは午後からにしようか。午前中は園内をぶらぶらして、お昼を食べたらプールに行くって感じで良い？」

「うん、それでいいよ」

　本来の目的は泳ぐことだけど、せっかくここに来たのなら、プールで一日を費やすのはもったいない。

「それじゃ、ぐるっと一周まわって……って、朱莉？」

　地図を見ながら予定を立てていると、朱莉がちらちらとこちらを窺うかがうような仕草を見せていた。何か言いたげな様子。

「……あー、今日はデートの予行練習だしね。好きにしていいよ」

　その仕草が、何をアピールしているのかはすぐに分かった。昨日、七海も似たような態度を見せていたし、まぁ、そういうことなんだろう。

　そっと手を差し出すと、いつものクールな表情とはかけ離れた笑みを浮かべながら、ギュッと僕の手を握る。

　そんな朱莉の表情を曇らせたくは無いなと思い、朱莉と歩幅を合わせるように、ゆっくりと歩き始めた。







「綺き麗れい……」

　園内を一周していると、広い花畑に到着した。色とりどりに咲く花たちは、どれもみんな綺麗で……どれが一番なんて決めるのは無粋だ、そんな風に思えてくるほど圧巻の光景である。

「確かに、これは凄いな」

　普段こうしてゆっくり花を眺める機会なんて滅めつ多たに無い。もちろん、ここに咲く花の名前も全然分からない。

　だけど、だからこそ新鮮な気持ちが湧いて出てくるのか、不思議と体がリラックスしていた。

　側そばにあったベンチにゆっくりと腰掛ける。

「ごめんお兄ちゃん、ちょっと外すね」

「あ、うん。ここで待ってるから」

　そう言うと、朱莉はベンチに荷物を置いたまま、席を離れていった。

　どこに行ったか、なんて考えるのは、まぁ失礼だろう。

「ふぅ……予行練習っていうよりは、もはや普通にデートしてるだけのような気もするけど……まぁ、朱莉が楽しそうならそれでいいか」

　結局、繫がれた手は、最後まで放されることは無かった。それどころか、気がつくと指が絡み合っていき……フリとはいえ、一応付き合ってる間柄の七海とすらまだしたことの無い、恋人繫ぎ状態に。

　それにしても、昨日は付き合っているフリの彼女とデート。そして今日は、予行練習という名目で妹とデート……。

　こうして考えると、随分と歪いびつな関係になってしまっているなと思ってしまう。

　普通、高校生の兄妹が手を繫つないで歩くなんてしないだろう。いや、そもそもデートの予行練習自体無理があるような気もする。

　ここまで、ずっと朱莉の思いには気づいていないフリを続けてきたけど……それも近いうちに限界が来るかもしれない。こうして朱莉が直接アプローチをしてくる以上、いつまでもとぼけるのは無理だろう。

　もし七海が僕に好意を寄せていなかったら、このままの関係を続けるのも良かったのかもしれない。

　だけど、実際は違う。

　今朝も考えていたけど、ハッキリと僕に対して好意を伝えてくれた七海に対して、いつまでも朱莉とこうやってなあなあな関係を続けることは出来ない。




　……うん、このデートが終わったら。




　その時、ふと一つの花が目に入った。

　鮮やかなオレンジだった。その手前には、『マリーゴールド』と看板が立っていた。

「マリーゴールド、か」

　有名な花の種類なんだろう。どこかで聞き覚えのある名前だ。

　その下に、小さく何かが書かれている。距離があってうっすらとしか読めないが、どうやら花言葉か何かが書かれているようだ。

「花言葉……駄目だ、見えない」

　立ち上がって見に行こうかとも考えたが、そうこうしているうちに朱莉が戻ってきたので、結局止やめておいた。

　ま、後で調べればいいか。







　ぐるっと一周まわると、ちょうどお昼の時間になった。

　まだ十二時を回ったばかりとはいえ、ここまで随分と動き回ったし、そろそろ昼食にしてもいいだろう。それに、午後からはプールで泳ぐことになっているし、ここらで腹ごしらえを……ということで、近くにあったベンチでお弁当を開く。

　朱莉の作ってくれたお弁当は、それはそれは見事なものだった。

　手軽に摘つまめるようにと、から揚げ、ウインナー、卵焼きと串に刺さった料理がずらりと並び、もう一つの箱を開けると、中にはぎっしりと詰まったサンドウィッチ。

　彩りもそうだが、何より見た目からすでに美味おいしそうなのが伝わってくる。

　早速、卵焼きに口をつけて。

「──うん、美味しいよ。朱莉」

　僕の好きな甘い味付けで仕上げられており、凄すごく美味しかった。続いてサンドウィッチ、から揚げと手をつける。うん、どれも美味しい。

「それにしても朱莉、こんなに料理得意だったんだね」

「一応、中学生の時からたまに勉強してたからね。それに、今まで食卓に並んでた料理も、たまに私が作ったのもあったんだよ？」

「へえ、それは知らなかった」

　まあ知ってるけど。

「ね、お兄ちゃん」

「ん？」

「デートならさ、やっぱりこういうことした方がいいと思うんだよね」

「こういうこと？」

「はい、あーん」

　そう言って朱莉は、手に取ったサンドウィッチを僕の口元へと運んで……って、こういうのって普通は箸で挟んだものとか、爪つま楊よう枝じに刺さったおかずとかでするんじゃないの!?

「……あーん」

　とはいえ、ここまでされて食べることを拒否することは出来ず。

「……どう？」

「うん、美味しいよ……」

「そっか……」

　と言うものの、謎の緊張で味がよく分からないのが本音だったりするが。

「……お兄ちゃんさえ良かったらだけど」

　そのまま続けて料理に手をつけていると、朱莉がふいにこんなことを言い出した。

「学校に持っていくお弁当、作ってあげてもいいよ？」

　チラッとこちらを見ながら、そう提案してくる。

　作ってあげてもいいよ、と言いながらも、その表情は「作らせて欲しいな」と言っているようで……。

「もうすぐ一学期も終わるからね。二学期にまたお願いしようかな」

　押しに弱い僕は、どうにも断るという選択肢を選ぶことは出来なかった。







「流石さすがに人が多いなぁ……」

　食事を終え、本来の目的であるプールへとやって来た。

　そうして一足先に着替えを済ませ出てきたんだけど……まだ夏休み前だというのに、見渡す限り人、人、人といった感じで圧倒される。

　まぁここは泳ぐというよりは、遊ぶって感じの場所だし、それも仕方ないのかもしれない。

　敷地内を覆う大きな流水プールに、スライダーや小さな子供用の幼児プールまで点在している。

　本気で泳ぎたい人にはちょっとだけ不満かもしれないけど、のんびり遊びに来るのにはまさに丁度良い。

　……さて、これだけ人がいるとあまり動き回るのは良くないな。一旦出口のところで朱莉と合流したほうが良いだろう。

　そう思い、適当な場所に荷物を置いて更衣室の方へ戻ると。

「ねえねえ、どこから来たの？」

「君可愛かわいいね、高校生？」

　……ああ、何となくこうなるんじゃないかと思ってたけど、やっぱりか。

　視線を向けると、そこには二人の男に絡まれてうんざりとした表情を浮かべている朱莉がいた。

　あれこれ質問を飛ばし反応を窺うかがっているようだが、肝心の朱莉は全くといっていいほど興味を示していない。随分と軽薄そうな笑みを浮かべる男たちとは対照的に、一つも笑みを浮かべないクールなままの朱莉。

　っと、こうして見ている場合じゃないな。助けに入らないと。

「あか──」

「すみません。〝彼氏〟と来ているので」

　朱莉、お待たせ。そう声をかけようと近づいた瞬間、歩いてくる僕に気づき、男たちに向かってハッキリとそう告げていた。

　へぇ、朱莉は彼氏と一緒に来ていたのか。シラナカッタナァ……。

「彼氏？　どこに？」

　男の一人がそう尋ねると、朱莉は僕に近づきながら。

「ごめんなさい、そういうことなので」

　ギュッと腕にしがみついてきた。

　……って、水着だから素肌が直接腕に当たってああ大変だ相手は妹なのにどうしてこんなにも不純な気持ちが湧いているのだろうか待て待て相手は妹だぞ妹なのにどうしてこんなああこれは良くない。

「行こう？　おに……優介」

　トドメの一撃。

　男たちに彼氏と言った手前、「お兄ちゃん」と呼ぶわけにはいかなかったのだろう。

　だけど……朱莉から下の名前で呼ばれるってのがあまりにも新鮮すぎる体験で……、腕から伝わってくる朱莉の感触やら体温やら何やらと相まって、思考が完全にショートしてしまっていた。

　去り際、男たちが「あんなのが彼氏かよ……」だとかなんとか言ってた気がするけど、そんなことを気にする余裕すらも無かった。

「急にゴメンね……って、どうしたの？」

　腕にしがみついたまま、朱莉が不思議そうな表情でこちらを覗のぞき込む。

　ゴメンなさい、今凄く葛藤と戦ってます。妹相手なのに思わずドキッとしてしまったこととか、ギャップにやられたとか、諸もろ々もろ色んな感情が混ざり合って冷静じゃないです。

「いや、大丈夫だよ……」

　とりあえず今は、一旦冷静になる時間が欲しかった。

　そうして先ほど荷物を置いた場所へと戻り、ひとまず腰を下ろす。どうして泳ぐ前にこんなにも体力を消耗しているのか疑問だが、これ以上は深く考えないことにした。

「……ふう」

　一息つき、隣で荷物を整理している朱莉の方に目をやる。

　当たり前といえば当たり前なんだけど、今日の朱莉の水着は、つい先日一緒に買いに行ったアレだ。

　透明感のある色白の肌を、より際立たせるような黒色。道行く人が思わず見てしまう気持ちも、先ほどの男たちがナンパしてしまうのも理解できる。

「よ、よし。それじゃ、泳ぐ準備しよっか」

　これ以上直視するのはマズイ。

　理由は分からないけど、とにかく色々と良くない。

　そう思い、軽く準備体操をしようと立ち上がってすぐ。

「きゃっ！」

　不意に女性の声が聞こえてきたと同時に、背中に何かぶつかった感触がした。

　驚いて振り向くと、知らない女性と目が合う。どうやら背中同士がぶつかってしまったようだ。

「ご、ごめんなさい！」

　少し慌てながら、そう謝罪の言葉を口にする女性。

　すぐ近くにビーチバレーのボールが見える。恐らくはこのボールを追っかけて……ってところか。

「いえいえ、お怪け我がはありませんか？」

　この人だかりじゃしょうがない。それより怪我をしていないか、それが心配だ。

「あ、大丈夫です」

　ほっ。どうやら無事みたいだ。

「それは良かったです。じゃ──」

「──あの、優しいんですね」

　飛んできたボールを手渡し、その場を後にしようとした瞬間、また声をかけられた。

「え？　優しい、ですか……？」

「だって、最初に私の心配してくれて……なんかー、そういうの良いなーって思うんです」

　そ、そういうものなのだろうか。

　割と当たり前のことのように思うんだけど……。

「良かったら一緒にやりませんかー？　友達と一緒なんですけどー」

　……あれ、これってもしかして。

「やるって、バレーですか？」

「はい！　良かったらお名前とかも教えてもらえたり……」

　清せい楚そっぽい見た目とは裏腹に、ぐいぐいと言葉を発する女性。

　こういうのって、女の子だけじゃないのか……!?

「ねえ」

　勢いに押され、思わずオッケーしそうになっていると……横から底冷えするような声が聞こえてきた。

　声のする方を向くと、随分と機嫌の悪そうな顔をした朱莉がこちらに目を向けている。

「あ、えっーと……それじゃまた」

　一瞬で全てを察したのだろう。先ほどまでの積極性は見る影も無く、そそくさと女性はその場を後にし、どこかへ行ってしまった。

　残ったのは気まずい空気と、不機嫌な朱莉。

「ご、ゴメン！」

　そんな空気に耐えかね、思わず謝罪の言葉を口にする。

「別に怒ってないよ？　今日は私とデートに来てるのに、他の女性と楽しそうに喋しやべってるなとか、全然そんなこと思ってないよ？　もし私が来なかったら、オッケーしてたんじゃないかとか、そんなの全然気にしてないよ？　だって兄妹だもん、気にする理由が無いし」

　……いや、めっちゃ気にしてるし怒ってるじゃないですか。

　あくまでデートの予行練習だったはずなのに、本物の彼女かと思うほど朱莉の言葉から棘とげを感じる。

「いや、本当にゴメン。兄妹とかそういうの関係無いよ。今日は朱莉と一緒に来てるんだから、朱莉のことを一番に見てなくちゃいけないのに」

　とはいえ、朱莉の気持ちを知っておきながら、若干揺らぎそうになっていたのは事実だ。ここはしっかり謝らないと。

「……じゃあ──してくれたら許す」

「え？」

　小さく朱莉が何かを呟つぶやいたが、よく聞き取れなかった。

「日焼け止め塗ってくれたら許してあげる」







「……じゃ、行くよ」

　受け取ったクリームを両手に広げ、朱莉の背中に手を触れる。

「……んっ」

　真っ白な肌に満遍なく塗りたくる。時折聞こえてくる朱莉の少しだけ艶なまめかしい声と相まって、なんだか変なことをしているような気分になるが……違う、今はただ日焼け止めを塗っているだけだ！

　……それにしても、女の子の肌ってこんなにもすべすべしてるのか。

　自分の体と比べて、あまりの触り心地のよさに若干驚く。……って、だからそうじゃなくて!!

　──そんな邪よこしまなことを考えていたからだろうか。

「ゃんッ……！」

　先ほどとは明らかに違う声が、朱莉の口から聞こえてきた。

　その言葉を聞いて思わず手に意識を向けて、ようやく気づいた。どうやら気づかないうちに、朱莉の胸に手が触れていたらしい──って！

「わああ！　ゴメン！　全然気がつかなかった！」

　慌てて手を離す。

　しまった……！　変なことばっかり考えてて、自分がどこ触ってるかなんて全く気にしていなかった……！

「…………」

　朱莉を見ると、首元まで真っ赤になっていた。

　ああ……完全にやらかしたやつだ、これ。

「……えっと、背中は塗り終わったから」

　コトッ、と日焼け止めクリームを朱莉の側そばに置き。

「………………ちょっと飲み物買って来るね」

　そう言葉を残し、ほとぼりが冷めるまで時間を潰すことにした。







「デートっぽいこと？」

　朱莉の提案を聞いて、今日の目的がデートの予行練習だったことを改めて思い出す。とはいえ、ここまでも手を繫つないだり、昼食を食べさせ合ったりと、そこそこ恋人同士っぽいやり取りを済ませたような気もするんだけど……。

　まだデートの鉄板イベントをこなしていない、というのが朱莉の意見だ。

「それはまあ別に良いんだけど、朱莉は何かしたいことがあるの？」

　普段女の子とデート、それもプールで二人っきりなんてシチュエーションとは無縁な人生だったから、こういう時に女の子が何をしたいのかなんてさっぱり分からない。

　とりあえず朱莉のやりたいようにやらせてみよう。

「えっとね……」

　バッグを漁あさりながら、何かを探している様子の朱莉。

　そうして取り出したのは……スマホ？

「別にプールじゃなくても良かったんだけど……今日はデートなのに写真一枚も撮ってなかったなって」

　なるほど、写真か。

　確かにデートといえば、って感じだ。

「となると誰かに撮ってもらおうか。えーっと……」

　辺りを見回し、写真を撮ってくれそうな人を探す。

　と、その時。

「……別に、誰かに撮ってもらわなくても大丈夫だよ？　インカメ使えば、ほら」

　そう言いながら、僕に体を引っ付けるように近づいてきて……って！

「あ、朱莉……その、近い……」

「……くっつかないと撮れないから」

　いや、言いたいことは分かるんだけど……！

　さっき腕にしがみつかれた時と違って、今度は顔がやたらと近い。朱莉の長い髪が時折ほっぺたに当たってむず痒がゆく、お互いもし顔を見合わせたら今度は口がくっついてしまうんじゃないかというほどの距離だ。

「じゃ、じゃあ撮るから……」

　とはいえ、動揺しているのは僕だけじゃないみたいだ。

　仕方なく引っ付いている、という口ぶりでスマホを向けている朱莉だったが、さっきから全くピントが合っていない。手が震えているのが分かる。

「……あー、朱莉。貸してみて」

　そうして朱莉からスマホを受け取り、角度を調節する。

「ほら、撮るよ」

　決して僕も慣れてる訳じゃない。それに、朱莉とこんなに近づいてツーショット写真を撮るなんて初めてだったから、それなりに緊張だってしてる。

　だけど、何な故ぜかこの時は。
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「どれどれ……うん、良いんじゃない？」

　不思議とお互い自然体の笑顔を見せながら、まるで小さい頃一緒に撮った写真のような、そんな一枚が撮れていた。

「……凄すごく、いい」

　スマホを確認しながら、小さく朱莉が何かを呟いていた。

　ハッキリと何を口にしていたのかまでは聞こえなかったが、恐らくは満足していることだろう。

　……ただ。

　お互い水着姿だし、できればその写真を待ち受けにするのは勘弁してくれないかなぁ。







　気づけば少し肌寒さを感じる時間になっていた。

「お兄ちゃん、そろそろ帰る？」

　先ほど買ったスポーツドリンクを飲みながら、朱莉が尋ねてくる。

　時間は四時を回った頃だった。あれだけいた人たちも、随分とまばらになっている。

　うん、確かに帰るのには丁度良い時間かもしれない。

　……けど。

「ゴメン朱莉、最後に行きたいところがあるんだ」

「行きたいところ？」

「うん、もう一度お昼に見た花畑に行きたいなって」

「別に私は大丈夫だけど……」

「じゃ、とりあえず着替えようか」

　そう言いながら、荷物を持って更衣室へと向かう。

　着替えを済ませ、出口で朱莉と合流し歩くこと十分。丁度お昼に休憩を取った、あのベンチへと辿たどり着いた。

「……やっぱり綺き麗れい」

　夕焼けをバックにした花畑は、まるで芸術作品のような綺麗さだった。

「今日は楽しかったね」

　並んでベンチに腰掛けると、朱莉が感想を述べ始めた。

「一緒にお弁当食べて、一緒にプールで泳いで、一緒にこうして綺麗な花畑でゆっくりして……今までずっとお兄ちゃんとは距離を置いてきたから、こんな風に過ごしてるのがビックリかな」

「……」

「ね、お兄ちゃん。またこうして、デートの予行練習に付き合ってくれる？」

「……」

「今回はプールだったから、次は──」

「──あのさ、朱莉。話があるんだ」

　話の腰を折るような形になってしまったが、僕はここに来て始めて口を開いた。

「話？」

「うん、話。大切な話なんだ」

　本当は、伝える気なんて無かった。

　何も知らないままお互いが大人になって、「そういえばこんなこともあったな」って、一人で思い出話として振り返るだけに留とどめようとも思った。

　いつか朱莉も僕に対する気持ちが薄れていって、「昔はお兄ちゃんのことが好きだったな」って、一人で思い出話にしてくれれば良いなとも考えていた。

　だけど、七海が僕に告白をしてくれた以上、僕は彼女に真摯に向き合わないといけない。

　いつまでも、朱莉のことを放っておく訳には、いかないんだ。

「……僕はさ、全部知ってるんだ。朱莉のこと、全部」

　中学三年生の時、朱莉の部屋で偶然『お兄ちゃんノート』を見つけたこと。

　僕の部屋に監視カメラや盗聴器が仕掛けられていること。

　僕がいない時、こっそり私物漁あさりをしていること。

　興味無さそうなフリをして、学校ではたまに僕のことを監視していたこと。

　そして……僕を監禁しようとする、計画を企てていたこと。

「最初に朱莉に話しかけたのは、朱莉の計画に気がついたからなんだ。七海にはああ言ったけど、誰かとの仲を取り持つとかは、全部噓うそ。朱莉の計画を止めようと思って、それでまずは朱莉と接触するところから始めようって」

　僕の言葉を聞き、先ほどまで楽しそうに言葉を紡いでいた口は、すっかり閉ざされたままになってしまった。

「そして、気づいたら朱莉がまた僕と口をきいてくれるようになって。それで、このままいけば計画も断念させられるし、誰も傷つかないで済む。そう思って、このことはずっと胸に秘めておこうと思ったんだけど……七海のことを考えたら、いつまでもそれを続ける訳にはいかないなって気づいたんだ」

「…………」

「実はさ、七海とは本当は付き合ってないんだ。ただ、七海から告白されたのは本当で、今は……えっと、付き合ってるフリというか、そんな感じなんだよ。一度幼おさな馴な染じみって枠から外して自分を見て欲しいって、そう頼まれたから。だから、そんな七海の気持ちに僕も全力で応えてあげたいんだ。もし七海を振ってしまうことになったとしても、誠意を持って返事をしたい。そう思ってる」

　そして。

「朱莉がさ、僕のことを……その、好きでいてくれてるのは嬉うれしいよ。本当に迷惑だったら、そもそも中学生の時にハッキリとそう言ってると思うから。……だけどさ、やっぱり僕たちは兄妹きようだいだから。それはさ──」

「──普通じゃない、でしょ？」

　俯うつむいたままの朱莉が、小さくそう呟つぶやいた。僕が言いたかったことを、ハッキリと。

「……先に帰るね」

　そうして朱莉は、バッと側そばに置いていた荷物を持ち、走ってその場から去っていった。

　朱莉は、僕が言いたいことを全て理解していたようだ。自分にとって、色よい返事が返ってこないことも、全部分かっていたと思う。

　中途半端なことを続ければ、七海が傷ついてしまう。そう思って、こうして朱莉に対して全てを喋しやべったはずだったのに。

　気がつけば、七海を傷つけまいとして、朱莉のことを傷つけてしまっている自分がいた。

「あれ、朱莉お弁当の入った鞄かばん忘れてるな……」

　どれだけお弁当が美味おいしくても。

　どれだけ朱莉のことを可愛かわいいと思っても。

　たとえ朱莉に対してドキッとしても。

　それでも朱莉は、やっぱり妹だ。たとえ七海と付き合うことが無かったとしても、その気持ちに応えることは、やっぱり出来ない。

　……そう、分かっているはずなのに。去り際に見せた朱莉の、泣いている姿を見て、どうしてこんなにも心が痛いんだろうか。

「……あ」

　朱莉が立ち去ってすぐ、お昼に見たマリーゴールドの花が目に映った。

　そういえば、後で花言葉を調べようと思ったんだっけ。

　花の名前や花言葉が書いてある看板へと近づく。……えっと。

「マリーゴールドの花言葉は……嫉妬、悲しみ、絶望、か」

　不思議とその花言葉が、今の僕たちにピッタリな言葉のように思えて、思わず苦笑するしか無かった。
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「えー、明日から夏休みですが、我が校の生徒としての自覚を持って行動し──」

　終業式。

　校長先生の話に耳を傾けながらも、頭の中ではずっとあの光景が頭に浮かんで離れなかった。

　あの後、先に帰った朱あか莉りと顔を合わせることは無く一日が終わり、今朝になってリビングで鉢合わせした時も、声をかけてくること無く先に家を出て行ってしまった。

　先週は、朱莉は僕と出会ったら絶対に「おはよう」と挨拶をしてくれていたし、時折一緒に登校することだってあった。

　それが、今日はまるで噓だったように……また昔に戻ったような状態になっている。

　七なな海みのために、自ら望んでその道を選んだはずなのに……結局僕は、そんな朱莉のことが気になって、頭から離れないまま。

　そうして気がつくと、終業式も、夏休み前最後のホームルームも終わり、

「優ゆう介すけ、部活一緒に行こう？」

　机に突っ伏してボーっとしていると、七海が声をかけてきた。そうか……もう、部活の時間か。

「うん、そうだね」

　力無くそう返事をすると、七海は何かに気づいたのか、

「ね、週末何かあった？」

　と尋ねてきた。

「週末さ、朱莉ちゃんと一緒にプール行ったんだよね？　そこで何かあったでしょ」

「……七海は鋭いな。流石さすが幼馴染だ」

「いやいや、幼馴染関係なく誰だって気づくって。そんな風に分かりやすく態度に出されたらさ。それに、今朝だって一緒に登校してなかったみたいだし」

　全部お見通しか。

　はぁ……七海と向き合うためとか、カッコいいこと言ったくせに……駄目だな、僕は。

「じゃあさ、部活終わったら話聞かせてよ。相談に乗るから」

「え？」

「だって、一応私たちって付き合ってるんでしょ？　だったら、彼女に相談するのは当たり前だと思うけど……違う？」

「いや、そんなことは無いけど……分かった、何があったのか話すよ」

「うん。じゃあまずは部活ね、行こっか」

　……さて、七海にどこまで話したものか。







「すみません、アイスコーヒーをお願いします」

「あ、私も同じもので」

　いつもの喫茶店に寄り、店員さんに注文を告げる。

　そういえば先週、七海から告白をされたのもここだったっけ……。

「……で、何があったの？」

　店員さんが立ち去ると、七海はすぐに本題を切り出した。

「……えっと、どこから話したらいいのかな」

　そこから僕は、多少の脚色を加えながらかいつまんで事を説明した。

　七海の言っていた通り、朱莉が僕に好意を寄せていたこと。だけど、そんな朱莉の思いを拒絶したこと。そして今朝から、また元の関係に戻ってしまったこと。

　朱莉の本性だとか計画のことは黙っておいたが、おおよその事情は伝えられたんじゃないかと思う。

　そうして注文したコーヒーもすっかり空になった頃、ようやく僕の話は終わった。

　僕の話を聞いた七海は、

「ふーん、そっか……」

　と、呟いたまま黙りこくってしまった。

　まあ、七海にとっては予想していたこととはいえ、衝撃が強い話だとは思う。

　だけど、七海と向き合うためには、これだけは絶対に伝えておかないと駄目だ。

「一つさ、聞きたいんだけど」

　しばらく考え込むような素振りを見せていた七海が、ふと何かを思いついたように口を開く。

「優介はさ、朱莉ちゃんの気持ちに応えるつもりは無いんだよね？」

「……そりゃ、妹だからね」

「だったらさ、どうしてそんなに辛つらそうな顔をしてるの？」

「え？」

　指摘されて、初めて気づく。

　僕は今、そんな表情を浮かべていたのか。

「それってさ、要するに……」

　七海の口が止まった。

「要するに？」

「……ううん、何でもない」

　一瞬表情が曇った気がするが、もう一度見るといつも通りだった。

「……あのさ、話の続きは私の家でしない？　そろそろお店も閉まる時間だけど、今後のことも話したいし」

「七海の家？」

「うん、今日は家族誰もいないからさ、気にしなくて大丈夫だよ。それに、家もすぐ近所だから遅くなっても大丈夫でしょ」

　予想もしていなかった展開だが、確かに七海の言うとおりだった。

　この先のことも話しておきたいし……。

「分かった、じゃあ続きは七海の家でしようか」







「お、お邪魔します」

　七海の家に入るのは、何年ぶりだろうか。

　幼馴染とはいえ、仮にも彼女の家だ。流石に幾ばくか緊張はする。

「ふふっ、緊張しなくていいよ。今日は誰もいないって言ったでしょ？」

「そうは言っても、ね……」

「今日はさ、家族全員でお祖ば母あちゃんの家に行ってて留守なんだよ。で、私だけ残ったの」

「なるほど」

　というか、家族誰もいないのに勝手に上がりこんで良かったのだろうか。

「とりあえずさ、リビングで話すのもなんだし、私の部屋に行こっか」

　七海の部屋か……随分と久しぶりだな。

「部屋の場所は覚えてる？」

「確か二階の角部屋だっけ？」

「そうそう。私はお茶を用意するから先に行ってて良いよー」

「そっか、分かった」

　かつての記憶を頼りに、七海の部屋へと向かう。

　階段を登りながら、懐かしい気持ちが湧いてきた。正直昔のことはあまり覚えていないが、何となく体が覚えていたのだろうか。

「えーっと、ここかな」

　二階へと上がり、一番奥の部屋へと辿たどり着く。

　ドアノブに手を掛け、何年かぶりに七海の部屋へと足を踏み入れた。

「暗いな……電気つけるか」

　照明から垂らされている紐ひもを見つけ、一度引っ張り電気をつける。

　急に明るくなり一瞬眩まぶしさで前が見えなかったが、直すぐに明かりに慣れ部屋を見渡すことが出来た。

「……え？」

　そして、眼前に広がる七海の部屋を見て、僕の思考は完全に停止してしまった。




「……優介、見ちゃったね」




　すると、ドアの方から七海の声が聞こえてきた。

　いつもの明るい声とは違い、どこか冷たさを含んだ、僕の知らない七海の声だ。

　だが、僕はそんな七海のことを気にかける余裕も無いほど、この部屋の異常さを目の当たりにし混乱していた。

「七海、えっと……これは……」




　その部屋の壁は、僕の写真で埋め尽くされた状態だった。




「ゴメンね、今まで黙ってたけど……そういうことなの」

　声がする方を向く。扉の前では今まで見たことも無いような表情を浮かべ、七海がこちらの様子を窺うかがっていた。

　表情こそ笑っているものの、底知れぬ恐怖を感じる。その表情からは、怒りや喜びといった感情は全く感じられない。

　言うならば、無だ。

　笑っているのに、心の底では全く笑みを浮かべていないような、そんな雰囲気を醸し出している。

「そういうことって……どういう……」

　そんな表情に気け圧おされたのか、それともこの状況に足が竦すくんでいるのか。絞り出したような僕の声は、仮にも恋仲にある女性に向けるそれでは無かった。

「優介はさ、私のこと、どう思ってる？」

「どうって……」

「もちろん〝幼おさな馴な染じみ〟としてじゃなくて、一人の女性としてね」

　底冷えするような声で僕に問いかける。

「……」

「ま、別にどうでもいいんだけどね」

　彼女からの質問に上手うまく答えられずにいると、七海が先に口を開いた。

「だって、好きとか嫌いとか、もう関係ないから」

　僕が返答を寄よ越こさなかったことに対して特に触れることも無くそのままこちらへと向かって歩みを進めてくる。

「ちょ、ちょっと待った……」

　思わず後ずさりをしてしまう。こちらへ向かってくる七海へ一旦落ち着こうと声を掛けようとしたが、彼女はそんなのはお構いなしといった様子で僕へと近づいてきた。

「……初めから、こうすれば良かったんだよね」

　七海は右手に持っていた、黒い四角状の物体を見せつけ。

「ちょっと痛いかもしれないけど、我慢してね」

　そのまま右手を僕の腹部へと押し当てる。未いまだに何が起こっているのか分からず混乱していると、お腹なかの辺りから全身に激痛が走った。

「ッ……」

　そのまま体中が痺しびれてうずくまってしまう。ダメだ、立とうとしても体の自由がきかない。

「あれ、意識あるね。スタンガンって気絶させる効果あると思ったんだけど」

　意識こそまだハッキリしているが、相変わらず体中に痛みと痺れが走り倒れこんだまま立ち上がれない。

　彼女の口から発せられた『スタンガン』という言葉は、この状況を僕に理解させるのには十分なほどのキーワードだった。

「な……七海……」

「うーん、意識を失ってくれていた方が良かったんだけど……まあ良いか」

　絞りだした僕の声は、七海には届かなかった。

　いや届いていないのか、もしくは届いているが無視されているのか。

　十年以上の付き合いだが、こんな彼女を見るのは初めてのことだ。

「ごめんね優介、痛いよね。私もこんな手荒な真ま似ねはしたくなかったんだけど……」

　果たしてその言葉は僕に向けたものなのか、それともただの独り言なのか。

「七海、どうしてこんなことを……」

　すると七海はこちらを向き、今度は僕に向けて口を開いた。

「どうして？　そんなの決まってるよ」

　そして痛みに耐える僕にもハッキリと聞こえる声で、

「優介を私のモノにするため」

　と答えた。

「……それはどういう」

　相変わらず痺れは続き、体の自由はきかない。

　だが一度スタンガンを喰くらったことで逆に落ち着くことが出来たのか、今は冷静な状態で七海と対話が出来る。

　とはいっても恐怖心が襲ってきている今の状況で、今までのように七海と上手く喋しやべれる自信は無いが。

　……というか、目の前に居る女性が本当に僕の知っている春はる瀬せ七海なのか、それすらも自信が無くなっていた。

「優介はさ、私のこと好き？」

　先ほどと似たような質問をする七海。

　さっきは返事が出来なかったが、今なら。

「……好きだよ」

「でもそれって、幼馴染として、でしょ？」

「……」

　上手く答えられない。

　確かに七海のことは好きだ。だがそれは女性として好きなのかと問われると、僕はまだその答えを明確には見つけられていなかった。

　以前七海から告白を受け、それが彼女のことを意識するキッカケになったことは間違いない。

　実際に七海のことを一人の女性として意識し、今まで幼馴染としてしか接していなかった僕の中に、新しい感情が生まれたことは確かだ。

　だけどそれを、恋心と呼ぶのかは分からない。

　友達として、幼馴染として、彼女が好きだという気持ちに噓うそ偽りは無い。

　でも、女性として好きかと聞かれれば……ハッキリとは口に出来なかった。

「私ね、何となくだけど、全部気づいてるの」

「全部って……？」

「朱莉ちゃんのこと、何となくだけどね」

「朱莉の……？」

「前にさ。優介に告白した時、こう言ったよね。『確証は無いけど、朱莉ちゃんは優介のことが好きだと思う』って。あれね、確証は無いっていうの、実は噓なんだよね」

　そう言いながら、七海は続けざまに自分のことを語りだした。

「最初にそのことに気づいたのは、この間優介の部屋に入った時。ビックリしたよ。だって、本棚に『監視カメラ』が置いてあるんだから」

　監視カメラって……まさか。

「最初はね、見間違えかとも思ったの。だけど、すぐにそんなはずは無いって思った。だって、この監視カメラはね、私が設置しようと思ってたカメラと、全く同じものだったから」

　……ま、マジですか。

「すぐに分かったよ、誰がこの監視カメラを仕掛けてるのかって。優介の周りでそんなことが出来る人間……朱莉ちゃんしかいないよね。それに、元々怪しいなって思ってたのは事実だから、その時点でほぼ間違いないなって思ってたの」

　……まあ、確かに僕の周りにいてそんなこと出来る相手なんて朱莉くらいしかいない。

「だからね、私はそんな朱莉ちゃんを、優介から遠ざけようと思ってたの。誰かとの仲を取り持つって話を聞いた時、朱莉ちゃんはその人に押し付けて、優介は私が独り占めしようって。だからあの日三人で一緒に出かけようって提案したんだよ。水着を買わせたのも、カフェで二人きりになったときに揺さぶりをかけたのも、全部優介から遠ざけるため」

　……あの日の出来事には、そんな事情があったのか。

「でもね、そこで一つ問題が起こったの」

「……問題？」

「それはね、山本先輩の登場だよ。あの時さ、最後に朱莉ちゃんが何か言おうとした瞬間、優介が急に私に声をかけてきたよね。あれってさ、朱莉ちゃんが優介のことを好きだって告白しようとしたのを止めようとしてたんじゃない？」

　バレてたのか……。

「そこでね、もしかして優介は朱莉ちゃんのことを知ってるんじゃないかって気づいたの。あのタイミングであんなことされたら、嫌でも気づくよね。誰かとの仲を取り持つとかってのは全部噓で、朱莉ちゃんが自分に好意を寄せていることも気づいてて、それで何とかしようと思ってるんじゃないかって」

「…………」

「私はさ、優介のことが本当に好きなの。ううん、愛してる。誰にも渡したくないと思ってるし、優介が私以外の誰かを見るのも嫌。……たとえそれが妹だったとしても、許せない」

「……だから七海は、あの日」

「そ、だからあの日告白したの。優介が朱莉ちゃんのことをどう思ってるのか分からなかったし、するなら今かなって。もちろん良い返事が返ってこないことは分かってた。だけど、こうやって付き合うフリをすればさ、少なくとも優介は私のことも考えてくれるでしょ？　まさか朱莉ちゃんの思いを断ってまで私のことを考えてくれるとは思わなかったけど」

　七海は、全部知っていたのか。

　朱莉が僕に好意を寄せていること。そのことを僕が知っていたこと。全部。

　そういえば以前、『朱莉ちゃんのお陰で付き合うことが出来たよ』と本人に伝えて欲しいと言っていたような気がする。

　あれはつまり……七海からの遠まわしな勝利宣言だったのかもしれない。

「優介がさ、今日暗い顔してた理由も、何となく分かるよ。自分では気づいていないのかもしれないけど、私には分かる」

「理由……？」

「それはね、無意識の内に朱莉ちゃんに惹ひかれていたからだよ。だから告白を断って、そんな辛そうな顔をしてるの」

「……え？」

　朱莉が僕を、という話は分かる。

　けど、僕が朱莉を……？

「自分では自覚してないのかもしれないけど、状況的に見ればそうとしか考えられない。惹かれてるってのは、少しオーバーかもしれないけど……多分優介はさ、私と向き合うために朱莉ちゃんのことを振ったんだよね」

　振った、という表現が果たして正しいのかは分からないが、言っていることは正しい。

「その気持ちは凄すごく嬉うれしいんだけど……でも、結局優介は朱莉ちゃんの存在を頭から消し去ることは出来なかった。今日一日浮かない顔をしてたのは、ずっとそのことを考えてたから。違う？」

「……確かに、七海の言う通りだよ」

「多分ね、その気持ちはずっと消えないと思うの。どれだけ振り切ろうとしても、朱莉ちゃんは家族だから。嫌でも顔を合わせるし、これから一生縁の続く相手だしね。そんな状態で私と向き合って、出る答えなんて一つしかないと思わない？」

「それは……」

　すると七海は、横向けに倒れている僕の肩に手をやり仰あお向むけにして、そのまま僕に馬乗りになった。

「ちょ、七海……」

　抵抗しようにも体が動かない。ダメだ、余程スタンガンの威力が強力だったのか全く動ける気がしない。

　そのまま馬乗り状態で、後ろに結んだ髪を解ほどきながら七海が言葉を続ける。

「で、私は考えたの。今の状態じゃ先に進むことは出来ないだろうなって。多分私のことを考える余裕なんて無いだろうなって。……でもね、私も簡単に優介のこと諦められるような性た質ちじゃないからさ」

　そう言いながら、七海は体を前に倒し、顔を近づけ。

「もう、既成事実こうするしかないかなって。……責任、取ってくれるよね？」

　そう耳元で囁ささやくと、ゆっくり僕の口に向かって、七海の唇が近づいてきた。そのまま抵抗することも出来ず、僕はただ、七海の成すがままに従う他無く。

「……キス、しちゃったね」

　満足そうな面持ちで僕を見下ろす七海。

　どうやら冗談などではなく、本気で既成事実を作ろうとしているらしい。

「七海、これ以上は流石さすがに……」

「そりゃ私だってこんな形でじゃなくて綺き麗れいに結ばれたかったけど、もうそんな悠長なこと言ってられないし……それに優介も良かったじゃない。これで朱莉ちゃんのことで悩まずに済むよ？　これからは私だけに目を向けてくれればそれで良いから……」

　そう言いながら、もう一度キスをしようと口を重ねる。

「ちゅ……ちゅる……んむ……」

　先ほどのソレとは違い、まるで七海に吸い付かれているような気分。上手うまく呼吸が出来ず、意識が薄れていきそうになる。

　ただ……唇を塞ぐ、柔らかくて温かい感触だけはハッキリと伝わってきた。

「ぷ……はぁ……。ね、気持ちいい？」

　そう僕に問いかけながら、七海はゆっくりと自分の手を動かす。そんなの、答えなくても分かっているだろう。

　もはやスタンガンのせいなのか、それとも無意識の内に抵抗することを体が拒否しているのか。されるがまま、触られるがままの状態に、徐々に違和感を感じなくなっている自分がいた。

　こうして制服のボタンをゆっくりと外している七海に対して、何も言葉が出てこない。意識がぼんやりとして、このまま身を委ねたいという気持ちすら湧き出ていた。

「どうかな、私の裸」

　七海の白い肌と、制服に覆われていた胸が露あらわになる。

　少しだけハッキリとした意識で、生まれたままの姿をしている七海を見て……。

　──綺き麗れいだ。

　不覚にもそんなことを思ってしまった。

　こんな状況でなければ、彼女にしっかりそう伝えたくなるほどに。七海の体は、女性としての魅力をこれでもかというほど身につけていた。

　大きな乳房に、ぷっくりと膨らんだ乳首。

　今までずっと一緒だった幼おさな馴な染じみの、自分がまだ知らない姿に言いようのない興奮を覚える。

「触っていいよ？」
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　そう言いながら、僕の手を摑つかみ、自分の胸へと誘導するように引っ張る七海。ふにっとした感触が手のひらから伝わってきて、少しだけ体が反応してしまった。

「ぁんっ……！」

　柔らかい感触と共に、七海のよがり声が聞こえてくる。

　聴いたことの無い七海の、艶なまめかしい声が部屋に響き、かろうじて残っていた理性が底を尽きそうだ。

「んむぅ……ちゅぷ……あ、んく……」

　僕の手を胸に添えたまま、何度も、何度も口付けを交わそうとする七海。色んな快感が同時に押し寄せているかのように、その声はどんどん艶かしさを増していく。

　そうこうしていると、今度は僕の服に手をかけた。一つずつボタンを外し、制服の下に着ていたシャツを上にずらす。

　半脱ぎのような形になったが、僕らはお互いに上半身を露出し合っている状態だ。

　脱がし終えると、先ほどと同じようにゆっくりと体を預けてくる。たださっきと違うのは、直で触れ合う感触は、今までのそれとは段違いだということ。

　七海の素肌をまともに感じ、ここにきて突然、これから起こるであろう行為に対する実感が湧いてきた。これ以上無いほど反応していたはずの下半身が、更に熱くなっていく。

「……じゃ、そろそろ始めよっか」

　耳元で小さく告げると、いよいよ今度はベルトに手をかけ──




　──ピンポーン。

　もう後戻りは出来ないすぐ手前というところで、開いたままのドアの向こうから、チャイムの音が響いてきた。




「…………」

　その音を聞き、僕に跨またがっていた七海が無言で立ち上がる。

　そのまま僕の鞄かばんを漁あさり、スマートフォンを取り出す。それを見ながらポツリと何か呟つぶやき、僕を一いち瞥べつするとそのまま鞄へと戻し乱れた服を整え、玄関へと歩みを進めた。

「……どうなってるんだ？」

　少しずつ体の感覚が戻りつつあるが、まだ立ち上がることは出来ない。

　そのまま一人部屋に残されていると、少しして、誰かが階段を駆けて来る音が聞こえてきた。

「お兄ちゃん！」

　朱莉、どうしてここに……？

「……」

　後を追って、七海が無言で部屋へと向かってきた。

　そんな七海に対し、僕へ寄り添っていた朱莉が怒りの声をぶつける。

「一体、何してるんですか……!?」

　こんなにも感情を荒ぶらせる朱莉を見るのは初めてだった。

「何って、どうせ知ってるんでしょ？」

　対して七海はどこか冷静な様子。

　いや、冷静というよりは、どちらかというとハッキリ物言いが出来ないといった感じだが。

「ええ、全部聞いてました！　お兄ちゃんのスマートフォンに仕掛けておいた盗聴アプリで全部！　……ホント、信じられない！」

　……え、盗聴アプリ？

　突然の朱莉の登場で、ここまで起こった出来事の全てが頭の中でぐるぐると回りだし、混乱状態になる。

　……いったん冷静になる時間が欲しい。

「間に合ってよかった……もしあと少し遅かったら、お兄ちゃんが……」

　感情を爆発させた朱莉と、どこかばつの悪そうな面持ちの七海。

　普段とはまるで真逆の、別人のような二人が対たい峙じしていた。

「それにこの部屋……！　あれもこれも、全部お兄ちゃんの……！」

　朱莉の怒りは収まらない。

　そんな朱莉に、七海は黙りこくったままだった。

　朱莉が一方的に捲まくし立てるような状態になっている。

　……ダメだ、ここは僕が何とかしないと。

「とりあえず一旦落ち着こう。朱莉も、ちょっと落ち着いて」

　未いまだに事態が上手く飲み込めていないが、少なくともこれだけは分かる。

　二人は今、僕を巡って対立しているのだということ。

「お兄ちゃん……」

「……優介」

　これまで黙っていた僕から声をかけられ、二人がこちらを向き口を閉じた。

「ふう……」

　そのまま起き上がる僕。七海から喰くらったスタンガンの影響もようやく薄まり、体を起こすくらいはできるようになった。

「お兄ちゃん……もう大丈夫なの？」

　朱莉が少し心配そうな声で僕に声をかけた。

「何とか……ね。大丈夫だから、心配しなくていいよ」

「……そっか、良かった」

　その言葉に、朱莉が安あん堵どした表情を浮かべる。

　一方の七海はどこかきまりが悪そうな、そんな面持ちだった。

「その……優介……」

「七海もさ、僕はこの通り平気だから、そんな心配そうな顔しなくても大丈夫だよ。……今はとりあえず、状況を整理したいから、その辺の話はあとにしよう」

　この部屋のこと、スタンガンのこと、それから……先ほどの七海の態度。聞きたいことは山ほどあったが、これを全部知るには、最初から明らかにしていく必要がありそうだ。

　とはいえ、今は七海と朱莉を一緒にするのは好ましくない。一人一人と、ゆっくり正面から向き合って話したほうが良さそうだ。

「ひとまずさ、七海と話をさせて欲しいんだ。僕はもう大丈夫だから、朱莉は家で待ってて欲しい。帰ったらゆっくり話そう」

「でも……」

「昨日のことも、全部ね」

　僕の提案に躊躇ためらいを見せた朱莉だったが、昨日のことと口にすると、小さく「……分かった」と言いながらその場を後にした。

　……後で朱莉にはお礼も言わないとな。







　朱莉が立ち去り、しばしの静寂が起きる。

　先ほどの出来事が脳裏をよぎっているのか、七海は自分から先に切り出したらいいのか困っている様子だ。

　……僕がこんなだから、七海はきっと。

「七海」

　名前を呼ぶと、ビクッと反応を見せた。

「ゴメン。七海のことをここまで追いつめてしまったのは、僕のせいだ。僕が中途半端を許してしまったから、七海にも辛つらい思いをさせてしまった」

　だが、僕の言葉を聞くと、信じられないというような表情を浮かべ。

「……何で」

「え？」

「何で責めないの!?　優介のこと騙だまして、こんなことまでしたのに……なんで、なんで優介が謝るのよ!?」

　そう言いながら、僕に詰め寄った。

　非は全て自分にある。暗に七海はそう言っているようだ。

「……確かに、さっきのことは七海が悪いのかもしれない。だけど、七海にそんなことをさせてしまったのは、もとはといえば僕が原因だから。僕がもっとハッキリしていれば、こんなことにはならなかったと思う」

「それは……」

「さっき言ってたよね。僕に付き合うフリを提案したのは、自分のことも見て欲しいからだって。それってさ、別に変なことじゃないと思うんだ。告白された僕が言うのも変な話かもしれないけど、七海の気持ちも分かるから。悪いのは、そんな七海の思いに気づけなかった僕だ。告白されて、七海に向き合うなんて考えておきながら、最後まで朱莉のことが頭から離れなかったから……」

　七海は、焦っていただけなんだと思う。

　告白したのも、こうして僕を襲ったのも、決して悪気があったわけじゃない。

　だったら……それを責めることは出来ない。いや、責めようとは思わない。

「……ごめんね」

　ポツリ。小さく七海が口を開いた。

　いつも元気な七海からは考えられないような小さな声。まるで別人を見ているような、そんな感覚に陥る。

「あんなことしちゃいけないって分かってた。自分でも間違ってるって、おかしいって気づいてた。でも、優介が他の女の子に……朱莉ちゃんに取られるんじゃないかって思うと、私……」

　そこまで言って、七海は微かすかな嗚お咽えつを漏らした。

「うん、僕も悪かった。だから、これでおあいこってことで」

　そう言うと、七海が近づいてきた。自然と僕が抱きしめるような形になってしまったが……うん、今は好きにさせてあげよう。







「七海はさ、僕にとって大切な存在なんだ」

　七海の言葉を聞き、お互いに少し落ち着いた頃、僕は自分の気持ちを正直に伝えるために言葉を紡いだ。

「子供の時からずっと一緒で、僕にとって七海は……その、無くちゃならない存在っていうか」

　俯うつむいたままの七海に言葉を続ける。

「七海に告白されたとき、正直嬉うれしかったよ。……でも朱莉のこともあったし、それに僕の七海に対するこの気持ちが幼おさな馴な染じみとしての好きなのか、それとも一人の女性に向けるものなのか、分からなかったんだ」

「……うん」

「でも……そんな僕の中途半端な考えが、七海を傷つけていたんだよね。だから、むしろ謝らなくちゃいけないのは僕の方だ。七海、本当にごめん。ずっと傷つけて、本当に」

　たとえ七海のしたことが間違ったことだとしても、七海をそうさせてしまったのは僕だ。

　だから、

「それで、あの時の告白の答えだけど、ごめん。今の僕は七海の気持ちには応えられそうに無い。七海のことは好きだけど、結局僕は幼馴染としての好きなのか、一人の女性として好きなのか分からないままなんだ。そんな状態で気持ちに応えることは……その、出来ないから」

　あの時の告白に答えを返す。

　七海に伝えたかったことを、僕はようやく口にした。

「……そっか」

　僕の答えを聞いた七海は、小さく頷うなずき言葉を発した。

「でも」

　そして、僕はもう一つ伝えたかったことを七海に告げる。

「僕はこれで、七海との関係を終わりにはしたくないんだ。……告白を断っておいて何言ってるんだって思うかもしれない。けど、僕にとって七海がいない日常ってのが想像出来なくてさ」

　そう言うと、七海は驚いたような表情を浮かべ顔を上げる。

「まあ、流石さすがに付き合うフリは続けられないけどね」

「……いいの？　私、こんなだよ？　多分、自分で思ってる百倍は、優介のこと好きなんだよ？」

「……ま、まぁこの部屋は何とかして欲しいかな。あと、盗撮しようとするのとかも、出来れば止やめてくれると……」

　改めて部屋を見渡す。

　……うん、やっぱりこの部屋だけは無い。

「それは……うん、善処する」

「ホント、頼むね……」

　一刻も早く写真を全て処分して欲しい。出来れば今すぐにでも。

「んんっ……それで、七海。さっき僕が言ったことだけど」

「え？」

「今日のことはさ、多分ずっと忘れられないと思うんだ。だけど、僕はそんな七海の一面を知っても、別にどうも思わない。まあ、慣れてるってのもあるんだけど……、でもやっぱり、七海のことは嫌いにはなれないからさ」

「……うん」

「もし七海さえ良かったら、またいつも通りに戻れないかな？」

「……ホント、優介は変わってるよ」

　そう呟つぶやき、ようやくいつもの笑顔が戻った。







　こうして、七海との一件はひとまず終わった。

　あの後七海から、

「優介が今まで通りを許してくれるなら、私からもぜひお願いしたいな。優介のことを好きだって気持ちは変わらないと思うけど、それでも良いの？」

　と問われ、僕は首を縦に振った。

　七海の思いには応えられないかもしれないけど、それでも僕を好きでいるかを決めるのは七海本人だ。それを僕がどうこう言うのは違うと思う。

　それに七海は本気で反省しているようで、もう二度とあんなことはしないと約束してくれた。

　なら、少なくともこれで良かったんじゃないか。

　まあ。

「優介が振り向いてくれるように、今度からは正々堂々アプローチしていくからね？」

　って言葉には、結局返事出来なかったけど。

　いや、なんて返せばいいんだ……っ！







「……さて」

　そうして僕は、七海の家を後にし、自宅へと戻ってきた。

　階段を上がり、自室の隣──朱莉の部屋の前に立っている。

「朱莉には、色々と言わなきゃいけないな……」

　七海以上に、朱莉には沢山伝えなければならないことがある。

　今までのこと、昨日のこと、そして今日のこと。

　朱莉がどんな反応を見せるかは分からないけど、それでも。

「──朱莉」

　ドアをノックし、名前を呼ぶ。

　いつもはこっそり忍び込んでいたこの部屋に、今日は堂々と。

「……いいよ、入って」

　少しして、朱莉がドアを開けてくれた。

「うん、お邪魔します」

　見慣れた部屋だ。二年間、ほぼ毎日のようにここでノートを読んだ記憶がふと蘇よみがえってくる。

　座って、という朱莉の言葉に従い、用意されたクッションに腰を下ろす。同じように、机を挟んだ正面に朱莉も座った。こうして真正面から顔を突き合わせるのは、食卓以外では初めてだな。

　……さて、まずは。

「最初に、ありがとう。さっきのことだけど、もし朱莉が来てくれなかったら、多分僕らは取り返しのつかないことになってたと思う」

「……うん」

　もし朱莉が来てくれなければ、僕と七海は、あのまま一線を越えることになっていただろう。そうなっていたら、多分「今まで通りで」なんて提案は出来なかったと思う。それに、あんな形でそうなるのは、お互い不幸になるだけだ。

「ま、まぁ気づいたのが盗聴アプリってのが引っかかるところだけど……」

　そう言いながら、スマートフォンを取り出し朱莉に尋ねる。

「そういえば、いつから盗聴アプリなんて用意してたの？」

「……金曜日の夜。次の日、お兄ちゃんがデートするっていうから尾行するために用意したの」

　次の日というと、七海と映画に行った日か。

　そういえばやけにタイミング良く邪魔してくるなとは思っていたけど、全部会話を聞いていたのか……。

「まあ、そのことはまた話すとして……。本題に入るね」

　そう告げると、朱莉はビクッと体を揺らした。

　本題というのが、昨日の話だと分かっているのだろう。

「まず、昨日言ったことは全部本当だよ。中学三年生の時だったかな、朱莉の部屋に教科書を借りに行ったんだけど、その時に偶然朱莉のノートを見つけたんだ」

「……それで、読んだの？」

「うん、勝手に読むのはどうかと思ったけど……でも、『お兄ちゃんノート』なんてタイトルを付けられてたら、流石に気になるというか……。で、そこで朱莉のことを知ったんだ。盗撮のこと、盗聴のこと、全部」

「……でも、私はぜんぜん気づかなかった。お兄ちゃん、そんな素振り全然見せなかったから」

「本当はさ、最初は母さん達に相談した方が良いのかなとも思ったんだ。だけど、結局出来なかった。二人がどう思うか分からなかったし、それなら僕が我慢すれば良いんだって」

「そう、だったんだ」

「で、そのまま何事もなく卒業して、お互いが離れれば僕に対する好意も消えるんじゃないか。そう思ってたんだけど……この間さ、朱莉の計画が書かれているノートを見つけて、このままじゃ大変なことになるって思ったんだ」

　そう、もしあの計画を知らなかったら、僕は今も変わらない生活を送ったままだっただろう。七海と付き合うフリをすることも、こうして朱莉の部屋で全てを喋しゃべることも、なかったと思う。

「朱莉はさ、僕と距離を取るのは、周りに不仲だってことをアピールしようとしてたんだよね？　だから僕は、逆に朱莉と距離を縮めてやろうと考えた。そうすれば、計画は実行出来ないでしょ？」

　そう伝えると、朱莉は小さな声で。

「……お兄ちゃんはさ、私の計画を止めようとしてたんだよね。だったら、それは成功してるよ。私はもう、あの計画を実行しようとは思ってないから」

　と、告げた。

　薄々そうじゃないかとは思っていたけど、やっぱり僕の作戦は成功していたらしい。

「最初はね、迷ってたの。お兄ちゃんが話しかけてくれるのが嬉うれしくて、でも計画のことがあるから無視しなくちゃいけなくて……」

　それはノートにも書いてあったから知っていた。

　朱莉が迷っていることも、その状況を辛つらいと思っていたことも。

「そんな時に、お兄ちゃんが春瀬さんと付き合い始めたって聞いて、このままじゃ駄目だって思った。計画を実行するどころか、お兄ちゃんが取られちゃうって。だから、またお兄ちゃんと喋るようにしようって」

「……なるほど、朱莉の態度が急変した理由は分かった。てことは、朱莉はもう計画を実行する気は無かったってことだね？」

「うん、それはもうしない」

　……ああ、良かった。今日まで色々なことが有りすぎたけど、当初の目的はどうやら無事に達成できたらしい。

　そう安あん堵どしていると、朱莉は更に言葉を続ける。

「私はね、お兄ちゃんのことが好き。だけど、それが普通じゃないってことも分かってた。兄妹きようだいが結ばれることなんてあり得ないってことも、こんな感情を持っちゃいけないってのも、全部分かってたよ。……だけど、やっぱりお兄ちゃんのことを諦められなかった。だって好きだから、大好きだから。その気持ちは、やっぱり消せなかったんだ」

「それで、あんな計画を実行しようとしたの？」

「……うん。それが普通じゃないなら、普通じゃないやり方でしか結ばれることは出来ないと思ってたから。ノートを書いてたのも、盗撮とか盗聴をしてたのも、そうしてお兄ちゃんと距離を置き続けるのが辛くて、寂しさを紛らわせたかったの」

　朱莉は、ずっと自分が抱いている気持ちが間違ったものだと分かっていた。

　けど、それでも我慢出来ないほど僕に好意を持ってくれてて……。

「朱莉、ありがとう」

「……え？」

「いや、僕のことを好きでいてくれて、ありがとうって」

　そんな朱莉の好意を純粋に嬉うれしいと思っている自分がいたことに、ようやく気づいた。

　みんなを悲しませたくないとか、自分が我慢すればいいってのは単に言い訳で。今日まで僕が朱莉の行動を見過ごしてきたのは、もしかしてだけど。

「僕はさ、朱莉のこと好きだよ。もちろん兄妹としてだけど、その気持ちは小さい頃からずっと変わっていない。……そりゃ、盗撮とかは出来れば勘弁して欲しいけど、朱莉が僕のことを好きだって言ってくれるのは……うん。嬉しいよ」

　中学生になった頃、急に距離が離れて悲しいと思ったことも。

　この夏、また距離が元通りになって嬉しいと思ったことも。

　朱莉のことを、ずっと突き放すことが出来なかったことも。

　全部、朱莉のことを大切に思ってたからなのかもしれない。

「……ねえ、お兄ちゃん」

「ん？」

「お兄ちゃんはさ、私のこと嫌いにならないの？」

「どうして？」

「だって妹なんだよ？　兄妹なのに、こんな気持ちを持ってるなんて──」

「──普通じゃない、でしょ？」

　朱莉の言葉を遮るように、僕は今日一番伝えたかった言葉を口にした。

「昨日さ、朱莉も同じこと言ってたよね。うん、確かに普通じゃないと思う。だけど、僕はそれを嫌だとも、嫌いになってくれとも言ってないよ。昨日だって、最後まで話を聞かないまま帰っていくからどうしようかと思ったけど、今言えて良かった」

　初めは、どうすれば良いのか困惑ばかりだった。

　実の妹から好意を寄せられている、その事実にどう向き合えばいいのか分からない。そんなことばかり考えていた。

　だけど、それと朱莉を嫌いになることとは別だ。

「……私、これからもお兄ちゃんのこと、好きでいてもいいの？」

「うん、大丈夫だよ。僕は朱莉のこと、嫌いになったりしないから。……ただ、今後は出来れば盗撮とか、変な計画とか、そういうのは控えて欲しいかな……あはは」

　盗撮はダメ。絶対。

「私、ずっとお兄ちゃんのこと好きだよ？　お兄ちゃんが私に振り向いてくれなくても、ずっと好きのままだよ？」

「それを決めるのは朱莉だから、僕は何も言わないよ。そりゃ、朱莉の思いに応えることは出来ないと思うし、いつかは僕以外の人を好きになって欲しいとは思うけど……うん、しばらくはそのままでも構わない」

　朱莉にしても、七海にしても。きっぱりと拒絶した方が良かったのかもしれない。

　二人の気持ちに応えられるかどうかなんて分からないし、結局は中途半端なままを続けるだけのような気もする。

　だけど、僕はこの選択を間違っているとは思わない。

　──だって。二人とも、こんなにも素敵な笑顔を見せてくれたんだから。







「──そういえばお兄ちゃん」

　話を終えて部屋に戻ろうとすると、廊下で朱莉に引き止められた。

「春瀬さんとは……結局どこまでいったの？」

「どこまでってのは……」

「さっきのこと。私が家に着くまでに、どこまでやったのかって」

　ああ、やっぱりそのことか……。

　さてどう答えるべきかと悩んでいると、朱莉はハッとした表情を浮かべ。

「……もしかして、一線越えたんじゃ」

「いや！　それは無いから！　キスだけ、うん。キスだけだよ！」

　正確にはもうちょっと色々あったり無かったりしたんだけど……流石さすがに馬鹿正直に答えるわけにもいかず。

「……そっか、キスはしたんだ」

　だが、僕の回答が気に食わなかったのだろうか。

　朱莉の声は随分と冷たく、まるでこの間取り巻きを威圧していた時のような姿を見せる。

「けど、あれは不可抗力っていうか……！　あの後、七海も謝ってくれたし──」

　と、必死に言い訳を取り繕っていると。

〝チュッ〟

　不意に、唇に柔らかい感触が飛び込んできた。

「…………!?」

　気がつくと、すぐ目の前に朱莉の顔が。

　……え？　え？　え!?

「～～～～っ」

　混乱する僕を他よ所そに、真っ赤にした顔を押さえながら朱莉は部屋へと戻っていってしまう。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかった僕は、その後冷静になるまで十五分近く廊下に佇たたずんだままだった。




　高校二年生の夏。

　僕は……幼おさな馴な染じみと妹、二人と唇を重ねてしまったのだった。
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「えー、ということで……って、みんな知ってるけど今更紹介とかいるのか？」

　夏休みに入ってすぐのこと、事件は起こった。

「並なみ木き朱あか莉りです。これからよろしくお願いします」

「「……」」

　先輩が引退し、部活動は僕と七なな海み、そして新部長を務めることとなった嘉よし樹きの三人体制となった。

　特に女子部員が七海一人になったので、できれば女の子の新入部員がほしいとは思っていたけど……。

「ということで、今日から新入部員が入ったから。みんな、仲良くしてやって……って、全員身内みたいなもんじゃねえか！」

　……はあ、どうしてこんなことになったんだ。




　あれから数日経たって、僕らの関係は随分と変化した。

　まず七海だけど、ひとまず恋人関係は解消。それまで通り、幼馴染としてまた接することとなった。

　ただ、以前と違うのは、僕に対するアプローチがかなり積極的になってしまったという点。

　部活終わりに毎回デートに誘われるし、休日もやたら僕と過ごしたがるようになって……うん、贅ぜい沢たくな悩みかもしれないけどどうすれば良いのか困ってる。

　そして何より、朱莉だ。

　あの後、盗撮や盗聴はもう止やめると言っていた。

　僕とこうして喋しやべれるようになったから、映像越しに見る必要が無くなったかららしい。

　目下最大の悩みの種が解決してホッとしているけど、それにしても随分と思い切りの良い行動っぷりだなと驚いてもいる。

　そしてノートに関しては、今も書き続けているらしい。

　らしい、というのは、あれ以来朱莉の部屋に忍び込んでノートを盗み見ることが無くなったから、どういう風になっているのか分からないのが理由。

　まあ、朱莉には全部話しちゃったし、今まで通りには出来ないよね。

　……ただ、今までが遠まわしなアプローチだった分、最近はその反動か、七海に負けず劣らず大胆になってきている。

　朱莉曰いわく。

「普通じゃなくても良いって言ったのはお兄ちゃんだからね。もう隠すのは止めたから」

　らしい。

　その言葉通り、外でも気にせず引っ付いてくるようになったし、七海と出かけようとすると必ずついてくるし、随分と直接的になっていた。

　その度に、七海とギスギスした空気が生まれてるから、出来ればもうちょっと仲良くしてくれると嬉しいんだけど……。

　そして、極めつけはこれ。

「私、お兄ちゃんたちの部活に入りたいんだけど」

　夏休みに入り、先輩たちが引退すると同時に、朱莉は僕と同じ部活へ入部届けを提出した。最初は嘉樹も随分と驚いていたけど、女子部員が少なくなっていたからちょうど良かったと二つ返事で了承。

　こうして新入部員、並木朱莉として、僕らの部活に加わった。

　今は夏休みだからさほど話題にもなっていないけど、二学期が始まったら騒ぎになるんだろうなぁ……。

　この間見た朱莉のファンと思おぼしき面々を思い浮かべて、先が思いやられる。

　最後に、肝心の七海との関係はというと……特に良好になることもなく。表面上は普通に会話しているものの、お互いに作り笑顔で接しているのがバレバレだった。

　ここ最近、休日を三人で過ごすことが多くなったけど、これからは部活動、そして放課後もそうなることが増えるかもしれない。

　……まあ、僕が決めたことだから。頑張るしかないか。




　……突然だが男性諸君。君は、女性に好意を寄せられて困った、なんて経験をしたことはあるだろうか？

　いや、こんなことを言ってしまっては無闇に敵を作るだけのような気がしてあまり口にしたくは無いのだが……そう、つまり「異性にモテて困る」という体験をしたことがあるか、そう尋ねているんだ。

　勘違いして欲しくないのは、僕は決して君たちと喧けん嘩かがしたいわけではない。

　故に、この質問に君たちを煽あおるといった意味合いはないし、不特定多数の人間にモテ自慢をしたいわけでもない。そこだけは分かって欲しい。

　そう、これは自慢などではなく、純粋に悩み相談として聞いて欲しいんだ。




　妹と幼馴染のアプローチが激しくなったんですけど、どうすれば良いですか。




　　　　＊




「──ふう。まさか朱莉が入部することになるなんてなぁ……」

　ヘッドフォン越しに聞こえる、お兄ちゃんの声。

　モニターに映る、お兄ちゃんの姿。

「ゴメンね、お兄ちゃん。噓うそついちゃって」

　すっかり部屋からカメラや盗聴器が無くなったと思い込んでいるお兄ちゃんは、今日も自然体の姿を私に見せてくれていた。

　今まで小さな違和感でしかなかったけど、お兄ちゃんが自分の部屋で〝そういうこと〟をしなかったのは、カメラの存在に気づいていたのなら当然のことかもしれない。

「けど、これからは……」

　お兄ちゃんの全部を見せて欲しい。

　私には見せない、ありのままの姿を。

　そうして私は、そんなお兄ちゃんのことを眺めながら……新しい計画を書き記すべく、真っ白なノートを開いた。







　あとがき




　皆様初めまして、ミヤと申します。

　拙著『妹いもうとがブラコンであることを兄あにだけは知しっている。』をお手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　本作は、小説投稿サイト『カクヨム』にて掲載している作品を加筆、修正し、書籍化したものとなります。ですが、ネットに投稿しているものとは全くの別物になっておりますので、ウェブで既にこの作品を読んでくださっていた読者さんにも、また新鮮な気持ちで楽しんでいただけたのではないでしょうか。

　カクヨム版からの大きな変更点としましては、朱あか莉りはより可愛かわいらしさを追求し、優ゆう介すけはちょっとだけコミカルなキャラに、七なな海みは一見普通そうに見えて……というのを意識してみました。

　そうしてキャラクターの性格が変わったことにより、作風もガラッと変化したかと思います。

　カクヨム版ではギスギスしていた朱莉と七海の仲も、多少（？）は改善されたかと思いますし、何より優介とヒロイン二人との関係性が随分と変わりまして……。何と言うか、めっちゃラブコメしてるよね。

　あと何と言っても、エッチなシーンですよ。カクヨム版ではその辺の描写は端折はしよって書きましたが、書籍版ではかなり力を入れさせていただきました。書いてて凄すごく楽しかったです。ぜひ葉は乃の先生のイラストと共にお楽しみください。

　……とは言え、僕にとってカクヨム版の『いもブラ』も大好きな作品であることには変わりありません。僕が人生で初めて書いた作品ということもあり、やはり特別な思い入れがあると言いますか。

　なので、ぜひカクヨム版の方も読んで欲しいなと思っています。そちらのキャラクターたちも、また違った味があって楽しんでもらえるはずですので。




　ではここからは謝辞に移ります。

　まずはこの作品を書籍化しましょうとお声がけ下さった担当のＳ様。お声がけ下さったのもそうですが、具体的な改稿案を示して下さったりと、大変お世話になりました。ドが付くほどの素人作家をここまで導いていただき、本当にありがとうございます。

　続いて、イラストを担当してくださった葉乃はるか先生。とても素敵なイラストの数々、本当にありがとうございました。数ヶ月前、初めて朱莉と優介のキャララフを見た時の感動は、一生忘れることは無いと思います。あと、個人的な話になりますが、壁ドンシーンの朱莉の表情が死ぬほど好きです。

　そして、本作に携わってくださった全ての方々に心から感謝申し上げます。皆様のお力添えがあり、こうして一冊の本として『いもブラ』を世に出すことが出来ました。本当に、本当にありがとうございます。




　──最後に、読者の皆様へ。

「読んでくれて、ありがサンキュー！」







電子書籍特典　書き下ろし短編

『その時、朱莉は』







「今日はこれから一緒に映画へ行く予定が──」

「チッ……」

「──あるんだけど……って、今何か言った？」

「別に何も言ってないけど？」

　おっといけない、思わず本音が……。




　──お兄ちゃんとこうして言葉を交わすようになって、数日が経った。

　元々私の計画では、こうして会話するのはお互いが卒業してから──計画を実行した後のはずだったんだけど……。

「それよりお兄ちゃん、今日は雨みたいだよ？」

「いや、ついさっき天気予報で思いっきり晴れ予想出てたけど……」

　こうなったのも全て、お兄ちゃんが幼馴染──春瀬七海さんと付き合い始めたことが原因。

　ハッキリとしたことは分からないが、わざわざ私を挑発するようなことは言ってくる辺り、春瀬七海という女性には注意が必要のはず。

　そこで私は一度計画を中断し、こうしてお兄ちゃんとまた口を利くことにしたのだ。

「……まぁ尾行すれば」

　そんな中、今日は二人がデートをするらしい。

　元々お兄ちゃんたちが映画に行くことは知っていたけど、改めて本人の口から聞くと……うん、やっぱり黙って見過ごせるわけないよね。

「そ、それじゃ行ってくるから」

　そんなことを考えていると、先にお兄ちゃんが家を出てしまった。

「すぐに追いかけないと……」

　それを確認し、予め用意していたマスクと帽子を被る。

　……これなら、お兄ちゃんにバレることなく尾行出来そうかな。

「それじゃ、行ってきます」







　お兄ちゃんからわずかに距離を取り、後をつける。こちらを気にしている様子も無いし、どうやら尾行には気づかれていない様子。

「前から思ってたけど、お兄ちゃんって結構鈍感なのかな」

　私からの好意にも全く気づいていないし、多分鋭い方では無いと思う。

　……ま、そんなところも愛おしく感じちゃうんだけどね。それに、計画を遂行するのにも丁度良いし。

「──っと」

　程なくして、お兄ちゃんの元に一人の女性がやってくるのが見えた。

　問題の相手──春瀬七海だ。

　見たところ、バッチリお洒落に決めて来ている。今日のデートに力を入れていることが、一目で分かった。

　……じゃ、私も準備しようかな。

　そんな二人の様子を遠目で観察しながら、イヤホンを耳にセットする。聞こえてくる音はもちろん、お兄ちゃんたちの会話だ。

「──お昼を済ませたら映画って感じかな」

　うん、ちょっとだけ聞き取りづらいけど、これなら問題無いかな。

　今日の予定をあらかじめ知っていた私は、つい先日お兄ちゃんのスマホに盗聴アプリをセッティングしておいた。

　こうして尾行をしながら、会話も聞き取るためだ。

　……あ、でもこれ良いな。

　部屋の盗聴器から聞くのとはまた違った新鮮さを感じられて……。うん、今後もこの盗聴アプリにはお世話になりそう。

「──今日も随分とオシャレだね。素敵だと思うよ」

　と、その時。服装を褒めるお兄ちゃんの声が聞こえてきた。

「……あ、ありがと」

　その言葉を聞き、照れ交じりで返事を返している。

　……私だって、この間水着買いに行った時褒めてもらってるし。別に、羨ましくなんか──。

「──腕を組むくらい普通……じゃない？」

　って、少し目を放した隙に……っ！

　気が付くと、まるで恋人同士のように腕を組み始めている二人。

　マズい……このままだと良い雰囲気でデートが進んでしまう！

「けどどうしたら……そうだ」

　咄嗟にスマートフォンを取り出し、連絡先からお兄ちゃんを見つけ通話をかける。

『もしもし、どうしたの？』

　電話に対応するため、一度距離を離れる二人。よし、私の思ったとおりだ。

　後は……。

「──えっとね、今日の晩御飯何が食べたい？」

　それっぽい会話をしておけば大丈夫かな。







「うん、美味しい！」

　二人の後をつけ、同じレストランへとやって来た。

　周りは家族連れや恋人同士で訪れている人たちばかりで、私のように一人で入店している客は見当たらない。

　変に目立ってお兄ちゃんたちにバレないよう気をつけなきゃ……。

「──じゃ、あーん」

　って、何やってるの!?

　また少し目を離したすきに、お兄ちゃんにアプローチをかけようとしている……！　今度はいわゆる「あーん」ってやつだ。

　うらやま……じゃなくて、お兄ちゃんも満更じゃない表情で口を開けてて──って、しまった！

　ガッシャーーーーーン。

　まさにお兄ちゃんの口にオムライスが運ばれようとした瞬間、思わず身を乗り出してしまい机の上に置いてあったコップに体が当たって落下してしまったようだ。

「お、お客様！　大丈夫ですか!?」

　落ちたコップは、激しい音を立てて割れてしまった。

　その音に、店内中から注目が集まってしまう。

　いくらお兄ちゃんたちから離れた奥の席を陣取っているとはいえ、このままでは見つかってしまう可能性も……！

「だ、大丈夫です。すみません」

　なるべく大きな声を出さず、咄嗟にマスクを付け直して顔を隠す。

　……み、見つかってないよね？

　こっそりお兄ちゃんたちの方へ目を向けると、先ほどまでの空気から一転、黙々と食事を取っているようだった。

「……ふう」

　災い転じて、というわけではないが、何とか二人の妨害に成功したみたいだ。

　流石に一度引っ込めたスプーンを、もう一度差し出すことは出来ないみたいで……その後も、淡々と食事を進めるお兄ちゃんたち。

「……結果的に、良かったのかな」

　ただまあ、後で店員さんにしっかり謝っておこうとは思う。







「──じゃ、チケット買ってくるよ」

　レストランを後にし、今日のメインである映画館へとやってきた。

　どうやら二人は、今話題の『あなたの名前は』ってアニメ映画を見るらしい。

　正直作品自体には興味無いけど……流石に今日の様子を見ていると、二人っきりにするわけにはいかないよね。

　あらかじめ空いている席を確認し、お兄ちゃんたちがチケットを買った後にもう一度券売機へと向かう。先ほどは空席になっていた真ん中の席が、丁度二席埋まっている。どうやらこの席を選んだみたいだ。

「……隣は流石に危ないから、一つ後ろにしようかな」

　いつかお兄ちゃんと一緒に映画も良いな……なんてことを考えながら、すぐ後ろの席を選ぶ。

　あと準備するもの……うーん、映画館だとスマホで連絡を取るわけにもいかないし、大きな音を出すのも難しいよね。

　映画館で考えられる行為といえば、暗闇に乗じてこっそり手を繫ぐ。これが一番可能性として高いはず。

　それを後ろから妨害するってなると……。

「……あまり褒められたやり方じゃない気もするけど」

　売店を見つめながら、ポツリと呟く。

　とはいえ、四の五の言ってはいられない。一番困るのは、このデートでお兄ちゃんたちの距離が縮まってしまうことだ。

　そうなったら、私の計画は本当に断念しなくてはならなくなってしまう。

　……よし。

「──すみません、ポップコーン一つください」







　作戦は成功……と言っていいのかは分からないけど、当初の目的通り二人の妨害をすることには成功した。

　館内を汚してしまったことには若干の罪悪感を覚えるけど……ま、まぁ心の中でしっかりと謝っておこう。

　ご迷惑をおかけしてごめんなさい。けど、お陰で無事私の目的は達成されました。

　──ただ、邪魔することは出来たんだけど。

「やっぱり、羨ましいな」

　心の片隅に浮かんだそんな思いは、結局最後まで無くなることはなかった。

　ああやってお兄ちゃんと手を繫いだり腕に抱きついたり、一緒にご飯を食べながらあーんしてあげたり……どれも全部、私がしたいこと。そして、私には出来ないこと。

　こんなのは全部、恋人同士がやることだ。もし私がお兄ちゃんに同じことをしてしまったら、今までの努力が全部台無しになってしまう。

　そう、恋人同士。

　もしくは、好きな相手に…………って、好きな相手？

「……これなら、ひょっとしたら」

　冷静に考えてみれば、かなり無理のある作戦のようにも思える。実の兄とデートの予行練習をする妹なんて、普通じゃないかもしれない。

　──でも。それでも、私は。




「お兄ちゃん」




　思えば、お兄ちゃんの部屋に忍び込んだ日から、私の中で何かが変わっていたのかもしれない。

　口では「計画を遂行する」と言いつつも、いつもこうして、すぐ目の前にある幸せを摑もうとしてしまう。

「すみません春瀬さん。彼氏、お借りしますね」

　夜こっそり忍び込んだのも、また言葉を交わすようになったのも、こうしてお兄ちゃんをデートの予行練習と言って誘い出してるのも、きっと計画を成功させるためには不必要。いや、むしろ支障が出る行為だって分かっている。




　けどね。

　一度この幸せを味わっちゃったら、そう簡単には元に戻れないんだよ。



















妹いもうとがブラコンであることを兄あにだけは知しっている。
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